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児童 ・生徒一人一人 の コミュニケー シ ョンを

豊 か にす るた めの援 助 の工 夫

1主 題設定の理 由

昨今,「 い じめ」や 「不登校 児童 ・生徒の増大」が大 きな社会 問題 とな っている。 その背

景 には,子 供 たちが本来 もち備 えていたはず の友達同士の 「心 と心 のふれあい」 とい った,

相互 に交流 し理解 し共 感 し合 え るよ うなっなが りが希薄 にな ってい ることが,誘 因の一つに

な ってい ると思われ る。人 と人 との結 びっ きの回復 は,現 在の学校教育 に課せ られた重要な

課題 であ る。

本分科会で は,こ う した認識 に基づ き,各 学校 ・学級 の実態 や指導上の課題 につ いて協議

を重ねて きた。内容を要約す ると次の ようであ る。

① 近年の家庭環境を も含めた社会環境の変化 により,互 いに心のふれ あいを体験す る場が

少 な くな り,コ ミュニ ケー ションの重要性が教育全体の課題 とな って い る。

② 心 身障害教育 の対象 となる児童 ・生徒 にとって は,そ の障害の状態 は多様 であ るが,心

身の発達 のア ンバラ ンスな どか ら言語性 コ ミュニ ケーシ ョンや非 言語 性 コ ミュニ ケー シ ョ

ンのいずれの点において も,未 熟な面 が 目立 っ。

③ 児童 ・生徒の生活指導上の課題や問題行動 を考察 した場合,自 分の意思を周囲 に伝達 し,

相互の信頼関係や理解を深あ るための援助 の在 り方 を考え る必要があ る。 なぜな ら,そ の

よ うな周囲 との意思の疎通が十分果 たせないたあに,他 者 との関係で トラブルの発生 を見

る ことが多 いか らで ある。

以上の よ うな点か ら,本 分科会 にお いて は,一 人一人の児童 ・生徒の特性 や行動,克 服す

べ き課題 にっいて細か く見つ あ,各 々の感 じた ことや考えた こと,思 った ことなどを集 団の

中で表現 で きる力 を引き出 し,社 会性 をは ぐくむ ことが必要であ ると考え,上 記 の主題 を設

定 した。

H研 究 の経過

月i研 究 の 経 過

4月 ・研究主題 の検討

5月 ・各校におけ る実態及び指導上の課題報告

・研究主題の検討及び決定(仮 題)

6月 ・コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの 概 念 にっ い て の共 通 理 解

7月 ・各校 にお ける児童 ・生徒の状況や課題報告を通 しての研究主題の検討

・望 ま しい援助 の在 り方 にっ いての協議 ・研究構想図 ・構造図立案

8月 ・研究主題の再検討 ・決定(本 題)・ 指導案の検討

9月 ・研究授業(情 緒 障害学級,難 聴 ・言語障害学級,通 常の学級)及 び研究協議

10月 ・研究内容 及び研究報告書 原稿 内容検討 ・まとめ

11月 ～1月 ・研 究発表の内容 ・方法 の検討 ・発表会準備及び資料作成

2月 卜 研究発表会
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皿 研究の方 法

1基 礎研究

(1)研 究主題の検討

・各 自の希望す る研究主題を もち寄 り共通 点を見いだす ことに努あた。それぞれの学校 や学

級 の実態及 び指導上の課題や実践例 に基づ き協議 を重 ね,研 究主題を設定 した。

(2)コ ミュニケー ションの概念 にっいての共通理解

・様 々に定義 されてい るコ ミュニケー シ ョンを どうと らえ るか先行研究や文献,事 例研究を

通 して共通理解 を深めた。

・コミュニ ケーシ ョンを豊かにす るために,技 能の習得や集団へのかかわ り方 などの援助の

在 り方 につ いて具体的 に何が必要かを検討 した。

・コ ミュニケー ションを豊か にす ることについて,そ の概念 を図式化 して分析 した。

(3)コ ミュニケー シ ョンを豊か にす るたあの具体的な手だて

・援助 の在 り方 について,援 助 のね らい と視点 に基づ き具体的な手 だて を表 にまとめ た。

2研 究授業 による研究

・通級指導学級(情 緒障害,難 聴 ・言語 障害),通 常の学級で研究授業を行い,基 礎研究で

得 られ た理解 を基 に,望 ま しい援助の在 り方 にっいて検証 した。

IVコ ミ ュニ ケ ー シ ョンに つ い て の共 通 理 解

本 分科 会 で は主題 を 「児童 ・生 徒 一 人 一 人 の コ ミュニ ケー シ ョンを豊 か にす る ため の 援 助

の 工 夫 」 と設 定 し,そ の 概 念 に つ い て の共 通 理 解 を図 った 。

1「 コ ミ ュニケ ー シ ョン」 と は

・一 般 的 に は コ ミュニ ケ ー シ ョ ンとは,人 と人 との 間 に行 わ れ る知 覚 ・感情 ・思 考 ・意 思 の

伝 達 で あ る。

・コ ミュニ ケ ー シ ョンを 大 き く分 類 す る と次 の 二 っ が挙 げ られ る。

言語 性 コ ミュニ ケ ー シ ョ ン… …言 葉 な どを 媒 介 と して,聞 く ・話 す ・書 く,な どに よ っ

て 伝 達 す る。

非 言 語 性 コ ミュニ ケー シ ョ ン…言 葉以 外 の表 情 ・身 振 り ・姿 勢 ・視線,な ど に よ って 伝

達 す る。

いず れ に して も,視 覚 ・聴 覚 な どの 感 覚 に訴 え る もの を媒 介 と して い る。

・学 校 教 育 に お いて は ,〈 教 師 と児 童 ・生 徒,児 童 ・生徒 同士 〉な どの 関 係 の 中 で と らえ ら

れ る もの で,一 方 のみ で は成 立 しな い。

以 上 の 点 を 踏 ま え なが ら,本 分 科 会 で は コ ミュニ ケ ー シ ョ ンを 次 の よ うに定 義 した。

言葉あ るいは さまざまな手段 による,

人 間相互の交流 と理解のプ ロセス

こ こで い う 「さ ま ざ ま な手 段 」 とは,非 言 語 性 コ ミュニ ケ ー シ ョンの 内容 で あ る表 情 ・視

線 ・身振 りだ け で な く,人 と人 との 関 係 の 中で 生 じて くる感情 や意 識 な ど も含 ん で い る。
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2「 コ ミ ュニ ケ ー シ ョンを豊 か に す る 」 とは

上 記 の コ ミュニ ケ ー シ ョンの概 念 を基 に,「 豊 か さ」 とは何 か を 考 え た。 そ して 次 の よ う

な共 通 理 解 を も った。

コ ミュニ ケ ー シ ョンを豊 か にす る とは,心 の ふ れ あ い やっ なが りを 育 て,

社 会性 を 培 い,生 活 を よ り豊 か に して い くこ とで あ る。

主 題 に もあ る よ うに,「 豊 か さ」 とは 「一 人 一 人 」 に と って の もの で あ り,そ れ は画 一 的

で は な い。 例 え ば,言 語 性 コ ミュニ ケ ー シ ョンを もた な い児 童 ・生 徒 で も,非 言 語 性 コ ミュ

ニ ケ ー シ ョンで以 前 よ り も交流 や理 解 が 深 ま れ ば,そ の子 な りに生 活 の 質 が 「豊 か 」 にな っ

た とい え る。

「人 と人 との,心 のふ れ あ い や っ な が り」 が希 薄 に な って い る今 日,児 童 ・生 徒 の コ ミュ

ニ ケ ー シ ョンを豊 か に して い く営 み は,学 校 教 育 の基 本 的事 項 で あ る と考 え る。

コ ミュニ ケ ー シ ョンを豊 か に す る とは,児 童 ・生 徒 が

人 と人 との,心 のふ れ あ い や つ な が り を育 て て い く とい う ことで あ る。 そ れ が

人 と人 との交流 や理解 を深 め る。 それ によ って

生活の豊か さ

さ らにそれが広 い意味 での

「社会性 」 とは,児 童 ・生徒が様 々な コ ミュニ ケーシ ョンの方法を用いて,学 校 や社会 の

中で生活 して い くたあの資質で あ り,生 活の場で具体的 に発揮 され ることが求 め られ るもの

で ある。例え ば,学 校や社会での人間関係 を円滑 に して い くことや,社 会生活 の中で の基本

的生活習慣を身 に付 けて い くことで ある。 また,自 分の思いを伝 え られた り,相 手 の気持 ち

を受 け止 あ られ た りす るとい うことで もある。

前記の ような コミュニ ケー ションの概念を図示す ると,以 下の よ うになる。
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り 豊 か に

言 語性

コ ミュニ ケー シ ョン

非 言 語性

コ ミュニ ケ ー シ ョ ン

望

ま

し

い

援

助

・縦 軸 は 時 間 の経 過 を示 して い る。

・コ ミュニ ケ ー シ ョンの 種類 で あ る言 語 性 コ ミュニ ケ ー シ ョン ・非 言 語 性 コ ミュニ ケー シ ョ ンが 単 独 で

発達 して い くの で はな く相 互 に 関 連 性 が あ る。

・そ の らせ ん の 渦 か 大 き くな って い くに従 って コ ミュニ ケ ー シ ョンか豊 か に な る こと を示 して い る
。

・この 図 を 個 人 の もの とだ け考 え るの て は な く,集 団 と して と らえ る こ と も出 来 る。

3コ ミュニケー シ ョンを豊 かにす るための望 ま しい援助 の在 り方

本分科会で は,児 童 ・生 徒の コ ミュニ ケーシ ョンを豊 かにす るため に,指 導上 どのよ うな

援助を行えばよいのかを考 えた。前述 したように,本 分科会 は,通 級指導学級(情 緒障害,

難聴 ・言語障害),病 弱養護学校及 び養護学園,ろ う学校,精 神薄弱学級,通 常の学級の各

担任で構成 されてい る。 それぞれ の学級で は,集 団での学 習,小 集団での学習,1対1で の

個別学習が 日常的に行われている。 こうした実践か ら,コ ミュニケー ションを豊かにす るた

あの援助の工夫を,「 援助 のね らい」 と 「援助の視点」に基づいて考察 した。なお,考 察に

当た って は昨年度 の東京都教育研究員報告書(心 身障害教 育)養 護 ・訓練分科会の研究を参

照 した。その後,後 述 す る研究授業 を通 して,内 容を整理 したのか次の表であ る。
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コ ミュニ ケー シ ョンを豊 かにす るたあの望 ま しい援助 の在 り方

援助の視点 家庭 ・在籍校 ・前籍

教師の姿勢 指導方法 教材 ・教具 環境構成 校との連携

援 助のね らい (1) (2) (3) (4) (5)

安心感をもた ・理 解 ・児 童 ・生 徒 の あ ・児 童 ・生 徒 ・刺激が少なく ・適切な情報交換を し合

せ る。 ・把 握 るがままを受入れ の レデ ィネ ス 落ち着いた一定 い,相 互の信頼関係を築
・受 容 る 。 (発達段階) の場所を設定す く 。

・分かりやすい課 に合った教材 る 。

題を提示する。 ・教具を用い ・個 々の 違 い を

・課題を分かりや る 。 認め合える雰囲
(A) す く提示する。 気 をつ くる。

伝えたい気持 ・受 容 ・児 童 ・生 徒 の能 ・児 童 ・生 徒 ・互いの意見を ・適切な情報交換をし合

ちを起こさせ ・共 感 力 に合 った興 味 ・ が興味 ・関心 認め合える環境 い,相 互に共通の話題を

る 。 ・ゆ と り 関心のもてる課題 を もっ教 材 ・ を整 え る。 見 つ け る 。
・親 近 感 を提示する。 教 具 を 用 い ・みんなが参加

・褒 め る 。 ・発達段階に即 し
る 。 しやすい雰囲気

・期 待 た共通の話題を提 を っ くる。

供する。(共 通の
体験,楽 しい体験

CB> 等)

自信をもたせ ・褒 め る 。 ・成就感が もてる ・継 続 的 か ・互いの意見や ・児童 ・生徒の現在の課

る ・励 ま す 。 課題を設定する。 つ スモ ー ル ス 考えを尊重し合 題を把握 し,克 服させる
・実現可能な課題 テップに即 し える環境を整え ことで,家 庭 ・在籍校等
に取り組ませる。 た教材 ・教具 る 。 での生活や学習に生かす。
・ス モ ー ル ス テ ッ を用 い る。

プの手 法 を用 い

る 。
・児 童 ・生 徒 に対

し適切な評価をす
る 。
・児 童 ・生 徒 に と

って分かりやすい

評価の方法を工夫
(C) す る。

集団とのかか ・個性の尊重 ・小集団活動を取 ・人 との 関 わ ・人 との 関 わ り ・児童 ・生徒の現在の課

わりを深めさ ・個性の把握 り入 れ る。 りを意識でき を意識できる環 題を設定する。
せ る ・全体的な視 ・役割を意識 して る教材 ・教具 境を整える。

野 を もっ 。 行動させる。 を工夫する。
・相互理解のため

の援助を行 う。
・自尊感情や他人

(D) を尊重する感情を
育 て る。

(注)点 線 は,(A)(B)(C)(D)が,そ れぞれの領域で非常に密接に関係 し,時 にはそれぞれの内容
が他の領域で有効な場合があることを示す。

・縦 軸 と な る 「援 助 の ね らい」 は ,児 童 ・生 徒 が コ ミュニ ケ ー シ ョ ンを 豊 か にす るた あ に必

要 と され る感 情 や 意 識 を 示 して い る。(A)(B)(C)(D)に っ い て は,基 本 的 に は

順 序 性 が あ るが,児 童 ・生 徒 の コ ミュニ ケー シ ョ ンの あ りよ うに よ って は,時 に は(B)

か ら援 助 を始 め た り,(C)か ら始 め た り して も有 効 で あ る。

・横 軸 と な る 「援 助 の 視 点 」 は ,コ ミュニ ケ ー シ ョ ンを豊 か にす る た め に必 要 と され る感 情

や 意 識 を呼 び起 こす た あの 手 立 て を示 して い る。 援 助 の在 り方 を考 え る場 合,教 師 の 姿 勢

の み が 重 視 され る ことが 多 い。 本 分 科 会 で は,指 導 方法,教 材 ・教 具,環 境 構 成,家 庭 ・

在 籍 校 ・前 籍 校 との 連 携 も配 慮 し,そ れ ぞ れ の 手 立 て の 関 連性 を重 視 して 整 備 した。

な お,在 籍 校 とは,通 級 指 導 学 級 に通 って くる児 童 ・生 徒 の学 校 の こ とで あ る。
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V指 導 事 例

1「 養 護 ・訓 練 」指 導 案

A小 学 校 通 級 指 導 学 級(難 聴 ・言 語 障 害)対 象 児童1名 指 導 者1名

(1)児 童 の実 態

A児(第3学 年 男 子 週1回 通 級)

・視覚 的 に状 況 を把 握 し,認 識 す るの は さ ほ ど問題 は な いが,そ れ を 言 語 に 置 き換 え た り抽

象化,概 念 化 した りす るの は苦 手 で あ る。

・身振 り,手 振 りで 意 思 を 表 す こ とはで き るが,言 語 を 使 って 他 者 とか か わ る能 力 は低 い。

・じっ と して い る よ り,身 体 を動 か して い る方 を好 む 。持 続 して 一 っの こ と に取 り組 む こ と

は難 しい。

・在 籍校 で ,友 達 と同 じ学 習 課 題 に取 り組 む の は難 しい。 作 業 場 面 で は友 達 と一 緒 に で きる

こ とが あ る。

本 児 の 実 態 を,話 す,聞 く,読 む,書 く,数 え る,と い う5っ の 側 面 か らと らえ る と,以

下 の よ うに な る。

話 す:二 語 文 が主 で あ る。 りん ごを 「いん こ」,テ レビを 「ビ」 と言 うな ど,音 の 置 き換

え や 省 略 が 目立 っ。4音 節 以 上 の 単 語 や 文 を 聞 き取 って 再 生 す るの は大 変 難 しい。

言 い た い こ とを言 語 で表 現 す る よ りは,身 振 り手振 りで 表 す こ との 方 が 多 い。

聞 く:複 文,重 文 の話 の 内 容 を理 解 す る こ とは難 しい 。聴 力 は正 常 範 囲 内 で あ る。

読 む:自 分 の 名 前,「 お か あ さん 」 「せ ん せ い 」な ど身 近 な単 語 は,ま と ま り と して 覚 え

て い る。 一 文字 一文 字 提 示 した場 合,読 め る文 字 は10文 字 程 度 。

書 く:視 写 の 場 合,平 仮 名 す べ て を ほ ぼ正 確 に書 くこ とが で きる。 聴 写 の と き は,5文 字

程 度 を ほぼ正 確 に書 く こ とが で きる。

数える:10ま で の 数 唱 が で き る。 数 え足 す方 法 で10ま で の足 し算 をす る こ とが で き る。

「ど っち が 多 い,あ とい くっ 」 な どの 問 い掛 け に,す ぐに反 応 で きな い こ とが 多 い 。

〔2)題 材 につ いて

本 児 の 現 在 の 生 活 の 中 で は,他 者 か ら本 児 に理 解 しや す い 単語 や 構 文 を用 いて 話 し掛 け て

も らった り,本 児 な りの 身振 りや手 振 りの 表現 を,他 者 に分 か って も らえ た りす る経 験 が ほ

とん ど な い。 そ こで,通 級 指 導学 級 で は,本 児 の語 いを 増 や し構 文 力 を 高 め なが ら も,ま ず,

本 児 の 身 振 りや 手 振 りの 表現 を担 当 者 が理 解 し,お 互 い に分 か りあ え る関係 をっ くる こと に

重 点 を置 いて い る。

言 語 事 項 に関 して は,4～5歳 児 の 用 い る基 本 的 な語 いの 中か ら,本 児 が無 理 な く言 え そ

うな3音 節 以 内の 物 の 名 前 を 選 ん で 「聞 く」 と 「話 す 」の 題 材 に した 。 「読 む 」 「書 く!に

つ い て は,現 在 の と こ ろ,物 の 名 前 を 表 す 文字 を ま とま り と して 視 覚 的 に 覚 え る,視 写 に慣

れ る程 度 の 扱 い に して い る。

数 につ いて は,本 児 の 好 きな ゲ ー ムな どを通 して 「何 枚 あ るか,あ と何個 か 」 な ど の言 葉

を掛 け る こ とに よ って,数 の 概 念,大 ・小,合 成 分 解 な ど につ い て の 意 識付 け を行 って い る。

合 成 分 解 を 意 識 付 け る教 材 と して,ボ ー リン グゲ ー ムを 用 いた 。最 初 は5本 の ピ ンで5の 合

成 分 解 を 意 識 させ,理 解 が進 ん だ ら,10の 合 成 分 解 を 学 習 す る予定 で あ る。

7



(3)援 助 の工 夫

援助の 援助の 教師の姿勢 指導方法 教材 ・教具 環境構成 家庭 ・在籍校 との連携
ね らい 視点 (1) (2) (3) (4) (5)

安心感を ○本児の言葉や表情, ○本児の表現方法を ○数種 の検査 を用い ○毎週同じ個別指 ○毎回の指導の送迎の
もたせ る 身振り手振りの表現 否定せずに認め,言 て本 児の発達の状態 導室 を用いる。簡 際,家 庭での様子や,

を 認 め,理 解 す る。 いたい内容の理解に を客観的に評価す 易防音,空 調 を施 教室での指導の内容に
○本児の表現方法に 努 め る。 る。評価 を踏 まえて し,課 題以外の刺 ついて保護者 と話 し合
つ き観点を定め,具 ○本児が理解しやす て発達段階 に合 った 激をで きるだけ減 う 。

体的かつ客観的な評 い よ う,本 児 と同 じ 課題設定 を し,課 題 らすよ うにする。 ○在籍校の担任 とは,
価を行 う。 ような表現方法を用 を遂行 するに適 当な 連絡 帳を用 いて相互 に

(A) い る よ う に努 め る。 教材 な どを選ぶ。 情 報交換 をする。

伝 えたい ○本児が表情や身振 ●本児の好 きなゲー ●本児が好んで操作 ○連絡帳や保護者との
気持ちを りで訴えて きた こと ム形式や競争を指導 す る トー キ ング カ ー 会話の中から本児の興

起 こさせ る は,学 習 上 の ル ー ル 方法 と して取 り入れ ドとい う機 器や,ボ 味の対象を把握す る。
に反 しない限 り,必 る 。

一 リ ン グの セ ッ トな ○指導で用いた教材等
ず 受 け と め,聞 く。 ○本児の理解 しやす どを教具 として用 い を見せ,家 庭 や学級 で

い表現方法で,興 味 る 。 話題 に して もらう。
のあることにつ いて

CB) 話 す 。

自信を ○本児が自力で課題 ● 同一 の題材で,簡 ●同一の題材 で,少 ○毎回の指 導の送迎 の
もたせる 解決 できるよ うに, 単 だと思え る課題か しずつ ステ ップを上 際,指 導 の 中 で,で き

ゆ とりを もって時 間 ら,ち ょっ と難 しい げた課題に適合 した るよ うに な った こ とを

設定し必要な援助を けどや ってみ ようと 教 材 を 用 意 して お 保護者に伝 える。
!一,

イ丁 つ。 思 える課題へ と少 し き,本 児の様子をみ ○本児の現 在の力につ
○本児が課題を達成 ず つステ ップを上げ なが ら提示す る。 いて,保 護者が冷静 に
して うれ しそ うな表 て指導す る。 評価で きるよ うな情報
情 のときは,本 児と ○ カー ドを渡す など を的確に伝える工 夫を
同 じかそれ以上 に喜 の本児 に理解 しやす す る。

CC> んで見せ る。 い即時評価を行 う。

集団 との ○ 家庭 ・在籍校 との ○個別指導でカバーで
かかわ りを 連携 を密 に取 り,集 きな い 点 に つ い て は,

深 めさせ る 団の中で本児が要求 . 指導中に把握 した上で
される ことは何 かを 話 し合いを行い,家 庭
冷 静に把握 した上 で, ・在籍校に依頼す る。

(D) 個 別指導 を進 める。

●特 に本時 にかかわ りの深 い援助 ○ 日常的な援助

(4)本 時 の指 導

① ね らい

・楽 しん で 自分 の思 い や考 え を伝 え る。

・担 当者 の意 図を簡単 に正 しく理解 す る。

・5の 合 成 分 解 に つ い て ,認 識 を深 め る。

・ 「か さ 」 「コ ッ プJ「 ふ う せ ん 」 「や か ん 」 「の りJの5語 を 何 回 も 聞 く
。

・上 記5語 を 自発 す る。

・楽 しん で文 字 を書 く。

② 展開

5ま で の 数 の 合 成 分 解 を す る。

5本 の ピンで ボ ー リン グを す るな か で,「 あ と何 本 。 」

を意 識 す る。

か さ,コ ップ,ふ うせ ん,や か ん,の りの5語 を 繰 り返 し

聞 く。

トー キ ング カ ー ドを 操 作 し,上 記 の5語 を よ く聞 き と っ

て競 争 で実 物 に タ ッチす る。

実 物 に簡 単 に タ ッチで き る よ う に な って きた ら,次 は絵,

ま た 文字 に タ ッチで き る よ うにす る。

か さ,コ ップ,ふ うせ ん,や か ん,の りの5語 を 自発 す る。

絵 カ ー ドを 見 て2.で 聞 い た言 葉 を想 起 し,自 分 で 言 う。

正 し く言 え た ら,絵 カ ー ドを も ら う。

文 字 を 書 く こ とに慣 れ る。

本児が既に習得 して いる語 と,未 習だが無理な く習得で きそ う
な語 とを取 り混 ぜて課題 とす る。(C-2)
同 じ題材を用いなが ら,本 児が簡単だ と思え るステ ップ(実 物
に タッチ)か ら,徐 々に難 しいステ ップ(文 字に タッチ)に 切
り替え る。(C-2,C-3)
競争す る方法を取 り入れ る。(B-2)
トーキ ングカー ドを教具 に入れ る。(B-3)
カー ド集めの形式で,即 時評価 を行 う。(C-2)

音節 を聞 いて文 字を思 い浮かべ るのは本 児に はまだ難 しいた
あ,手 本を用意 してお く。(C-2)

*英 数字 は援助 の工夫の表 に対応す る。
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③ 評 価

・楽 しん で自分の思 いや考えを伝え ることがで きたか。

・担 当者 の意図 を簡単 に正 しく理解す ることがで きたか。

・5の 合成分解 につ いて,認 識を深 めることがで きたか。

・ 「か さ」 「コップ」 「ふ うせん」 「やかん」 「の り」の5語 について
,興 味 を もって何

度 も聞 けたか。

・上記5語 を自発で きたか。

・楽 しん で文字 を書 くこ とがで きたか。

⑤ 考察 と今後 の課題

① 教師の姿勢

本児の言動 を否定せず,受 け入れ,合 わせてい く姿勢 を保つ ことで,本 児は安心感 を も

って 自分 の思 いや考え を伝えて い くことがで きた。

② 指導方法

本 児にっいて客観的 な評価 を行 い,発 達段階に合 った課題 をスモールステ ップで提示 し

た ことによ って,本 児 は成就感や 自信を もっ ことがで きた。

③ 教材 ・教具

本児が意欲的に操作 で きる教具 を用 いることで,苦 手 な 「ことば」 に関す る学習 も楽 し

んで行 うことがで きた。

④ 環境 構成

使用す る個別指導室 は,毎 週 同 じ部屋 に して いる。そ こは,簡 易防音や空調な どが施 さ

れ,落 ち着いた環境 で指導 の効 果を高める ことがで きた。 しか し,本 児 は,ほ んの小さな

刺激 に も過敏 に反応 す る傾向があるので,更 に注意 して環境 を整えて い く必要があ る。

⑤ 家庭 ・在籍校 との連 携

保護者 とは毎回の送 迎の際,本 児 と行 った指導の内容について話 し合 ってお り,本 児 に

かかわ る様 々な問題にっいて理解を図 っている。

在籍校の担任 とは,毎 回の指導の際の連絡帳や,在 籍校を訪問 しての打合せ などによ り,

密接 な連携が とれて いる。

本児の将来 を見通 した上で どのよ うな指導 を行 って い くべ きかについて,保 護者や在籍

校 の担任 との共通理解を更 に深あてい くことが課題で ある。

2「 養護 ・訓練 」指導案

B小 学校 通級指導学級(情 緒障害)対 象児童2名 指導者1名

(1)児 童 の実態

①E児(第4学 年 男子 週1回 通級)

言語面 の遅れ による意思の伝達の困難が認 あ られ る。か っと しやす く口よ り先 に手を 出

す ことが ある。学習活動で は自信喪失気味で,気 持 ちの切 り替えが うま くで きない。対人

場面で は適切 な行動が とれず,集 団参加が困難 になることが多い。 社会 的な経験が乏 しく,

人 とうま くつき合えない という状態が生 じて いる。
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②F児(第6学 年 男子 週2回 通級)

全般 的な遅 れが認 め られ る。興奮 しやす さ,興 味の範囲の狭い ところがあ る。対人場 面

では,人 なっ こさ陽気 さでカバー している面が あるが,一 定のテーマに沿 って話 をす る こ

と,相 手 の言動を しっか り受 け止 める ことなどが難 しい。

③E児 とF児 のかかわ り

休み時間 には,F児 が積極的にE児 を遊 びに誘 う場面が見 られ るが,E児 のか っと しや

す い面やF児 の勘違 い,お 互 いに譲 り合えない ことが原 因で上手 にかかわれない ことが多

い。 また,F児 の指示や注意 に対 して,E児 は過剰 に反応 し,腹 を立てた り腕力で対抗 し

た りす ることがあ る。

(2)題 材 にっ いて

前述 した児童の実態か ら,人 との交流を通 してかかわ りに必要 な技能を身 に付 けること,

互いの共通点 や違 いを知 る ことで理解 を深 め合 い,共 感 し認 め合 え る関係 を育て る こと,の

2っ をね らい としてrイ ンタビュー ごっこ』を題材 に設定 した。

① イ ンタビュー ごっこの仕方 ② イ ンタ ビュー用紙 の項 目

E児 とF児:相 談や じゃんけんで順番を決める。1
E児:イ ンタビュー用紙の項 目を もとにF児 に2

質問をする。
F児:質 問に答える。3
E児:答 えをインタビュー用紙に記入する。4
F児:イ ンタビュー用紙の項目を もとにE児 に5

質問をする。
E児:質 問に答える。6
F児:答 えをインタビュー用紙に記入。7

*イ ンタビュー用紙の項目の数だけ2～7を 繰 り
返す。
共通点を探 して,そ の項目について話 し合 う。8
イ ンタビュー用紙の項目以外で,相 手に聞いて9
みたいことを用紙に記入 し質問 し合う。

次 時 インタビュー用紙の項目

第一次

第二次

0

0

名前,学 校,年 組,学 校の場所,家
の場所,兄 弟
好 きな食べ物,好 きなテ レビ番組,好
きな勉強 得意なこと,い いところ

第三次 OS

⑥

(児童の変容に応 じて,下 記の項目を
上記の項目と少 しずっ入れ替える)
好きな飲み物,好 きな遊び,好 きなス
ポーツ,好 きな乗 り物,宝 物,行 って
みたいところ,仲 良 しの友達,お 手伝
い,大 人になったら

③ 言 葉 カ ー ド

イ ンタ ビュ ー ご っ この 実 施 時 に,や り と りに必 要 な言 葉 を,カ ー ドに して 提 示 して お く

こ とで,適 切 な言 葉 の 使 用 を 意 識 付 け る よ う に した。

まだ で す か?,ま だ です よ,も うい い で す か?,い い で す よ,き い て ま す か?,ち ょ っ と ま って くだ さ い,も

うい ち ど言 って下 さい,ゆ っ くり言 って 下 さ い,早 く して 下 さ い,わ か りま した,か き ま した か?,か き まL

た よ,こ れ で い いで す か?,ち が い ます ～ で す,だ れ の ばん で す か?,～ の ば ん だ よ,ち が う よ～ の ば ん だ

よ,ど うす れ ば い い の

(3>指 導 計 画

次 時 学 習 活 動

第一次 0 インタビューごっこをして互いの共通点 ・相違点を知る。共通点について話 し合 う。

第二次 ②～⑥ 上記の活動後,イ ンタビュー用紙にない項目について互いに質問 し合 う。(本 時は②)

第三次 ○● これまでに見っけた共通点にっいて,よ り詳 しく話し合 う。

第四次 0 休み時間の遊びにっいて話 し合い,何 をして遊ぶかを決める。(本 題材終了後も継続する)
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(4)援 助 の工 夫

援助の 援助の 教師の姿勢 指導方法 教材 ・教 具 環境構成 家庭 ・在 籍 校,

ね らい 視点 (1) (2) (3) {4) 前籍校 との連携 〔5}

安心感を ○対象児の理解に努 ●導入場面では手遊 ●対象児の実態に合 ●教室の場所の固定, ○本児の状態 について

もたせ る め 興 味 ・関心,趣 味 び歌 で リラ ック ス さ わせて用紙,記 入箇 一 定 の 時 間 ,一 定 の 日課 帳によ り保護 者か
・し好 を 把 握 す る。 せ る。 所,文 字 の 大 き さ, 場所で同 じ相手 と課 らの情 報を得 る。

○対象児の乱暴な言 ● 言葉カー ドを提示 項 目の数を調節 する。題 に取 り組 ませ る。 ○学 級での様子につい

動 に対 しては,代 替 し使用を促 す。 ●言葉カ ー ドの中身 ●刺激の少ない個別 て 日課帳によ り保 護者

手段を提示す る。 ●役割交代をわかり を児童の実態によ り, 指導室 を使用す る。 に連絡す る。
やす くす るための標 精選す る。

(A) 示を使用す る。

伝えたい ●対象児の実態に基 ● イ ン タ ビ ュー 用 紙 ● イ ンタ ビュ ー用 紙 ○係活動の分担を相 ●家庭 ・在籍校 との情

気持ちを づ き,ゆ と りを も っ の項 目は日常生活や の項 目には児童の興 談 して決めるなど, 報交換を通 して,本 児

起 こさせる て自発 を促す。 学習での経験に基づ 味 ・関心 の対象,趣 児童が自分の意見や の遊 び,興 味 ・関心の

●や りと りの間に教 き,身 近で容易 に答 味 ・し好 に関連す る 考えを表現する機会 対象,趣 味 ・し好を把

師 も共感 を表 すコメ え ることがで きるも ものを取 り入れ る。 を増やす。 握 して お く。

ン トを は さ む 。 の にす る。 ● イ ン タ ビュ ー用 紙 ●質問に対する相手
● イ ンタ ビュ ー用 紙 と言 葉 カ ー ドは ワ ー の答えを用紙に記入

の項 目に,共 通の話 プロで作成 し,用 紙 し,自 分 と相手の共
題 となる ものを入れ ,記 入 箇 所,文 字 の 通点や相違点を見つ
る 。 大 きさ,項 目を任意 け出す という課題設
● 共通点 を見つけた に変更で きるよ うに 定 をす る。
ら指導者も喜びを表 す る。

し,話 し合いに参加

CB) す る。

自信 を ○対象児の よい とこ ●言葉カー ドの言 葉 ● イ ンタ ビ ュ ー用 紙 ○児童の意見や考え ○指導内容,結 果につ

もたせる ろを積極的 に見 いだ を 使 用 した ら,カ ー と言 葉 カ ー ドは ワー を取 り入れ る場面 を いて 知 らせ る。

し,励 み に な る よ う ドに丸印をつけて褒 プロで作成 し,項 目 多 く設定す る。 ● イ ンタ ビ ュー 用 紙,

に伝 え る。 め る。 カ ー ドに な い は対象児 の実態 にあ ●質問に対する相手 言葉 カー ド等の資料を
○少 しの進歩で も褒 言葉でも適切であれ わせて段階的に変更 の答えを用紙 に記 入 提供 し,日 常生活や学
め る よ うにす る。 ば カー ドに書 き込み で き る よ う にす る。 し,自 分 と相 手の共 習 に生かせ るよ う共通

褒 め る。 通点や相違点を見つ 理解を図 る。
● イ ンタ ビュ ー用 紙 けだす とい う課題設
の項 目は対象児の実 定をす る。
態 に合わせて段階的

CC> に変 え て い く。

集団 との ○対象児の個性を把 ● や りと りの 中で役 ● イ ン タ ビ ュー用 紙 ○児童が相互にかか ○対象児の在籍校での
かかわ りを 握 し,集 団の中で個 割 交代 をさせ る。 を もとに,質 問 し答 わ る機会を増やす。 集団 とのかかわ りと本

深 あさせ る 性を生か した役割 を ●指導者も共通点に えを記入する こと, ●集団参加の基礎と 学級 での小集団 とのか
担わせ る。 ついて話 し合 いに参 共 通 点 を 探 す こと して 一 対 一 で や り と かわ りについて,実 態

加 す る。 で,相 手 と自分との りの練習をす る。 を共通理解して課題の
●質問事項 に,得 意 共通点や相違点を意 設 定に取 り組 む。
な こと自慢 できるこ 識 させ る。

CD) とな ど も含 め る。

●本時にかかわる援助 ○日常的な援助

(5)本 時の 指 導

① ね らい

・イ ン タ ビ ュ ー ご っ こ を 楽 し む
。

・言 葉 カ ー ドを見 て 適 切 な言 葉 を 使 用 す る。

・相 手 に興 味 ・関 心 を もち ,イ ンタ ビュ ー用紙 の 項 目以 外 の こ とを 質 問 す る。

② 展 開

学 習 活 動 具,体 的 な 援 助

1,あ い さつ を す る。 ・よい姿勢が どれ るよ うに模範を示す。応 じない場合は言葉で補助する。(A-D

2.手 遊 び歌 を す る。 ・リラ ック ス した楽 しい雰 囲 気 を つ くる よ うにす る。(A-1,A-2)

3.友 達 と仲 良 くで き る と, ・休 み 時 間 にサ ッカ ーを して 仲 良 く遊 べ た ことを 思 い出 させ る。(B-1,B-2)

どんな気持 ちがす るか,発
表す る 。

4.前 回 に 引 き続 き イ ンタ ビ ・前 時 の こ とを 思 い出 させ ,イ ン タ ビ ュー ご っこが 上 手 にで きた こ とを 伝 え る。(c-r,C-2)

ユ ー ご っ こを す る こと を知

る 。

5.イ ンタ ビ ュー ご っ こを す ・イ ンタ ビュ ー ごっ こを して 友 達 の こ とを 知 る こと で よ り仲 良 く遊 べ る よ うに な る と 説 明 す る。

ることの意 味を知 る。 (A-1,A-2,B-1,B-2)

6.イ ン タ ビ ュー ご っ この 説 ・交互 に質 問 す る こと,返 答 を 記 入 し合 う こ とを 認識 す る。(A-1,A-2)

明 を 聞 く。 ・話 す とき は相 手 を 見て,ち ょう ど よ い声 で 話 す よ う促 す 。(8-1)

7.相 談 して 順 番 を 決 め る。

・言 葉 カ ー ドを提 示 し使 用 を促 す 。(A-2)

・じ ゃん け ん で 決 あ る,相 手 に譲 る な ど,決 め 方 を まかせ 相 談 させ る。(B-1,B-4,c-a,D-4)

・二 人 で 決 め る こ とが で き な い場 合 は指 導 者 が 決 め 方 を提 案す る。 Φ 一1)
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・順 番 が 分 か るよ うに標 示 をす る。(A-2 ,D-2)8.インタ ビュ ー ごっ こをす
・言 葉 カ ー ドに あ る 言葉 を使 用 した と き は○ を つ け て 褒 め る。(C-1,C-2)る。
・言 葉 カ ー ドに な い言 葉 で あ って も,適 切 な言 葉 を 使 用 で きた ら,カ ー ドに記 入 し褒 め る。C

C-1,C-2)
・や り と りの 妨 げ に な らな い程 度 に指 導 者 も共 感 を 表 す 。(B-1.S-2)
・イ ン タ ビ ュ ー用 紙 を 見 て 共通 点 を探 す よ う促 す 。(B-4 ,C-4,D-3)9.互い の 共 通 点 を 見 つ け る。

10.共 通 点 につ い て 話 し合 う。 ・指 導 者 も話 し合 い に参 加 し,共 感 を 表 して,よ り詳 しい 話 を 引 き出 す 。(B-1,B-2,C-2,D-2)

11.イ ン タ ビ ュ ー用 紙 の 項 目 ・項 目を 考 え つ か な い と きは,言 葉 で補 助 を す る。(B-1,B-2)

以 外 で,相 手 に聞 い て み た
い こ とを 用 紙 に記 入 す る。

12.記 入 した項 目 につ い て質 ・や りと りの 妨 げ に な らな い程 度 に 指 導 者 も共 感 を表 す 。(9-1,B-2)

問 し合 い,答 え を記 入 す る。

13.感 想 を伝 え 合 う。 ・相 手 を見 て,ち ょう ど よ い声 で 感 想 を 伝 え るよ うに 促す 。(B-1)
14.終 ね りの あ い さ つ を す る。 ・互 い に肯 定 的 な感 情 を もて た と きは 握 手 を して,授 業 を終 わ る。(D-2)

*英数字は援助の工夫の表に対応する。

③ 評 価

・イ ンタ ビュー ごっこを楽 しむ ことがで きたか。

・や りとりに必要な言葉の表を見て適切な言葉 を使用す る ことがで きたか。

・相手 に興味を もち,イ ンタ ビュー用紙の項 目以外の ことを質問す ることがで きたか。

⑥ 考察 と今後の課題

① 教師の姿勢

普段か ら児童の理解 に努め,実 態を把握 してお くことによ り,有 効 な教材を作成す るこ

とがで きた。児童のペ ースに合わせ,ゆ とりを もって 自発 的な活動 を待っ こと,共 感を表

す こと,褒 める ことで,児 童 は安心感を もち,意 欲的に課題 に取 り組む ことがで きた。

② 指導方法

言葉 カー ドの掲示 と役割交代の標 示によ り,イ ンタ ビュー ごっこの仕方が理解で き,安

心 して課題 に取 り組む ことがで きた。言葉 カー ドを使 って,適 切な言葉 の使用 を評価す る

ことで,自 信 を もって課題 に取 り組 む ことがで きた。 インタビュー用紙 に記入 した答え を

基 に,互 いの共通点 について話 し合 うことで共感 し合 うことがで きたが,よ り理解 を深 あ

るため,共 通 項 目の話 し合いの場面 とイ ンタビュー用紙の項 目以外の ことを質問 し合 う場

面で援助 の工夫を してい く必要があ る。

③ 教材 ・教具

イ ンタビュー用紙 の記入箇所,文 字の大 きさ,質 問事項の数,言 葉 カー ドの言葉 は,児

童の実態 に合 ってお り,児 童が抵抗 な く取 り組 む ことがで きた。 また,イ ンタ ビュー用紙

の項 目に,児 童の興 味 ・関心,趣 味 ・し好 に関連 す るものを取 り入れ ることで,楽 しんで

課題 に取 り組む ことがで きた。 イ ンタビュー用紙 の項 目の変更を段階的 にす ることで,児

童が 自信を もって取 り組む ことがで きた。

④ 環境構成

刺激物 の少ない個別指導室を利用 したが,気 温 や騒音 の面で は不十分 なところが あった

ので今後改善 した い。普段か ら児童が相互 にかかわ る機会 を多 く設定 して いる ことが,安

心感を もたせ,意 欲や 自信の向上 に結 びっ いてい る。

⑤ 家庭 ・在籍校 との連携

家庭や在籍校 との情報交換を通 して,対 象児の実態をよ り詳 しくつかむ ことがで き,題

材の設定,教 材の作成 に役立て ることがで きた。今後 は,本 学級での指導 内容 と結果 を知

らせ ること,資 料や教材を提供す ることで,小 集団で身に付 けた もの を,よ り実際的 な場

面で応用で きるように援助 して いきた い。
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3「 生活科」指導案

C小 学校 通常の学級(第2学 年,30名 在籍)対 象児童C児 とその学級の 児童

(D児 童 の実態

①C児 にっいて

就学相談 で心 身障害学級への入級を勧め られたが,両 親の希望で通常 の学級 に入級 した。

当初は,な かなか学級 に とけ込 めず,教 室か らの飛 び出 しや独 り言な どの言動 が 目立 った。

両親 と話 し合いを重 ね,市 内の通級指導学級(情 緒障害)へ の通級を勧めた結 果,承 諾 を

得て1年 生の3学 期 か らの体 験通級を経て,現 在は週2日 通級 して いる。

現在 も,か な りの個別 指導 を要する状況で はあ るが,通 級指導学級での国語指導,算 数

指導,ゲ ームなどによ る養護 ・訓練 などを通 して力を付けて いるので,意 欲的 に取 り組 む

態度がみ られ るようにな り,落 ち着いて過 ごせ る時間が多 くな って きて いる。

② 学級 にっ いて

明 るく率直 な児童が多 く,乱 暴な言葉や大 きな トラブル はほとん ど見 られ ない。児童 は

比較 的落ち着 いた学校生活 を送 ってい る。

C児 に対 して も,援 助的 な態度を取 りなが らや さしく接す ることがで きるが,C児 とう

ま くコ ミュニケー シ ョンが とれない ことか ら,小 さな トラブルが生 じた りC児 を避 けた り

して いる様子 もうかがえ る。また,重 度 の障害のあ る姉や兄 を もっ 児童が2名 お り,学 級

で話題 になった り放課後接 点があ った りす るが,子 供た ちは好意 的に受 け入れて いる。

子供 たちはさまざまに個性を発揮 してい るが,お 互 いのかかわ り合 い とい う点で は希薄

にな る傾 向 もある。

(2)題 材 について

絵 本 「せかいのひ とび と」(評 論社)を 題材 にす ることによって,子 供たちに人 間への関

心を もたせて,「 人はみな違 う」 「違 って当た り前」 とい うことに気付かせ,偏 見的な見方

を捨てて事実を見 る力を育 てたい と考え た。C児 への一 つ一つの具体的,個 別的な援助 の工

夫 も欠かせないが,周 りの子供 たちの意識を高 め,一 人一人 の コ ミュニ ケーシ ョンをよ り豊

か に して い くことが,通 常の学 級 におけ るC児 への最大の援助で はないか と考え,本 題材を

選 び単元 を設定 した。

(3)指 導計 画

単元名 「せ かいの ひ とびと」(7時 間扱 い)

次 時 学 習 活 動

第一次

O いろいろな国の人たちの顔(絵 本のコピー)に すきな色をぬろう。

0 いろいろな人の体のかたち(絵 本のコピー)に えの ぐで色をっけてみよう。

0 友だちの顔をよく見てみよう。

④ 友だちのことをどれ くらい知 っているか考えてみよう。

第二次
O イ ンタ ビュ ー ご っ こを しよ う。

⑥ 自分のことを話そう。(本 時)

第三次 0 絵本 「せかいのひとびと」をみんなでよんで,か んそうを話 し合おう。
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(4)援 助 の工 夫

視点
ねらい

教師の姿勢
(ll

指 導方法
(2)

教 材 ・教 具

13)
環境構成

(41
家庭 ・通級指導学級
との連携(5)

安心感を
もたせる

(A)

●一人一人の心の状態や人
間関係を日常の活動などか
ら,十 分把握 し理解に努め
る。

●現状の実態をありのま
まに受け入れる。

○ 「すきな色 をぬる」 こ
と,OHPの 使用 、ゲ ー
ム形式 の導入。

●友だちの顔がみえるよ
うな座席の配置にする。

○学級通信で児童の活動の
様子を知 らせる。
*活 動の様子を通級指導学
級と知らせ合う。

伝えたい
気持ちを
起こさせる

(B)

●児童の発言を共感しなが
らゆとりをもって聞く。

○人間 の目,ロ,鼻,体

型な ど,具 体的 な事象か
ら着 目させ内面 に気付か
せ る。

●お たすけ カー ド,メ ッ
セ ージカー ド,さ い ころ
の使用 。

● ゲーム化す るこ とに よ
って楽 しい雰囲気 を保 つ。

O作 品を待ち帰り,家 庭で
の話題にするようアドバイ
スする。

自信を
もたせ る

(C)

●児童の失敗やっまずきを
はげまし,適 切な発言や活
動を随時取り上げ褒める。

● 「イ ンタ ビューを しよ

う」 「自分の ことを話そ
う」な ど具体的 な課 題を
与え る。

●賞状(イ ンタビューx,
が ん ば って 話 したで 賞
etc)を 活 用す る。

●一人一人の兇童の作業
や発言を取り上げて紹介
しなが ら話し合いを進め
る。

集団との
かかわりを
深めさせる

(D)

●個性を尊重 し,適 切な助
言を与えながら,集 団にか
かわっていけるようにする。
常に全体的な視野をもっ。

○ グル ープ活動 を取 り入
れ る。

●一入一人の個性が尊重
されるような掲示物を掲
示する。

*学 校での様子を連絡帳で
細かく知らせる。

●本時の援助 ○単元全体の援助*C児 への援助

(5)本 時 の指 導

① ね らい

・自 己紹 介 ゲ ー ムを 楽 しむ こ とが で き る。

・自分 の こと を は っき り話 す こ とが で き る。

・友 だ ちの 話 す ことを 受 け とめ る こ とが で き る。

・自分 の こ とを知 らせ る こ とが ,な か よ しに な る方 法 の 一 っ で あ る こ とを知 る。

② 展 開

学 習 活 動

1,前 時の学 習を想起 す る。

2.み ん なに 自分の ことを話 して,よ く知 って もらうこと も,

す る方法 の一つで ある ことを知 る。

3.本 時の めあてをつ かむ。
一 め あて

自分の ことを話 そう。

4.さ いころを使 った自己紹介 ゲームの進 め方 を聞 く。

※大 きなさい ころを用 意す る。

※台を用意 する。る 。 すきな
食べ物

さいころを こ
書 いてあ る事
に話 す。

す きなiす きなi何 人 たん じ
勉強 はi遊 び 兄弟?iよ う日

す きな
テ レビ

5,自 己紹介ゲ ームをす る。

なか よ く

※一人一 人が順 に台の上に立 ち,

さいころを ころが して出 た面 に
書 いてあ る事柄 についてみん な

6.自 分 の ことが うま く話せ たかど うか話 し合 う。'

7.次 時 の学 習課題 を知 る。

具 体 的 な 援 助

・前時 の一人一人 の児童の作業 や発言を取 り上げて,紹 介 しなが ら話 し合 いを
進 める。(C-4)

・現状 の実態を ありのまま に受 け入れ る
。(A-2)

・友 だちの顔が 見える座席の配 置にす る。(A-4)
・児童 の発言や つぶ や きな どを 共感 しなが らゆ とりをも って聞 く。(B-1)

・具体 的な課題 を与 える
。(C-2)

・通級 児に実際 にや らせなが ら説明をす る。(C-1)

・ゲ ーム形式を取 り入 れる。(A-3)
・ゲ ーム化す ることによ って楽 しい雰囲気 を保つ

。(B-4)
・お たす けカ ー ド

,さ い ころを使 用す る。(B-3)
・児童 の失敗やつ まずきを はげ ま し,適 切 な発言や活 動を随時 と り上げて褒 φ
る。(C-1)

・個性 を尊重 し適 切な助言を与 えなが ら集 団にかか わっていけ るよ うにす る。
常 に全体 的な視野 を もつ。(D-1)

・現状 の実 態を ありのまま に受 け入れ る
。(A-2)

・児童 の発言を ゆと りを もって聞 く。(B-1)
・一人一 人の心の状 態や人間関 係を十分把 握す る。(A-i)
・児童の 発言を共感 しなが らゆと りを もって聞 く。(B-i)
・一人一 人の児童 の発 言を取 り上fて 紹 介 しなが ら話 し合いを進 め る。

(C-4)
・ 「がん ば って話 したで賞」を 活用す る。(C-3)

*英 数字は,援 助の工夫の表に対応する。

③ 評 価

・自己紹 介 ゲ ー ム を楽 しむ こ とが で き たか
。

●

・自分 の こ とを は っき り話 す こ とが で き たか
。

・友 だ ち の話 す こ とを受 け とあ る こ とが で き たか 。

・自分 の こ とを知 らせ る こ とが 仲 良 くな る方 法 の 一 っ で あ る こ とを知 る こ とが で きた か 。
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(6)考 察 と今後の課題

① 教師の姿勢

児童の発言を共感 しなが らゆ とりを もって聞 き入れ ることによ って,児 童 は安心 感を も

ち,意 欲的 に学習 に取 り組 む ことがで きた。 また,児 童のっ まず きや失敗を励 ま し,適 切

な発言や活動を取 り上げ褒め ることによ って,児 童が 自信を もって 自己紹 介をす る ことが

で きた。

② 指導方法

「自分の ことを話そ う。 」 とい う具体的 な課題を与え ることによ って,児 童が めあて を

明確 にっかむ ことがで きた。

③ 教材 ・教具

ともす ると消極的にな って しまいが ちな 「自己紹介」を さい ころを使 って ゲーム化す る

ことによって,楽 しみなが ら積極 的に自己紹介す ることがで き,お 互いを認 あ合 う和やか

な雰囲気を作 りだす ことがで きた。 また,「 お たすけ カー ド」の使 用によ りすべての児童

が 自己紹介す ることがで きた。

④ 環境構成

一人一人の個性が尊重 され る掲示物(前 時まで に学習 したプ リン トな ど)を 掲示す る こ

とによ って,学 習 に意欲的に取 り組む ことがで きた。 また,友 だちの顔が見合 えるよ うな

座席の配置をす ることによ って,安 心感を もって学習 に取 り組 む ことがで きた。

⑤ 家庭 ・通級指導学級 との連 携

学級通信な どで,児 童の活 動や反応 などを保護者 に伝え,家 庭 で も話題 に して もらうこ

とによ って,児 童の意識 を深 あ ることがで きた。 また,絵 本 「せかいのひ とび と」を貸 し

出 した り,児 童が作品(プ リン ト)を もち帰 ったりす ることも,ね らいの達成 には有効で

あった。

以 上,本 時 に関 す る限 りで は,子 供 た ち は意 欲 的 に楽 しみ なが ら 「自 己紹 介 ゲ ー ム 」 に取

り組 み,ど の 子 もは っ き り と 自分 の こ とが 話 せ たが,今 後,日 常 生 活 の 中で 自分 を ア ピール

す る こ と に よ って,よ り豊 か な コ ミュニ ケ ー シ ョ ンを 築 い て い くこ とが重 要 とな る。

そ こで,今 後 は,こ う した ゲ ー ムを 内容 を少 しず っ 複 雑 に して い きな が ら繰 り返 し行 う こ

とに よ って,子 供 た ちが 「自分 の こ とを話 して よか った 。 」 と思 え るよ うな場 面 を数 多 く設

定 して い く こと に した い 。

児 童 一 人 一 人 は,本 来,コ ミュニ ケ ー シ ョンに関 して 素 晴 ら しい能 力 を 秘 めて い る。 それ

ぞ れ が 安 心 して 自己 を 表現 し,自 信 を も って 生 活 して いけ る よ うな学 級 に して い きた い。
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VI研 究のま とめ と今 後の課題

1研 究のま とめ 、

教育課題分科会 は,通 級指導学級(情 緒障害,難 聴 ・言語障害),病 弱養護学校及 び養護

学園,ろ う学校,精 神薄弱学級,通 常の学級の各担任で構成 され た。 それぞれ校種や接 して

いる児童 ・生徒の実態 などは異 な って いる ものの,子 供たちの 「心 と心のふれ あい」が希薄

にな り,そ の ことが子供 たちの人格形成 に少 なか らず影響を及ぼ してい る,と の認識 を共通

に もっ ことがで きた。

こう した認識 に立 ち,本 分科会 では,数 々の文献 や事例研究を通 して,子 供た ちに不足 し

てい る 「コ ミュニ ケー シ ョン」 にっいて,さ まざまな角度か らその理解を深め るとともに,

教育の場にお いて,児 童 ・生徒一人一人の コ ミュニケー ションを豊か に育てて い くため には

具体的 にどん な援助が必要 になって くるか,を 追究 して きた。本研究で得 られ た成果 は,次

の点で ある。

① コ ミュニ ケー シ ョンについて共通理解 を図 るとと もに,教 育におけ る指導 の重 要性 を改

めて認識す ることがで きた。

・ 「コ ミュニ ケー シ ョン」 とい う用語 は,教 育 関係者の間で よ く用 い られ る。 しか し,コ

ミュニ ケーシ ョンは,多 様な意味を有す る包括 的な用語であ る。本分科会で は,対 象 と し

て いる児童 ・生徒の実態,教 育活動及び指導上の課題 と思われ る事象 などの情報交換を通

して,「 言葉 あるいはさまざまな手段 による人間相 互の交流 と理解 のプ ロセス」 とい う共

通理解 を得 る ことがで きた。 この ことによ り,学 校 において 「人 と人 との心の ふれあいや

っなが り」を大切 に してい く重要性 を一層強 く確認す るとと もに,実 践 への意 欲を高あて

い った。

② コ ミュニ ケー シ ョンを豊か にす るたあの援助 の在 り方 にっ いて,具 体的な手立てを考察

す ることがで きた。

・私 たちは,こ れ まで も教育活動の中で,児 童 ・生徒 に対 して 「人 とのかかわ り」 に関す

る指導 を行 って いる。 しか し,と もすれば その指導は緻 密さや計画性 に欠 ける面が見 られ

た。本研究で は,援 助の在 り方 にっ いて 「援助のね らい」 と 「援助 の視点 」の2つ の基軸

を設定 し,基 本的 にどのよ うな手立てが重要 なのかを整理 した。 先に示 した表 「コ ミュニ

ケー シ ョンを豊 かにす るための望 ま しい援助の在 り方」 は,実 践 に向けて の仮説で もある。

③ 日常の援助 やその他 の教育活動 の中に,コ ミュニ ケーシ ョンに関す る援助 の工 夫を広 げ

てい くことがで きた。

・検証授業の実 施 と分析を契機 に して,私 たちはそれぞれの学校で,児 童 ・生徒の実態や

教 育内容 に即 した援助の手立てを一層具体 的に構想 し,幅 広 く実践す るようにな った。

一 人 の 子 供 の コ ミュニ ケ ー シ ョ ンが 豊 か に広 が って い くか否 か は ,「 その 子 が 精 神 的 に安

心 で き る環 境 が 整 って い るか ど うか 」 と い う点 にか か って い る。 その 子 供 が 心 身 にハ ンデ ィ

を 背 負 って い た と して も,周 りに い るみ ん なで 支 え て い こ う とす る温 か な雰 囲 気 が あ れ ば,

該 当す る子 供 に限 らず 周 囲 の 全 て の 子 供 た ちの コ ミュニ ケ ー シ ョンは豊 か に培 わ れ て い く。

ま た,子 供 と担 任 との 間で なか な か コ ミュニ ケ ー シ ョ ンが 形成 され ず に い る場 合 で も,温
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か い雰 囲気 を決 して 崩 す こ とな く長期 的 な見 通 しを もって 接 して い け ば,少 しず っ コ ミュニ

ケー シ ョンは広 が って い くの で あ る。

これ らの こ とは,V「 指 導 事 例 」 に示 した各 実 践 か ら得 られ た結 論 で あ る。総 じて 言 え ば,

教 師 は子 供 の不 安 材 料 を 取 り除 き,子 供 と教 師,子 供 同 士 が 互 い に喜 び を共 感 で き る事柄 を

さま ざ ま な 角度 か ら見 っ けて い くこ と,ま た,そ の 過 程 の 中 で,子 供 の 方 か ら自分 の 気持 ち

を 外 に 伝 え て い くよ うな接 し方 を す る こ と,な どが 極 め て 重 要 で あ る。 実 際 場 面 で の こ う し

た援 助 が,児 童 ・生 徒 の コ ミュニ ケ ー シ ョンを豊 か に して い くこ とに結 びっ くの で あ る。

以 上 の こ とか ら,本 分 科 会 で は,日 常 の取 組 に お いて 留 意 す べ き こ と と して,下 記 の こ と

を 確認 した。

1児 童 ・生 徒 の立 場 に立 って もの を 考 え,そ の 信 頼 感 を 崩 さな い よ うに,と くに配

慮 す る こ とq

2児 童 ・生 徒 の心 に近 づ く努 力 を 惜 しま な い こ と。

2今 後の課題

本研究 において残 された課題 を集約す ると,以 下のよ うである。

① コ ミュニ ケー シ ョンについて の一定の共通理解を得 ることがで きたが,今 後,文 献研究

や事例研究な どを積み重ね ることを通 して,概 念上 の整理を図 ること。

② 「コ ミュニ ケー シ ョンを豊か にす るための望 ま しい援助の在 り方」(P6)の 基軸 とし

て いる 「援助のね らい」 と 「援助 の視点」 について,そ れぞれの中で示 されている項 目や

手立て を援助の効果 とい う観点 か らさ らに吟味 してい くこと。

③ 児童 ・生徒の コ ミュニケー シ ョンの育成 には家庭の理解 と協力が欠かせない。 この こと

か ら,家 庭 との連携 に関す る工 夫を さらに深 めること。

④ 援助 は個 に応 じた ものであ ることを踏 まえて,児 童 ・生徒 の実態や教育活動な どに即 し

た多様 な在 り方を工夫す ること。

⑤ コ ミュニケー ションにかかわ る児童 ・生徒 の変容を と らえ る評価(自 己評価を含あ る)

の在 り方 を検討す るこ と。

本分科 会 は,障 害の種別 を越えた教員同士が 「日々の実践の 中で どうい うことに着 目 して

いるか,ま た,ど ん な ことに留意 して い く必要があ るのか 」という基本 に立ち返 り,実 践を

報告 し合いなが ら研究 を進 あて きた。 この ことは 自分 の考え方や実践を客観 的に見っある契

機 と もな り,こ れか らの指導 に生か され る もの と確信 して いる。

本分科会の取 り組ん だ主題 は極 あて大 きな ものであ る。現段階の研究を第一歩 と考 え,児

童 ・生徒が より豊 かな コ ミュニケー ションを築 くことを願 って,上 記の課題を今後 とも追究

して いきた い。
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一人一人の力を高める授業の工夫

教材化 の視点 をも って

1主 題設定 の理 由

教科分科会 は,小 ・中学校心身障害学級,肢 体不 自由 ・精神薄 弱養護学校小 ・中 ・高等部

の教 員10名 か ら構成 され てい る。主題設定 に当たって は,日 常 の教 育活動で の課題 を持 ち

よ り,整 理 し協議 を行 った。

この中で 「個 と集団」「実態把握 」 「意欲」 「授業展 開」 「教材 ・教具」 「評価」な とが共

通のキー ワー ドと して挙げ られてた。 これ らのキー ワー ドは,私 た ちが 日ごろめ ざ してい る

個 に応 じた授業の重要な要素であ る。そ して集団で行 われて いる授業の中で も,児 童 ・生徒

一人一人が学習を積み上げ成長 していけ るような工夫 をす ることが課題であ ると話 し合 った。

そこで,障 害や学齢の違 う様 々な実態の児童 ・生徒 に対 す る教科指導 につ いて,共 通 に研

究 を行 って い くこ とと して,「 個を生かす教科指導の在 り方 」を仮 の研究主題 と した。 そ し

て研究 を深 めて い くたあに,「 教材 ・教具の工夫」 に焦点を当て る ことに した。

研究 を進 あて い く過程で 「個 を生 かす 」 とい うことは,児 童 ・生 徒一人 一人が意欲 を もち,

主 体的に授業 にかかわ り,そ れぞれの課題 に応 じて力を高 めてい くことであ ると考えた。 ま

た,授 業展開や教材 ・教具の工夫を検討 してい く中で,個 々の児童 ・生徒が教師の支援によ

り主体的 に題材 にかかわ ってい く過程,い わゆ る 「教材化 」の視点を もつ ことの大切 さを確

認 した。

このよ うに主題 を吟味 して い くと,教 科分科会で研究 したい ことをよ り一層明確 に表現す

ることが必要 とな り,研 究主題 を 「一人一人 の力 を高め る授業の工夫 一教材化の視点 を も

って 一」 と した。

II研 究方法

1主 題の検討

「一人一人の力 を高め る授業 」 とは どのよ うな授業か,「 教 材化」 とは従来行 われて きた

教材 ・教具の工 夫 とどのよ うに違 うのか,ま た一人一人の力が高め られた ことを何 で評価 す

るかを,基 礎研究 と して行 った。

2研 究方法の検討

すべての学級や学校で取 り上げ られ,障 害 の状 態や程度 にかかわ らず,児 童 ・生徒が主体

的 に参加で きる場面を工夫 しやす い教科 と して音楽を取 り上 げた。 しか し,と もす ると集団

のね らいや同一の教材 による一斉指導 に重点が置かれがちであ った り,個 々の児童 ・生徒の

授業 ごとの具体的なね らいが あいまいにな りやす いとい う実態が話 され た。

そこで,個 に焦点 を当て た研究 にす ることと,授 業研究校(学 級)を 障害 の程度が重度,

中度,軽 度各 々か ら選んだ。

3授 業研究 による研究

研究員各 々が教材化の視点を もって授業案を作成 し,研 究授 業を行 った。 その授業 を評価

の観点 を参考 に,検 討 し,再 び授業 を行 った。 その授業をVTRに よ り再度検討 し,ま た次

の授業 を行 うとい うこ とを繰 り返 し,研 究 を深 めて いった。
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皿 研究 内容

1一 人一人のカ を高める授業 とは ～主題 についての共通理解～

各 自が考え る 「一人一人の力を高 める授業」について共通理解 し,概 念化を図るためにカ

ー ドを用 いて意見や要素を集め これ を教師 と児童 ・生徒の 内容 に分け
,そ の上で,そ れ らの

要素を授業計画の流れにそ って集約 した。その結 果,図1の ように指導 や学 習の流れ に沿 っ

た時間的な構造 にな ることが明 らか にな った。 〈この整理 はKJ方 を用いて行 った。 〉

この ような授業を作 ってい く上で教材 ・教具の工夫はどの ように行 うべ きか,と い うこ と

が本分科会の主題であ る。 そ こで,本 分科会では,教 材 ・教具 と して準備 されよ うとして い

る ものが,図1に 示 され た流れの 中で,児 童 ・生徒 に とって よりよい教材 とされて い く過程

を 「教材化」 とよび,こ の 「教材化の視点」を もって授業を行 うことが,「 一人一人の力 を

高め る」たあ に有効で ある と考え,研 究授業を通 して検証す ることに した。

図1一 人一人の力を高める授業 とは

教 師

① 適切 な実態 把握

↓

② 長 期 目 標

児 童 ・ 生 徒

① 長 期 目 標

↓

② 短 期 目 標

W

③ 子 供 が 分 か る課 題

・その子供な りに こう育 って欲 しい

と思 う親や教師の願い

↓

③ 短 期 目 標

・授業で子供の反応をど う引き出すか

・授業で達成でき る目標 をどの ように具体化す るか
・課題を理解 している

・見通 しを もって取 り組 める

↓

④ 課 題 設 定

y

④ 興 味 ・ 関 心

・その子 供の発達(認 識 レベ ル)に 合 ってい る

・興味 ・関心 に合 って いる

・個々の力に合 わせ た教材

・や ってみよ うとい う気持 ちが もて る

・一人一人が進 んで活動 にかか われ る

//＼
⑤ 個と集団の相互作用 ⑤ 表 現

ぐ一!!＼ ＼ う
⑤ 授業展開の工夫 ⑤ 教 師 の 受 容

・どの子 供 も授業 に参加す る

・子供が主体的 に活動す る

・どの子供 も活動 して いる

・子供の反応を受け とめ

る教師のア ンテナ
・子供の反応 に応 じて幅

広 く展開できる

・子供同士が存在 を意識 した り

かかわ りを もつ
・個が集団や他の個を刺激す る

・子供が個性を発揮で

きる

i

＼ そ一一/
⑥ 評 価

W

⑦ 次 へ の 課 題 設 定

＼/
⑥ 成 就 感 と 評 価

・成就感が もて る(や ってよか った)

・達成感が もて る(や りとげた)

・集団全体の課題達成に貢献 した満足感

y

⑦ 次 へ の 意 欲

・次の活動 への期待感 ・意欲
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2教 材化 の視 点

私たちは これまで,授 業の前段階において,個 や集団 の実態に合わせて教材 ・教 具を準備

した り,同 じ単元の中で も,授 業 と次の授 業 との間で さ らに教材 ・教具 に工夫を加えた り し

て きた。 しか し,こ の ような教材 ・教具の工夫は,教 師 が指導 したい内容を児童 ・生徒にい

か に効率的 に指導す るか,と い うことであ った。 この教師主導の集団 におけ る指 導の効率化

を図 る教材 ・教具の工夫の在 り方の反省 に立 って 「教材化 」を考え た。 「教材化}は,個 々

の児童 ・生徒 たちの主体性 を引 き出す ための授業の工夫 のすべての過程で ある。 これ は,題

材 として準備 されて いる もの と,児 童 ・生徒のかかわ りが,そ の関係 の深 ま りとと もに,よ

り学習 のね らいに近づ いて い くことで ある。 この教材化の視点 を もった工夫 は,単 元 と単元

の間や,授 業 と授業 の間,さ らに授業 の展開 の最 中に も行われ る。(図2)

図2教 材化 の視点 を もった工夫例

単 元 単 元 単 元

教材化の視点を

もった工夫

評価 ・実態(再)把 握

教材 ・教具の準備 ・工夫
など

授 業 授 業 授 業 授 業

教材化の視 点を
もった工夫

評価 ・実態(再)把 握

教材 ・教具の準備 ・工夫

指導形態の工夫 など

教材化の視点を

もった工夫

評価 ・実態(再)把 握

授 業展開 の工夫

教 師の支援の工夫 な ど

3

(1)

表1

研究授 業(音 楽)に 向けて

教材化す るたあの視点

音楽の授業 において,教 材化す るための視点 となる ことを挙げた。(表1)

・人 とのかかわ り←→ ものとのか かわ り ・日常生活に生かす

・個々の課題 に合 っている ・興味 ・関心を生かす

・意欲を高あ,成 就 感を味わ う ・創造的 な表現活動

・色 々な使 い方がで きる

・興 味 ・関心を広 げる

・気持 ちを自由に表現す る

(2)評 価の観点

教材化の視点を もって指導 した音 楽の授

業が,は た して 「一人一人の力を高め る授

業 」 として展 開で きたか ど うかを評価す る

上 での視点 を明 らか に した。(表2)

音 楽の特性 を考慮 する と,評 価の観点 は,

技 術的な側面 と情緒 的な側 面 とに分 け られ

ると考えた。

表2

発声

体の動 き,手 の動 き

集中 して見る ・聴 く

始ま りと終 わ りが分 かる

拍打ちがで きる
まわ りに合わせて演 奏す る

自分のパー トを覚 え る
自己評価 ・相互評価

視線 ・発声

表現

体の動 き

集中 して見 る ・聴 く

意欲

成就 感 ・共感

次への意 欲

自己評価 ・相互評価
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VI指 導事例

指導事例1精 神薄弱養護 学校高等部1年

1学 習指導案 対象生徒 男子:2名 女子:3名 指導者3名

(1)単 元名 「楽器や リズムを楽 しもう」

(2)設 定理 由

この グループは,学 年の中で最 も障害の程度が重 いグループであ る。音楽の授業 は,週1

回金曜 日の午後 に行 って いる。生徒 たちは体調を整 える ことが難 しく,日 頃か ら欠席 が多い

ので5人 全員 そろ う機会 は少 ない。今 まで,様 々な活 動をする中で,少 しずっ グループの仲

間を意識す る様子が見 られ るよ うになって きて いる。

生徒 たちには,そ れ ぞれ好 みの楽器や曲が あ り,自 分か らかかわ ろ うとす ること もあ るが,

集中で きる時間は短 いので,1時 間の授業の 中で い くつかの課題 を設定 して いる。生徒 は,

だ っこやゆ さぶ りな どで音楽 の リズムを伝 えて もらい反応す る者が 多 く,教 師の歌や演奏 に

は興味を示す ことが少なか った。 このよ うな実態か ら音楽の授 業で は,同 じ空間の 中で音楽

を共有 しなが ら人(教 員 ・友達)を 意識 す ること,一 人一人が 自分 か ら表現 し,み ん な と一

緒 に楽 しあることに重点をおい た学習を行 って きた。

授業 の実施 に当た って は,高 等部 という年齢 にふ さわ しい曲目を選ぶ ことや,生 徒の僅 か

な反応 も表現 として認 め励 ま し評価 して い くことを心掛 けて いる。

教材化 す るための視点 として

・個 に応 じて 曲のテ ンポに変化 を もたせ る。 ・速 い曲 とゆ っくりな曲の配列を工夫す る。

・楽器 の配列 を工夫 す る。 ・教師が生徒の手を とって一緒 に リズムを とる。な どの工夫

を した。

1学 期 は,友 達 や先生 と触 れ合いなが ら音楽 に合わせて身体 を動か す と,学 習の持続時間

か伸び ることが分か った。そのため,音 楽室 全体を使 い,輪 にな って回 った り,転 が ったり,

手遊 び ・くす ぐり遊びな どを取 り入れた りして きた。 また,音 楽室 にあ るい くつか の楽器 に

興味を示す こともあ り,打 楽器を中心 に自由に叩 く経験 は して きたが,リ ズムを表現 するよ

りも,大 きな音を 出す ことに楽 しさを感 じる生徒が多 か った。

2学 期 になる と,グ ループの雰囲気 もまとまり,何 が始 ま るのか期待 して見 ることがで き

るよ うにな って きた。 そ こで,年 度末 に予定 されてい る学年合奏 に向けて,意 識的 に楽器に

触 れ るよ う働 きかけた り,リ ズム表現 しやす い課題を 出 した りしなが ら,感 じる力 ・表現す

る力を伸ば していけ るよ うに と,こ の単元 を設定 した。

(3)指 導 目標

・のびの びと心身を開放す る。

・音楽を通 して,人 とかかわ る楽 しさを味わ う。

・音楽を通 して,自 己表現す る喜びを味わ う。

(4>本 時の指導

① 本時のね らい

・身体 中で リズムを感 じる。

・太鼓 ・ツ リーチ ャイムなどの楽器の音を聴いた り,音 を出 した りして楽 しむ。
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② 本時の展開

学 習 内 容』
「きみの名前J
・友達の名前を呼びなが ら歌 う。
・自分の名前の時は,帽 子 をかぶる。
・自分の顔を鏡 で見てみる。

〈ピア ノ伴奏 〉

生 徒 の 活 動
生購 鍛 學脇

。蝋 題を置、.i

教 師 の 活 動 ・ 支 援

◇ は主 たる指導者

A:帽 子や鏡を意識す る。 鏡 に興味 を示す。
B:帽 子 を友達か ら受け取 る。

鏡 に興味を示す、
C:自 分の 順番 を意識 す る。 帽子 を友達 に渡,

す。

D:自 分の歌の蒔 には,集 中 して聴 く。

El帽 子 を友達か ら受 け取 る。

鏡 に興味 を示す。

が ら歌 う。
・運 劾 会 を 思 い出 す 。

・カ ズ ーの 音 を 楽 しむ 。

畿 蟹 絡 や身体を鯛

指 導 者 が それ ぞれ の 前 へ 行 って 歌 う。

DAEBC

〈一一一 一一一 一 ◇

〈C[)・ カ ズ ー(楽 器)〉

「うの じ」

・曲 の雰 囲 気 か ら,静 か な リズ ムを 感

じる。
・エ ネ ジー チ ャ イ ム の音 を意 識 す る。

〈 アカ ペ ラ ・エ ネ ジー チ ャイ ム 〉

!A:な るべ く立 って,遷 ノズ ム に合 わ せ て 身 体 を 至対1で2～3人 ず つ踊 る

動 か す 。 援 助:手 を と って,い っ し ょに リズ ム
・B:た く さん 声 を 出 して 楽 しむ 。 を と る。

iC;カ ズ ー の 音 を 意識 す る。 な るべ く立 って 教 、 足 踏 み や 手 の 振 りは,子 供 の様 子

1師 と一 緒 に 踊 る.を 見 な が ら合 わ せ て ・・く・
か1ナ 声 の と こ ろ は は っ き り と言障):教 師 と一 緒 に1タズ ム を 楽 しむ。

E:足 踏 み で 拍 子 を と る。笑 藤 を 見せ る。 う。七
懸 獅 宏欝 義訓

る。興味を示 して手を伸ばす。1

}A:静 かな雰囲気を感 じる。

B:静 か な雰囲気を感 じる。 な

ると

。
は
を

る
き

ム

座

と
ズ

て

う

り

っ
ま

で

な

し
り

に

て
た

円

っ
あ

。

な

が

の

る

さ

上

膝

す

小

ち
く

に

く

立

べ

う

べ

:
る

よ

る

助

な

援

テ ィ ンパ ニ ー の 回 り に 丸 くな っ て 座「ガチ ャ ガチ ャバ ン ド」A:テ ィ ンパ エ ー の周 りを歩 いて,ば ちで 太 鼓 ・

驚 藩 森=禦 鯉 副,、 撃漂 竪 鍵 紘,ズ 。に合わ、覆覇、獅 、,ズ。よ、叩。て,ズム
振 動 を 感 じさせ る。 手 で テ ィ ン1せ て 叩 い た り,ポ ー ズ を とる。 を 感 じ る こ とが で きる よ うにす る。

,テ,づ貢劃1、 紫 羅 嗣 §:幌 馨叢 騰 驚 ℃、。いうな楽、 鶏灘%難 窪謝 阪
置き,叩 く部分 には模様をつ ける)器 に興味を示す。 ム にピア ノが台わせ る。

E蕊 禦 物を見たり・手で太鼓の蹴1翻 辞奏ではじめと終わりを強

i

r波 の 音 」

・自然 の 音 を 聞 く(波 の音)<CD>

・リラ ッ クス す る。
・静 か な ピア ノの 曲 を 流す 。

・小 さな 円 に 集 ま って ,

終 わ る。

あい さっ して

A:静 か な雰 囲 気 の 中 で,リ ラ ッ ク スす る。

]B:リ ラ ック ス しな が ら,友 達 を 意 識 す る 。

C:自 由 に友 達 と触 れ 合 う。

D二 気 持 ちを 静 め て 落 ち着 く。

E二 の び の び と リラ ック スす る。

ア イ ン
・一ノ、
_一

は じめ は,な るべ く横 にな って 聴 く。

そ の うち起 き あが って,楽 器 の と こ ろ

へ移 動 して い くこ と はか まわ な い。

援 助:い っ し ょに ゆ っ く り揺 れ る。

お互いの顔がよ く見えるよ うに して集

まる。一 人ず つ,本 時 のまとめをす る。

③ 評価

・楽 器 に 興 味 を も って か か わ った か 。

・リズ ムを 感 じる こ とが で きた か 。

・集 申 して 見 た り ,聴 い た りで きた か 。
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2教 材化の視点を もった工夫例

「うの じ」 と 「ガ チ ャガ チ ャバ ン ド」の 指 導 展 開 を例 に して 個 に応 じた,教 材 化 の た め の

工夫例 を示 した。なお,評 価の観点例を基 に,授 業を振 り返 ったが具体 的な評価方法 は紙 面

の割合で割愛 した。 (注)[コ は1回 目・ は2回 目, [コ はsoy

の授業 を表す。

(1)「 う の じ 」

〈題 材 のね らい 〉
・ゆ っ くり した リズ ム を 感 じ る。歌 や 楽器 の音 を聴 く。
・エ ネ ジ ーチ ャイ ム の 音 を意 識 す る(音 のす る方 を 見 る ・目で 追 う) 。

生徒E
実態 ・じっと座 ってい られ る時間が短 くす ぐに立 ち上が り歩

.離 鉦 て よりも楽器。対す る反応力,大き。.
・心 地 よ い と き は,笑 顔 を 見 せ る。

ね らい
・歌 を聴 く。
・エ ネ ジー チ ャ イム の 音 を 意 識 す る。

生徒
実態 ・表現が豊かで,い ろいろな物への反応 も多 いが,飽 き

て しま うと床に寝 ころんで遊び始める。
・楽器に興味 はあるが,人 とのかかわ りなどか ら拒否す
ることが ある。

ね らい
・歌を聴 く。
・エネ ジーチャイムに興味を示す。

遇級全体 に対す る工夫

・ 「が ん ばれ ブ タ君 」 で ア ップ テ ンポ の 曲 で体 を動 か した後 ,ゆ った り した テ ンポの 曲 を 配 列 す る。
・な るべ くゆ っ くり した テ ンポ で 歌 う。
・一 人 ず つの 目の 前 で エ ネ ジ ーチ ャイ ム を 鳴 ら しなが ら回 って い く。

〈1回 目 の 授 業 〉
結果

E・ 耳元でエネ ジーチャイムの音を鳴 らす と目の前のエネ ジー

.誕 鍔 章罐 譲 香とb,肇邊評 とができた・

C・ 楽器 にはほとん ど興味 を示さず,床 に寝 ころんだ り動き
まわ った りして しまった。

・目の前で鳴 らすだけでは興味 を引きに くいことが分か っ

た。

珠の授業での個への工夫E・エネ ジーチ ャイムの音 を,後 ろか ら左右の耳元で鳴 らす。

次の授業での生徒 のね らい
E・ エネ ジーチ ャイムの音がす る方を向 く。

C・ いす を近 づ け,お 互 い の 膝が 触 れ合 う くら い に座 り,エi

ネ ジ ー チ ャ イム を 鳴 ら しなが ら外 側 を 回 る。 」

C・ 静 か に座 って 歌 を 聴 く。

〈2回 目 の 授 業 〉
結果E騰難1羅瓢 爵

に
し

う
ば

よ
伸

う
を

思
手,も

て
度

く
何

さ
も

小

で

が
れ

う
そ

こ

,

と
が

。

く
た
た

Ψ

叩

っ
き

,か
で

は
な
が

ム
き
と

イ
で
こ

ヤ
が
す

チ
と
示

一
こ
を

ジ
す
味

ネ
ら
興

工
鳴
て

O

C・ 座 って歌や チャイムの音に集 中することがで きた。
・自分の耳元で鳴 る音よ り,友 達 のところで鳴 って いると
きに良 く目で追 っていた。

次の授 業で の個へ の工夫
E● 手諸 伸ば し場 合 は・叩 きやす し'プロ ックチ ャイムを渡 C・ チ ャ イ ム の 音 を 生 か す た め に,

う。

ピアノの伴奏 な しで歌

次 の授業 での生徒のね らい
E・ チャイムに自分か らかかわ る。 C・ チ ャイ ム の 音 に集 中 し,目 で 追 った り,自

分 か らか か わ った りす る。

〈 そ の 次 の 授 業 〉

② 「ガ チ ャガ チ ャバ ン ド」

〈題材のね らい 〉
・楽器 に興味を もち,自 分 か らか かわる。(こ の経験を もとに合奏 につなげる。)

(前奏 は歩 く,歌 の ところは叩 く)・曲の は じめ と終わ りを意識 する。

生徒A
実態 ・表情の変化や物の反応が少な く,し ゃがん だ姿勢で 自

高
る,れ

き
わ
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生徒D
実態 ・何に で も興味 を示 し,席 を 立 って歩 き回 る ことが多

い。
・欠席が多 く,1学 期 は学習の積み重ねが難 しか った。

ね らい
・テ ィンパニーに興味 を示す。
・友達の演奏に も興味 を示す。
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〈1回 目 の 授 業 〉
結果

A・ 大 太鼓 や小太鼓な どの太鼓よ りもテ ィンパニーに興味 を示
し,長 い時間立 った ままで叩 くことができた。

・一定 の リズムで叩 くことが で きた。
・曲が終 わ って も叩 き続 ける。 一マ

・笑顔が出て楽 しく叩け たが,終 わ りの タイ ミングをっかめ1
な か った 。

生 徒 の ね ら い ・
A・ 窟分 か らテ ィ ンパ ニ ーに か か わ る。

D・ 太 鼓 の 飾 りや,跳 ね るお もち ゃ に興 味 を 示 しそ ば へ 来 る
こ とが で き た 。

・ば ち を 渡 さ れ る と,2～3回 叩 いて 返 そ う とす る。

ー

幽ー

D・ テ ィ ンパ ニ ーを 叩 く こ とを 楽 しむ 。

卿 磐 験 墾 鍍 窮 鵡 モ委。て座るよう。する。
・前 奏 で は,ば ちを 渡 さず,歌 の部 分 と の区 別 を は っ き り させ る。

塗?醗 鱗 臨 編 。きりさせ、ため,繰,返 ・。行:
わ な い。

〈2回 目 の 授 業 〉
結 果A

・自分で立 って テ ィンパ ニーに触 った。
・前 奏で教 師と一緒 に太鼓の回 りをまわり.ば ちを もってか

。篇 灘 篇 篇 皇莫できン
曲の終 わりに手 に触 れて,合 図を してみ る。

y
・タイ ミング良 くばちを投 げて ,演 奏 を終 えた。

灘1撰llll驚 、きは演
奏 の 仲 闇 に 入 れ る 。

.....................................」

・仲 間 に 入 れ る こ と に よ り
,演 奏 で き る と き も あ っ た 。

そ一 藝====コ 匡璽璽璽藝===コ

その次の授業での個への工夫

L_

言墾 婁=コ

lA灘轟 鰯 肇欝籐司}D　　 1隠 謝 うにする(立ち歩き鯉

〈3回 目 の 授 業 〉

塵璽墾藝蚕鍵墾
A・ 曲の終わ りや リズムを意識 して太鼓を叩 く。 D・ 興味を もった楽器で,演 奏に参 加する。

〈4回 目 の 授 業 へ 〉

〔ま とめ〕

教材化 す るための視 点 と して,次 の点が挙 げ られ る。

・生徒 の反応に柔軟 に対応で きるよ うな曲の ア レンジの工夫
。

・1時 間の授業での課題曲の選定 ,曲 の配列の工夫。(速い曲,遅 い曲を効果的に織 り混ぜ る。)

・座席 の位置や楽器の配列の工夫。(友達 や楽器 との距離 は課題 に合わせて十分配慮す る。)

・サブの教 師の援助 の在 り方。(生徒の動 きを表現 の一っ とと らえ意図の理解 に努め る。)

な ど,日 々の生徒の実態を細か く観察 し,生 徒 の反応 を的確 に とらえた教師の対応 によ って

生徒の主体的な学 習参 加を促す ことがで きることが分か った。
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指 導 事 例2精 神 薄 弱 養 護 学 校 小 学 部4～5年

1学 習 指 導 案 対 象 児 童:4年7名,5年8名 合 計15名 指 導 者:6名

(1)単 元 名 「楽 器 で 遊 ぼ う～ 合 奏 しよ う」

② 単 元 設 定 の理 由

小学 部 高学 年 部 で は,音 楽 を2グ ル ー プ に分 け て(4,5年 と6年)行 い,「 歌 唱 ・身 体

表 現 ・楽器 ・鑑 賞 」 を学 習 の 中心 課 題 と し,授 業 内 容 を計 画 して い る。 この グル ー プ は全 員

が 発 声 で き,集 中 で きる 時 間 は短 くて も楽 器 を 叩 い た り,身 体 を動 か す こ とが で き る。 そ こ

で,発 声 か ら歌 え るよ うに な る こ とや リズ ム感 を 養 う こ とを め あて と した。 そ して,学 習 し

た 技 能 を 基 に して,自 分 か ら活 動 す る気 持 ちを 大 切 に しな が らよ り活 発 な音 楽 的 な 活 動 へ と

発 展 させ た い と考 え て い る。

1学 期 は 「音 楽 を 感 じ取 る こ と」 と 「声 や身 体 で 表 現 す る こ と」 を ね らい,歌 唱 や 身 体 表

現 を 中心 に授 業 を 行 った 。2学 期 は1学 期 の ね らいを 引 き継 ぎな が ら,器 楽 中心 に指 導 した 。

音 楽 を よ く聴 き,始 ま り と終 わ りが分 か る段 階 か ら,自 分 の パ ー トを理 解 し演 奏 す る とこ ろ

と休 む と ころが 分 か る段 階,い ろい ろ な リズ ム の演 奏 や デ ンポを 合 わ せ る こ とを意 識 す る段

階 ま で,個 々の 課 題 に応 じ られ る よ う曲 の ア レン ジや学 習 内容 を 工 夫 した い。

歌 唱教 材 で もテ ンポ や リズ ム を意 識 して 歌 った り声 を 出 した りで き る よ うな学 習 内容 の工

夫 を し,合 奏 に 生 か して い きた い。 楽 器 へ の 興 味 を 広 げ,音 を 出す こ とを 楽 しん だ り,リ ズ

ム感 を 養 い,合 奏 の 楽 しみ を 味 わ った りす る ことを ね らい た い と考 えて い る。

(3)指 導 目標

・い ろ い ろな リズ ム や テ ンポ を感 じ,表 現 す る。(発 声,身 体,楽 器)

・簡 単 なル ー ル を守 って ,楽 器 で 表 現 す る。(始 ま り と終 わ り,演 奏 す る と ころ と休 む と

こ ろ,順 番,拍 や テ ンポ,強 弱)

・友 達 や 教 師 と一 緒 に音 楽 を 楽 しむ。

(4)本 時の 学 習

① 本 時の ね らい

・ 「ほ っ く り ・たん わ り ・え い さか ・わん さか ・わ っ し ょい 」 の か け声 を テ ンポ に合 わ

せて・(一 部分でも)励 笏 甥 甥 と発声する・

・課 題 に応 じた演 奏 が で き る。(裏 打 ち 又 は拍 打 ち。 曲 の終 わ り,休 み,順 番 な ど演 奏

の仕 方 。)

・強 弱 や テ ンポが 意 識 で き る。

・友達 や教 師 と一 緒 に音 楽 を楽 しむ 。

② 本 時 の展 開

※lTl→ リー ダ ー,T、 → サ ブ リー ダー,伴 奏,T、TaT,T、 → サ ブ を示 す 。

※2課 題 の 近 い児 童 を1グ ル ープ と し,グ ル ー プ ご とに学 習 内 容 を 考 えて い る。

次頁 の 指 導 案 の(a),(b),(c)の3グ ル ー プ で あ る。
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教師 の活動 ・支援

Tは 一緒に動いたり手拍子や声かけ
で児童の動きを援助する。必要に応
じて2人 組を作らせたり,動 きの少
ない児童の介助を行ったりする。

児 童 の 活 動

aXb):自 分 か ら進 ん で 動 い た

り友 達 とか か わ る 。
c):前 に 出 る こ とを 嫌 が らな

い。 で きる だ け 介助 な しで

動 き,楽 しむ。

内 容

プ」 曲 に 合 わ せ て

巨ンプす る,2人

 

習学

)
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。
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つ
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体

る

で

い
身

踊

組

あ

」

・Tlは 音頭をとる。
・Tzは ピアノや締め太鼓で リズムを

伝える。特に(c)の児童には発声 しや
すいよう伴奏を合わせる。

・T3～TBは 以下の援助を行う。
a):テ ンポに合わせて大 きな声か出せ

るよう援助する。集中させ る。
b):歌 詞に近い言葉で言えるよう発声
を促す。 リズムを伝える。

c):す ぐに発声できなくてもよい。自

発的な発声を促す。 リズムや言葉の
響きを伝える。

・TlT4T5は ペープサー トの絵や

言葉を提示して,イ メージをもたせ
なが ら歌(発 声)を 引き出す。

・T3T6は 声や身体で言葉の響 きや

リズムを伝える。集申しない児童へ
声かけする。

・T2は 児童の歌いやすいよう,テ ンポ
や強弱などを工夫 して伴奏する。

・裏打ちの リズムを強調するたあに前

半は歌詞は付けない。
・T2は 練習の時は途中でテンポを速

くして伴奏する。曲の伴奏は リズム
の強調などを工夫する。

・Ta～T6は 以下の援助を行 う。(前
に出ていないときも)

a):テ ンポに気を付けさせる。前に出
た時は教師が示範 し集中させる。

b):裏 打ちの リズムを強調 し,テ ンポ
を意識させる。演奏があいまいな場
合にはリズムを唱えて補助する。

c):練 習では拍を伝えるように補助す
る。曲に合わせる時は自主性を大切
にしなが らリズムを伝える。

・児童のやる気を大切にし,楽 しませ
るようにする。

・必要に応 じてTは 見本となり児童 と
一緒に演奏 し楽 しむ雰囲気を作る。又

,楽 器選びや動きが不十分な児童
の援助をする。

・強弱やテンポを意識させるよう身振

りなどで伝える。

a):T,の 合 図 に合 わせ て,
リズ ム に乗 って大 き な声 で

は っ き り言 う。 マ イ ク無 し

で も続 け て言 う。
b):歌 詞 に近 い言 葉 で発 声 す

る。(マ イ クに 向 か って)

タ イ ミ ング よ く声 を 出す 。
c):Tに 言 葉 の響 き や リズ ム

を伝 え て も らう。(マ イ ク

に向 か って)声 を 出す 。
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2.歌 唱 「み の りの あ き」
「ほ っ く り,た ん わ り,え い さ か,

わ ん さか,わ っ しょ い 」の か け声 を

言 う。
(a}:リ ズ ミカ ル に は っ き り言 う。 大 き

な声 を 出 す 。 続 けて 言 う。

(b):で き るだ け 言 葉 を は っ き り言 う。
テ ンポ に 合 わ せ て 言 う。

(c):歌 うっ も りで 声 を 出 す 。 一 部 分 で

も発 声 す る。

1番 を 歌 う。

〔マ イ クは 使 用 しな い〕

既習曲をTも 一緒に自由に歌ったり
踊ったりして,楽 しい気持ちで授業
を終われるようにする。

(a):伴 奏をよく聴いて(T,
を見て)テ ンポを合わせて
裏打ちする。演奏順を覚え
る。

(bl:T1に 注目し,伴 奏をよ
く聴いて裏打ちをする。休
みと終わりが分かる。テン
ポを意識する。演奏の仕方
を覚える。

(c}:嫌 が らずに前に出る。曲
の感 じに合わせて(で きる
だけ拍を意識 して)小 太鼓
を叩 く。休むところと曲の
終わりが分かる。

(a):強 弱をはっきり,テ ンポ
に合わせて演奏する。曲の
雰囲気を楽 しむ。

(b);自 分から前に出て楽器を
選ぶ。強弱やテンポを意識
して演奏する。楽 しむ。

〔C):嫌が らずに前に出て楽器
を選ぶ。曲の感 じに合わせ
て音を出 して楽 しむ。

(aXb}:好 き な友 達 と踊 っ た り

歌 った り,自 由 に楽 しむ 。
(c):友 達 や 先 生 にか か わ って

も ら って 楽 しむ 。

「タンブリンのわ」課題別のグ

プごとに3,4人 ずっ前で演奏
0

打ちの練習をする。
ブリンで裏打ちd鈴 で拍打ち⇒
プリンで拍打ちとシャララ～と
0

打ちの練習をする。
ブリンで裏打 ち⇒休み⇒タンブ
で拍打ちとシャララ～と休み。
打ちの練習をする。
鼓で拍打 ち⇒休み⇒小太鼓で拍
(シャララと休み)終 わり
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4.楽器遊び
「みんなでみっっ」

いろいろな楽器で強弱やテ ンポを意

識 して演奏す る。(間 奏の間に移動し
て楽器を変える)

5.歌 唱 身 体 表 現 「ハ ロー 」

好 き な よ うに 表現 す る。

あ い さつ す る。

本時の評価

・テ ンポに合わせてか りけ声や演奏がで きたか
。(曲の一部分で も良 い。)

・課題 に応 じた演奏がで きたか
。(裏打 ち又は拍打 ち。 曲の終 わ り,休 み,順 番 など演奏

の仕方。)
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・強 弱 を意 識 して 演 奏 で き たか
。

・友 達 や 先 生 と一 緒 に音 楽 を 楽 しめ た か
。

2教 材化の視点を もった工 夫例

(1)

「み の りの あ き」 と 「タ ンブ リンのわ 」の 指 導 展 開 を 例 に して 示 した。

な お,グ ル ー プ 別 に,(a)グ ル ー プ は[==コ,(b)グ ル ー プ は ・ ,(c)グ ル ー プ は

[==コ で 示 した。 ま た,3グ ル ー プ共 通 の 内 容 に っ い て は[==コ で 示 した 。

「み の りの あ き」 (歌 唱)

〈題材 のね らい 〉
・拍 や リズムやテ ンポを意識す る

。(⇒ 楽器につなげる)

:皇轟 誕 齢:縣 轟毒蓋 為 う。と。自信をもつ.

3グ ループ共通の児童の実態
・歌詞だ けでイ メー ジが もちに くい。

(a)グ ル ー プ

児童G
実態 ・マイクを使用す るとマイ クの順番

を待 って しまい,マ イ ク無 しで続
けて歌 うことがで きない。

ね らい
・マイク無 しで も大 きな声で続けて

歌 う。

(b)グ ル ー プ

児童H
実態 ・歌詞カ ー ドを読め るが,教 師か ら

の促 しがない と読めない。
ね らい

・教師の促 しがな くとも自発的に歌

うことがで きる。

児童1
実態 ・友達が歌 って いると影響 され

自分か ら歌 うことがで きる。
ね らい

・友達 と一緒 に楽 しく歌 う。

(c}グ ノレー プ

児童F
実態 ・歌 らしい発声 はあ まりな いが,歌

に合 わせ て身 体を 動か した りす
る。

ね らい
・歌 に合わせて タイ ミングよく発声

する。

学級全体に対する工夫
・ 「ほ っ く り,わ ん さか 」 な ど の歌 詞 は メ ロ デ ィ ーを つ け ず,か け 声 に す る。 〔曲 の ア レ ン ジ〕
●鵬 菩舘 わんさか」のフレーズにな・塒 いもや柿のペープサートを提示して歌のき・かけを

●嘉 冬酵向けることで発声のきつかけ1こなる児童もいるので・マイクを使う糎 皐騨 纏 麟 こ

個への工夫
G・ マイクを使用せずに発声 を促 す。

〔指導内容 ・授業展開 〕
H・ ペ ープサ ー トの裏に 「ほっ くり」 な

どの歌詞を書 き,提 示する。

〔教材 ・教具 〕

個へ の工夫
サ
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歌い示範す る。 〔指導内容〕
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愚級全体の工夫に対 す る結果
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1

(2)「 タ ン ブ リ ン の わ 」 (器 楽)

〈題材のね らい〉

:熟 鞍 魏 慧禦 鵬 麗 轡 達成できる・

●一人一人の器楽 にお ける実態の違 いがあ る。そ こで魑々の課題 を達成 させるたあの工夫を した。
学級全体 に対す る工夫

・一 人一・人の課題か ら適切 な演奏方法を決め る。

:言会詮欝翻 努鯉 劣5警爵論妾査鷹 轡犠 芝森盆零醗 聲蒙}、。
コ
コ
コ

容
態
ジ

内
形

ン

導
導

レ

指
指

ア

〔
〔

の曲〔

(a}グ ル ー プ (b)グ ル ー プ
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1

が短 い。

ね らい
・テ ンポ に 合 わせ る。

児葵極癬
い,裏 打 ちが で き な い。

ね らい
・裏 打 ちが で き る。

(c)グ ル ー プ

り

気分 によ って正 しい リズムのときもあ
る。

ね らい
・最後 まで見本の教師に注 目す

る。
・音楽 を聴 く。
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の
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拍
曲
時

K
態

童
実

冤

脊
舞
舞

ー
鱒
ー

昭
ー
ー

』
〈 授 業 〉

結葱講羅 郵

ド饗螺膓罐震票鷲驚 口一
G・ 声 か け だ け で,で き る こ と もあ っ

レ 無 をよく嚇 懐 打ちができる劇
う にな って き た 。

」

〈 授 業 〉

結果
J・ 集中 している とき4#,裏 打 ちでずれた とき

にi拍 待 って合わせ
ることがで きるよ うになった。
(手本の教 師を見なが ら)M噂灘讐響暫び撃瞥

M誘 蕩 薦 雄 昊・..勲._.
・目の前で示範す る。テ ンポに

合わせ るよう,声 かけや演奏
の補助 をす る。

〔教師の支援〕

ばれあ

。

が
た

助
れ

補
ら

の
せ

壷

奏
わ

演
合

や
を

け
ポ

か
ン

声
テ

伽M

薩謙辮
〔教材 ・教具 〕I

F・ 好 きな 友達 と一 緒 に出 る よ うにす
る。 〔指導形態 〕

K・ 拍打ちの練習では,テ ンポに合わせ
て叩 くよ う教 師が肩 を叩いて リズム
を伝え る。 〔教師の支援 〕

〈 授 業 〉

糠彗灘鐸翻
り と終 わ り は分 か っ た。 曲 の 一 部 分1!

L鋤 …音を出すことができた。

〔ま と め〕

この 事 例 で は,15人 とい う集 団 の 申で,一 人 一 人 の 力 を 高 め るた め の授 業 の 工 夫 を考 え た。

こ こで,教 材 化 す る た めの 視 点 と して は,次 の よ うな点 が 挙 げ られ る。

・全 員の 課 題 を一 っ の 課 題 の 中 に設 定 す るた めの 曲 の ナ レン ジの工 夫 。

・一 つの課題の申で15人 の課題がすべて達成で きな くて も
,授 業全体 を通 した時 に個 々の

課題が一つで も達成で きるよ うな授業展開の工夫。

・指導計画を共通理解 した上での適切 な教師の支援の工 夫
。
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指導事 例3中 学校 心身障害学級(精 神薄弱)

1学 習指導案 対 象生徒1年3名2年2名3年1名 合計7名 指導 者1名

(1)単 元名 「気持 ちを楽器 で表現 しよ う」

(2)設 定の理 由

本学級 は,伝 統的 に器楽合奏に力を入れて お り,音 楽会等の発表の場 も多 く,生 徒た ちは

課題 曲のそれぞれのパ ー トをみ ごとに演奏す る技術を身 に付けている。 その ためか,音 楽 は,

大変意欲 的で表情 も豊か にな り伸 び伸び した様子 が うかがえ る。 これ らは,個 々の生徒の 内

面か らわ き出 る感情 であ り,生 徒が意識せず表現 して いる ものであ る。

そ こで,自 己表現,感 情表現 を音楽を通 して もっと豊か にで きないか と考えた。 言葉で表

現す ることに,心 身障害学級 の生徒 は苦手意識があ ることが多 いが,音 楽 は,言 葉に比 べて

制約が少 な く自由であ り,生 徒 も リラ ックス して取 り組 め る表現手段で ある。 また,自 由な

表現を受 けとめ音楽的 に整理 して返す ことにより,そ れ らの技術 を合奏 曲に般化 させ られな

いか と考え た。 これ までの指導の内容は,歌 唱 や トー ンチ ャイムや器楽合奏 と並行 して,1

学期 は 「自分の気持 ちを表 そう」 と題 し,た った今先生 に怒 られ た時の気分,2人 組 になっ

て楽器で 喧嘩をす るなど,ご く身近 な経験の中か ら生徒一人一人が強 く感 じた ことを テーマ

と して表現 させて きた。 この段階での指導では,上 手 に叩 くことよ り感 じたままに叩 くこと

を意識 させた。そのため,全 員強 く太鼓を叩 くことが多 か った。後半 はバ スケ ッ ト大会で試

合 に負けた気持ちな ど,行 事 と絡 ませて題材を設定 した。

2学 期 には歌唱教材 に 「旅愁 」を取 り上 げ 「秋の気持 ち」 と題 して歌か ら感 じることを題

材 と した ところ,秋 の風 ・寂 しい気持 ちなどこれ まで にないやわ らか い表現 もで きるよ うに

な って きた。 そ して今回は,9月 下 旬に行われ た宿泊訓練 の思い出を音 にす ることをね らい

とした。

さ らに,自 己評価 ・相互評価を取 り入れ,自 分や友達の良い ところを認 め合 うことで,技

術面,心 情面の向上をめ ざ した。

(3)指 導 目標

・自分 の感 じた気持 ちを音楽や身体表現で 自由に表現で きるようにする。

・歌 唱や トー ンチ ャイムや合奏曲 に対 して心を こめて表現で きるよ うにす る。

・友達 の良 さを認 め合 う思 いや りの心 を育て る。

(4)本 時の学 習

① 本時のね らい

・宿泊訓練の思い出で一番印象 に残 って いることを 自由に表現で きるようにす る。

・相手 にその場 面が伝わ るよ うに心を こめて表現で きるよ うにする。

・友達の演奏を聴 き,感 想を発表 す る。

② 展開*任 意に抽出 した生 徒をN男 ・O男 とす る。
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学 習 内 容 生徒の活動(N男)

あいさっをする。
既習曲 「旅愁Jを 歌 う。

生徒の活動(0男) 教 師 の 活 動 ・支 援

一 人 で 歌 う(2・3人)
。

茶白岳の思い出を描いた絵
を見なが ら,そ の ときの様
子を思い出す。

一人一人具体的にもった思

い出を音にする。
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気
ら
う

・今日の授業を思い出させ,気 持ち
の上で歌 う準備をさせる。

・次回に意欲を もてるようにする。

③ 評価

・自分の感 じた気持 ちを音楽や身体表現で思 うよ うに表現で きたか
。

・友達の演奏を聴 くことがで きたか
。

・友達 の演奏に対 して,感 想を もっ ことが で きたか。

・友達 の演奏技術を まねす ることがで きたか
。
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2教 材化 の視 点をもった工夫例

「気持 ちを楽器で表現 しよ う」の単元の授業を,生 徒NとOを 例に して,教 材化の視点を

もった工 夫 例 を示 した。

生徒Nを[=コ で,生 徒Oを で 示 した。

生徒N

実態 ・中学1年 の6月 まで通常の学級に在籍。小学校 か

ら音楽 は好 きであ った。歌唱は,教 師の模範 を聴

いて音程正 しく歌 うことがで きる。楽器で も教 師

の模範 を真似す ることがで きる。 さらに放課後の

個別指導 により,マ リンバ独奏曲を弾け る技 術力
を もっている。

ね らい

①思 い出を具体的 にイメージ化 させ る。

②技術 力を生か し自由に表現 させ る。

③ 自分 の良 い点 に気付かせ る。

④ 表現 力を深 ある。

生徒0,

実態 ・軽度 の難聴 で,言 語が不明瞭で声が小 さい。音 楽

に対す る関心 は高 く,小 さい頃か らピア ノを習 っ

ていて,両 手 の10指 を使 って弾 くことが出来る。

打楽器が好 きで,一 度 叩き出す といっ まで も体を

揺 らしなが らりズムを楽 しんでい る。課題を理 解

するのに時間が かか る。
ね らい

①思い出を具体的 にイメージ化 させ る。

② ロープ ウェイに乗 ったときの 「恐か った気持ち」
を音にする。

③人の演奏を聴いて感想 を発表す る。

④表現力を深ある。

個への工夫

①事前 に心 の思いを絵 に描 かせ る。

②楽器が 自由に使 えるよ う演奏者 を囲んで配列す る。

③ 自己評価 させる。

④演奏中無意識に使 って いる技法 について,音 楽的 に説

明を加え表現の工夫 として認 ある。

個への工夫

①事前 に心の思いを絵に描かせる。

②楽器が 自由に使え るよ う演奏者を囲んで配列す る。

③友達の演奏を聴いて,教 師が感想 を聞 き出す。

④教師が示範す る。

結果

①絵 にす ることによ り,登 山途 中お腹が痛 く苦 しか った
ことを はっきり意識 させ ることがで きた。

②楽器 ごとに場面々々を結び付 け,マ リンバ では登 山開

始の気持 ちを,ド ラムでお腹 が痛 くなった ことを大太

鼓の クレ ッシェン ドと大きな一 発で頂 上にたど りつ い
たことを表現 した。 しか し楽器が変わる度 に途切れて

しまい表現す るテーマがぼやけて しまった。

③ 「まあまあ」 「よか ったJ程 度の評価はで きた。

次の授業におけるNへ の工夫
・教師が特徴 の合 った場面を とらえ,

気持 ちだ ったかを聞 き出す。

④ クレッシェン ドやグ リッサ ン ドを使 って いたためその

技法を取 り上げ説明 し表現 の工夫 と して褒めた。

次の授業 にお ける工夫 した点についての結果 と所見

② マ リンバを選択 し半音階の トレモロやク レヅシェン ド
・デ ィクレ ッシェン ドを使 い,よ り具体的で聴 いてい

る人 に もはっきり分か る演奏を した。本 人の技術力を

十分引 出す ことがで きた。

③具体的 に場面を絞 って質問すれば詳 しい言葉で感想を

述 べる ことが できた。教師が注意深 く生徒を観 察 して
いかないと本 人の表現 を見落 と して しま うことになる

ことが分 か った。

④前回指導 された技法 を,意 識的 に表現の手段 と して使

え るよ うにな った。 また,そ れを楽 しんで いる。それ

らは,マ リンバ独奏 の時 に も役立て られ るようにな っ

た。

結果

①大 好 きなサ ンバ の気分で叩いている。(恐 か った気持

ちは どこかへい って しまった)

②また,楽 器が た くさん並んでいたため,ど の楽器 も叩

きた くな り,課 題が分か らな くな っていた。

次の授業。おける。への工夫 ン
・使用できる楽器 をマ リンバ ・ドラムセ ッ トと大太

鼓に制 限す る。
・ 「恐か った気持 ち」を クラス全員のテーマに取 り

上げ,み んなで その表現を考え させ る。
・や ってみたい という生徒 に(N男 も含む)「 恐か

った気 持ち」 を表現 させ,0男 に聞かせ る。

③ 飽 きて しま った の か,あ ま り聴 こ う と しな か った。

次の授業におけるOへ の工夫 2
・ 「これ は す ごいSrな か なか いい 」cも うひ とふi

ん ば り」 の3段 階 の札 を持 たせ,そ れ に よ って 評`

価 させ る。

④身 を乗 り出 して聴いて,嬉 しそ うに して いた。

次の授 業における工夫 した点についての結 果と所 見 ・

②大太鼓を選択 し楽器によ く集 中 していた。
どの生徒 も 「恐 い」気持 ち は共 通 して もつ感情 で あ

り,具 体的 であった。テ ーマを絞 ることによ り,表 現

してみたいという意欲を引 き出す ことがで きた。
・0男 は友達 の演奏を真剣 に聴いていた。す ると,O男

自身に 「恐かった気持 ち」をや ってみたい という気 持
ちが起 きた。そ して今 までで初 めて,課 題に合 った形

で音を出す ことが出来 た。

③友達の演奏を さらに集 中 して聴 けるようになった。大

きな音や速い リズムに対 して喜んで高 い評価の札をあ

げていた。
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〔まとあ〕

教材化す るたあの視点 と して,次 の点が挙げ られ る。

・日常の経験を生か して教材を設定す ること。

・個人の表現の技術を全体 に広 げ ること。

・自己評価,相 互評価の視点を発達段階 に応 じて示す こと。

個人の表現を ど う全体 に広げ るか は,教 師の的確な生 徒の実態把握 と判断が要求 され る。 日

々の学習の中での生徒の細か な反応 を記録 し整理す ることが重要であることが分か った。 また,

個人の表現課題を全体で共有 したり,教 師が模範を示 した りす ることによ り生徒の主体的 に演

奏す る意欲を引 き出す こ とがで きた。

V考 察 と研究の まとめ

「教材化 」につ いて,私 たちは 「単元 に使用す る教材準備 か ら始 まる もので あ り教師の は

た らきか けに対す る児童 ・生徒の 反応 と,そ の反応を受け とめて更 に指導 目標 に合 った内容

の教材 に して返 して い くや りとりの循環 」が基本 にな ると考えた。 その視点 を もって授業 を

工夫す る ことによ り,一 人一人 の目標 の達成 に近づ くことがで きると考 えた。

具体 的な研 究においては,上 記 の考 えに基づ き3校 の音楽の研究授業 を各 々5回 ず っ行 っ

た。

毎回,授 業参観や ビデオ記録を もとに,検 討 してその結果 を必ず次回の授業 に取 り入れ る

とい う積み重ねを行 った。各事例の一部を挙げてみ ると以下 のようにな る。

指導事例1で は,外 界への興味 ・関心が広が りに くい生徒 の授業毎の反応を見取 り,Eは

エネ ジィーチ ャイムを鳴 らす位置 にっ いて,Cは 生徒 と教師 との距離 により,生 徒の反応の

仕方が異 なる ことが分か った。 また,Dの 予想外の行動を も予定 の学習 と関連付 けて指導 に

取 り入れ,次 の授業への手がか りを広 げることな どで学 習へ の参加態度が積極的 になって き

た。

指導事例2で は,Fは 目の前 にマイ クを出され ることによ り発声の意欲が もて,声 を 出そ

うとした り,Gは リズムを強調 した伴奏 を し,教 師が 目の前 で示範す る ことで,タ ンブ リン

の裏打 ちがで きるよ うにな った りした。一っの曲 に対す る個々の指導 目標 と手だて を明 らか

に した こと。 曲の イメー ジを鮮明 にす るため に具体物や動作 や掛 け声を活用 した こと。楽器

演奏 に集 団遊 びの ルールを取 り入れ て意欲を引 き出 した ことな どの工夫が,子 供 たちに主体

的な学習 を促 した。

指導事例3で は,Nに とって使用で きる楽器を制限 した ことや無意 識に表現 した演奏技術

について意義付 け して 強化 した ことによ り自信を もって演奏す ることがで きるよ うにな った

こと。0は,3種 類の評価 の札 を持 たせ選ばせ るこ とにより,友 達 の演奏 を集 中 して聴 くこ

とがで きるよ うにな った こと。 など,年 間を通 じて楽器 に親 しみ演 奏技術 を培 って いた こと

を土台 として,扱 い慣 れた楽器で各生徒 の感情を表現す ることがで きるよ うにな った。

以上各事例 を もとに,一 人一人の力 を高 ある授業の工夫の成果 は大 きい と考 え る。

研究授業 を もとに明 らかにな った,教 材化 を支 える主な要素 は以下の様 であ る。

☆ 教材化 において は,教 材 を媒介 に した教師 と児童 ・生徒のや りとりが 基本 とな る。 そ こ

一32一

噛



で,授 業場面 において教師 は,一 人一人の児童 ・生徒の ささやかではあ るが明確 な意図 を

もった反応(表 情 ・動 き ・発声)を 見取 るア ンテナを張 り巡 らしてい る必 要があ る。 その

ア ンテナの働 きによ り,次 の授業 には更 に指導 目標 に合 った形 に改善 された教 材を提 示 し

た り,支 援 した りす ることがで きる。

☆ 授業 において は,教 師の示範 の大切 さが挙げ られ る。 さらに,個 々の課題を友達同士 で

や ってみた り,自 己評価 のみな らず相互評価をす るなど,集 団 の一人一人が触発 し合 うこ

とで意欲的な学習参加がみ られ る。 このよ うな関わ りは,他 の学習場面 に も波及 して い く

と考え る。

VI今 後 の課題

授業研究 を通 して,対 象の児童 ・生徒の主体 的なかかわ りへの変容を うかが うことがで き

た事例 もあ ったが,す べての 児童 ・生徒の把握をす ることがで きなか った。

「教材化」 とは,児 童 ・生 徒が身の回 りの物 にかかわ って行 く中で学習性をおびてい く過

程 と考え る。そのたあに,題 材に対 する児童 ・生徒か らの反応,疑 問,感 想等を大切 に し,

指導の意図 に照 らして児童 ・生徒の能動性 を引 き出すた あに刻 々と高ま って い く教師の支援

が ある。

「教材化 」の視点 につ いて は,児 童 ・生徒が主体 的に物 にかかわ ってい く過程 を見取 る側

面 と,そ のたあに教師が様 々な支援の工夫をす る側面の2点 にっ いて評価す る必 要があ る。

そのため,次 の点 について今後 も研究を深あてい く必要 がある と考え る。

(1)今 回の研究で は,児 童 ・生徒 の主体性を見取 るための教 師の個 々の児童 ・生徒の実態把

握の視点が十 分 とは言 えなか った。 その ため,授 業後の教 師の関 わ りに対す る評価 も具

体性 にかけ る面があ った。

(2)個 々の児童 ・生徒 に対す る教師の支援 にっいて,テ ィームテ ィーチ ングで指導 して いる

他の教師の役割や個 に応 じた支援の仕方 にっいて明確 にす ることがで きなか った。

以上 の点 につ いて,今 後の指導 にお いて,個 々の児童 ・生徒の実態把握 を的確 に行 うとと

もに,一 人一人の児童 ・生徒 に教師が どのよ うなかかわ りを して,ど の ような変容 があ った

のかを明 らかに して い くことが大切で ある。そのたあに,発 達段階 に応 じた検査の導入や複

数の担 任 によ る個 々の児童 ・生徒 の指導記録の蓄積 と整理が必要 と考え る。 そ して,的 確な

実態把握を基 に して,指 導 案作成 の段 階で,個 々の児童 ・生徒 に対す るね らい と達成の たあ

の手だて と評価の観点を具体的 に示 してい くことが重要であ る。

以上,や や短期間で はあ ったが濃密な研究の機 会を得 る ことがで きた。教材 ・教 具の工夫

に とどま らず 「教材化 」 とい う視点を もつ ことが,一 人一人 の力 を高め る授業を考え るうえ

で有効 であ ると考 える。今後 も,こ の考え方 に基づいて授業 を行 い,他 教科の授業で も般化

してい きたい。
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一人一人が力 を出 して学習するための授業の工夫

一 学習活動の個別化 ・集団化の観点から見た教師の支援の在 り方一

1主 題設定の理 由

今 日の教育課題の一つ と して 「自 ら学 ぶ意欲 と社会 の変化 に主体的に対応で きる能 力の育

成 」 とい うr新 しい学力観 』 に基づいた指導 の充実や授業の創造を図 ることが挙げ られ る。

心身障害教育 にお いては,以 前か ら一人一人の児童 ・生徒 に,そ の障害に応 じ,将 来豊 かな

生活 を送 ることがで きることを 目指 して 「た くま しく生 きる力」を育ててい くことが,重 要

な課題 として取 り上げ られてお り,そ の ことは,新 しい学力観に基づいた指導 と関連 が濃い。

本分科会で は,心 身障害学級や養護学 校における実践 を検討す る中で,「 た くま しく生 き

る力 」 「自立 に向けて必要 な力 」を どのよ うにとらえ,ど のよ うに身 に付け させてい くのか

とい う課題が浮 きぼ りにな った。 また,「 この力は身に付 けさせた い」とい う教師の願 いに

基づ く学習活動 と,新 しい学力観で求め られ る児童 ・生徒 の興味 ・関心を大切に した学習活

動を,日 々の授 業の中でバ ラ ンスよ く展開 させてい くことの難 しさ も課題 として挙 げ られ た。

そ こで今回は,自 立 に向けて必要 な力 にっ いて まず検討 し,次 に,児 童 ・生徒が 自分の力

を出 して主体 的な学 習活動 を行 うためには,ど の よ うな授業の工夫が考 え られ るのか を,個

に焦点をあて,児 童 ・生 徒の側に立 った視点で検討 した。 それを踏 まえて,個 別 や集 団の授

業 におけ る教師の支援 の在 り方 を具体 的に検討す る ことに した。

II研 究の経過 と方法

1研 究経過

月 内 容

5月 授業研究。研究主題設定 とその理 由の検討。

6月 授業研究。研究主題の吟味。 研究の進 め方 の検討。

7月 ビデオを使 っての授業分析(教 材 とのかかわ り ・支援の仕方)。

8月 研究主題の決定。観点項 目の検討 ・焦点化。授業分析の まとめ(作 表)。

9月 授業研究。副主題の設定。指導案の様式 の検討。

10月 授業研究。研究報告書原稿の検討。

2研 究方法

(1)研 究主題 の検討

① 各学校 の実践 に基づ いたそれぞれの研究主題 と理由を集約 し,研 究主題を設定 した。

② 各学校の児童 ・生徒 の実態 を話 し合 い,児 童 ・生徒に とっての必要 な力 につ いて検討 し

た。

③ 必 要な力を押 さえ た上で,個 に焦点を当てて研究を進め ることに した。

④ 研究内容をよ り明確 にす るために,サ ブテーマを設定 した。

(2)授 業分析

① 授 業の ビデオを基 にKJ法 による授業分析を行い,指 導 の観点を明確 に した。

② 指 導 における個別化 と集団化の観点 に基づ いて研究を進めた。
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(3)授 業研究

○ 毎 回授業研究を行 い,学 習活動の個別化 と集団化及 びその支援の在 り方 について討議 し,

指導案の作成 につ いて検討 した。

皿 研究内容

1授 業改善の方向

(1)「 た くま しく生 きるカ,自 立に向けて の必要 な力」の検討

本分科会では・学 習す る主体 である児童 ・生徒 に観点をあて,集 団の中での個の存在を大

切 にす ることを確認 して,研 究 を進 めるこ とに した。

児童 ・生徒 に必 要な力 を意欲 ・関心 などの内面的な力 と手指 の操作や認知な どの技術的な

力 に分け,領 域 ・教科 を合 わせ た指導の 中で 「これだけは絶対 に必 要」という力を まず討 議

した。 そ して,年 齢 個性,実 態 などの違 う各学校 の指導 ・生徒像 を具体的に踏 まえた検討

を通 して,「 将来の生活 にっなが るた くま しく生 きる力」を培 うこ とが大切であ ることが分

か った。 また,研 究 を進 めるに当たって は,的 確 な実態把握 に務 めるとと もに,小 ・中 ・高

の発達段階 や生活経験を踏 まえ た児童 ・生徒像を常にイメー ジす るよ うに した。特に,「 付

けたい力 」や 「必要 な力 」を討議す る時,や や もす ると 「～がで きない」,「 ～が不足 して

い る」か ら 「～の力 を付 ける必要があ る」とい う,「 で きないことをさせ る}課 題設定 の仕

方 についての 問題点が指摘 され,研 究主題であ る 「一人一人が力 を出 して学習す る」 ことと

関連付 け,児 童 ・生徒像を肯定的 にとらえ る必要が あ ることが共通理解 された。

(2)授 業を展開す る際の配慮事項

新 しい学力観 においては,「 豊かに生 きる力 としての資質や能力」を基礎 ・基本 として と

らえ ることが求め られてい る。 したが って,授 業を展開す るに当た っては,こ れ らの基礎的
・基本的な力を培 うよ うにす る必要が あ る

。 これ までの研究協議 を整理 した結果,児 童 ・生

徒の肯定的理解に基づ く実態把握,教 材 の工夫,教 師の支援,評 価 の在 り方を さ らに検討 し,

授業の展開を工夫す る必要 があ ることが分か った。その結果,授 業展開 にお いて は以下の二

点が大切 であ ることが確認 され た。

① 児童 ・生徒 の もって い る力が生か され る目標や学習内容 を設定す ることにより,興 味 ・

関心 ・意欲 を高める。

② 指導方法 ・支援 ・評価等を工夫す ることによ り,現 在 もって いる力を さらに伸ば し,新

しい力が獲得で きるよ うにす る。

(3)指 導案作成の際の観点

授業を展開す るために は,指 導 案作成 の段階か ら,個 に焦点を当てる必 要が ある。授業 は

多 くの場合・集団を対 象 に進 め ることになるので,集 団の中で児童 ・生徒が 自分の もって い

る力を発揮 し・達成感 を もって次の活動へ進め ることが大切 である。 その ため には,指 導案

作成に際 しては,以 下 の4項 目の観点が必要であ ると考え た。

① 児童 ・生徒観:児 童 ・生徒を肯定的 に理解 す ること。

② 教材観:教 材 ・教具 を工夫 し,個 別化す ること。

③ 授業観:教 師の支援を重視 した授業をする こと。

④ 評価観:形 成的評価を重視す ること。
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このよ うな観 点に立 って 「集団の中で の個 の存在 」を よ り鮮明 に した指導案を作成す るた

めに,実 際に行われた授 業を分析す ることによ って,授 業の構造図を作成す ることに した。

2授 業分析 による授 業の構造 図の作成

(1)KJ法 による授業の分析

小学校 心身障 害学級 の 「朝 の会 」の授業 の ビデオを全員で 視聴 し,KJ法 によ り,授 業

におけ る教師の支援の在 り方を探 るたあ に,支 援の良い点,足 りない点を集めて授 業分析 を

行 った。37ペ ー ジの図1が 「教師の支援 」の部分図であ る。

・枠 は1次 カー ドで あ り,ビ テオを視聴 し,そ れぞれが思 い付いた ことを次 々と1枚 に一

っず っ主語 ・述語 が分か るよ うに書 いた もので あ る。 これ らの1次 カー ドで共通す る ものを

集め,主 語 ・述語 の分か るよ うな見出 しをつけた ものが一枠の2次 カー ドで ある。 これ らの

2次 カー ドを さらにま とめ,短 い見出 しをっけた ものが一枠 の3次 カー ドで ある。3次 カー

ドに共通す る見出 しと して 「教 師の支援」 とい う一枠 の4次 カー ドを作 った。

KJ法 で相互関係図を作 る際 に,1次 カー ドも見え るよ うに して掲示 してお くと考察 に便

利であ る。図1で は,1次 カー ドを例示 した。

今回 は,教 師の支援の在 り方 を検討す るため に,授 業分析を行 った。 児童 ・生徒の実態把

握 や学 習環境 の整備 な ども,教 師支援 に含 めて考察す る ことに した。 ビデオによる授業分析

で も38ペ ー ジの図2に 示 した通 り,3次 カー ドや4次 カー ドは,多 方面 に及んで いる。図

2で は,1次 と2次 カー ドは数が多 いため掲載 を割愛 した。

注KJ法:文 化人類学者で ある川喜 田二郎の頭文字を とった創造 的問題解 決法。KJ法 では

事実 をカー ドに ヂラベル化 」 し,そ れを グルー ピング し,集 ま った ラベルに共通

の本質 を発見 し,そ れを 「見 出 し」 とす る。 この作業を繰 り返 し,最 後 に見出 し

カー ドの相 互関係 の考 察を行 う。小数 の意見が全体 に反映で きるの も特徴であ る。

{2)「 授業の構造図」の説明

4次 カー ドの ヂ教材 ・教具の個別化」 徽 師の支援jfテ ィーム ・テ ィーチ ング(以 下,

T・Tと 表記す る。)の 在 り方」 は,5次 カー ド(一 枠)の 「学習活動 の支 え」につなが る。

また,「 学習環境 」 「授業の流れ,見 通 しの もたせ方」 は,本 時の流 れを作 るたあの要 素で

あ り,学 習活動の準備段階 に位置付 け られ る。 さ らに,評 価は 「本時の流れ」を考え,r学

習 活動 」を充実 し,「 学 習活動 の支 え」をよ りよ くす るためには欠かす ことがで きな い。 こ

れ らが うま く作用す ることによ って,「 一人一人が力 を出 した学習活動 」が成立す るとい う

構造図を作 成 した。

集団 におけ る学習活動は,集 団で一斉 に活動す る時 と,個 々の課題 に基づ いて個別 に活動

す る時が ある。学習活動の個別化 とは,集 団 と して共通す る目標 に基づ いて,一 人一人 に応

じた個別の 舅標 を設定 し,個 別の課題が成就で きるよ うにす ることであ る。 また,学 習活動

の集 団化 とは,個 別の学習 を集団 のまとま りとして高 めることであ る。 このよ うな学習活動

の個 別化 ・集団化を支 え,学 習活動の充実 を図 るたあ には,教 材 ・教具を個別化や集団化 の

視点で工 夫 した り,学 習活 動の形態 に合 わせ て教師の支援やT・Tの 在 り方な どにつ いて検
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討 する必要が ある。 そこで,さ らに支援 の在 り方を具体的に検討 す るたあに,「 学習活動の

個別化 ・集団化か らみた指導計画作成 の観点 」の表を作成す ることに した。

図1「 教師 の支援」

ll教 師 の 支 援11

1
鱒 の言葉かけli子 供への接し方 指導の過不團

【ll

1教 師の褒め る諜 が良い・i巨 待 つ・ ことは良 い・1
1..1

・で きた ら 「じ ょうず じよi・ 日直が 前 に来 る ま!
1__1

係 の仕事が終わ ったときの指

導 内容 の工夫が足 りない。

it

うず 」 と褒 あ るの が 良 い 。 で待 って い た。

声 か けの タ イ ミ ングが 良 い 。

・子 供 が集 中す る ま

で待 って い た。

・児 童 の 様 子 を見 て うな ず

い た り,「 は い」 と返 事 を

して 評 価 して い る。

子 供 の 顔 を 見 る

・係の仕事が終わ った子供に

対 してはど うす るのか。お と

な しく待て る子供 もいるが,

座 って待 たせて いるだ けで は

惨 しい・

声か けの 口調を工夫すべ き。

・命 令 調 の 指 示 は さ け る 。

・子 供 の顔 を見 なが ら歌

って い る。

指導が不足 して いる。

・雑 巾の 絞 り方 は き ちん と
・あ い さつの 時 ,子 供 の

顔 を し。か り見て いる。 指獣 妨 が良 い・

指 示 が は っ き り して い る 。

・出欠で返事の 出ない子

供 を 目で 確 認 して い る。

・教師の言葉か けに子供 がよ

く反応 してい る。

子供 が集 中 して いる。

・ 「で き るか な ・で きた 」 の

声 か けが 良 い。

・日付 ・天 気 を 聞 い て 言 え た

らその 度,褒 あ て い た。

・子 供 が落 ち着 いて 席 に

っ き,前 を見 て い る。

・花 の水 や り
,見 守 るだ

けで 一 人 で で きて い る。

子供がで きることは子供 に

させ る。

歌の振 り付 けが良い。

・ごみ 捨 て の と き ,先 生 が

や って しま っ た。

・写 真 カ ー ドも子 供 に貼 ら

せ た方 が 良 い。

・朝 の 会 の 歌 に振 りが付

いて いて 良 い 。

・T1の 歌 の振 り付 けが

見 や す い。
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図2授 業の構造図

本時の流れ

函 授業の流れ 見通 しの もたせ方一
学 習 活 動

車 評

価

学習活動の支え

教材 ・教 具の

個 別化

隊 材の個別化

墾「

廊

図
立

指導の過不足

一人一人が力を出 した学習活動
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3学 習活動 の個別化 ・集団化 の観点か らみた教 師の支援 の在 り方

(1)「 学習活動の個別化 ・集団化か らみた指導計画の観点 」の表 の作成の経緯

本分科会の基本 的な考え方で ある個 に焦点を当てて い くとい う視点で,一 単位時間の授業

分析 を行 った ところ,ま ず 中心的 な話題 と して挙が った ことは,学 習活動を支えて い くもの

として,① 教材 ・教具の個別化の必要性,② 言葉 かけや子供への接 し方,指 導の過不足な ど

を含 めた授業時 間の 中での教師の支援の在 り方,③ テ ィームテ ィーチ ングの在 り方の3点 で

あ った。 しか し,本 分科会の研究テーマであ る 「一人 一人が力 を出 して学習す るための授業

の工夫 」 とい う観点で考えてみ ると,こ れ以外 の授業 を組 み立て る上で大切な要素 について

も検討す る必要性が 出て きた。

個 を生 かす ための授業の工夫 ということか らもう一度考 え直 してみ ると,児 童 ・生徒の実

態把握,個 々の 目標設定,授 業の流れ,学 習環境,そ して評価の問題が学習活動を考えてい

く上 でど うして も不可欠な もので あると確認 された。

さ らに,そ れ ぞれ にっ いて観点を整理 してい くと,個 別 と集団の関係を明 らか に してい く

必要性が 出て きた。授業を行 う上で,個 別の学習 も集 団の学習 も不可欠 な ものであ ることは

い うまで もない。単 に個別 と集団の時間的な割合 とか,配 列 の方法 とい ったことだけではな

く,個 別 と集団 をどの よ うに関連付 けるか とい うことが大 きな課題 と して挙げ られ た。そ こ

で本分科会 では,今 まで検討 して きた学習活動を支え る観点 の中に,こ の個別 と集団 という

要 素を含 めて再度検討す る ことに した。

② 学習活動 におけ る個別化 ・集団化の意義

本分科会で は,こ の 「個別化 」,「 集団化」 とい う言葉 を 「個別 と集団の関連性」 と考え

ることと した。個別 と集団 は授業の 中で相反 して存在 す るもので はな く,相 互が補完 しあ っ

て存在す る もので ある ととらえ た。例えば,授 業の中で個別 に学習 して いる内容が,集 団の

中では どう位置付 け られ たか,逆 に集団で同 じ学 習を している ことが,一 人一人 にはどのよ

うな学習 にな って いるのか とい う視点 は,授 業の展 開において不可欠で あると考え られた。

この考 えを基 に学習活動の見直 しをす ることで,授 業 その ものが生 き生 き した もの とな り,

本分科会 の研究 テーマで ある 「一人一人が力を出 して学 習」で きる授業 になると考えた。

(3)学 習活動 を支 える望 ま しい支援の在 り方

こう した考 えを基 に具体的 に観点を示 した ものが 「学 習活動 の個別化 ・集団化か らみた指

導計画作成 の観点 」の表で ある。 この表の横軸 に個別 化 と集 団化の項 目を置 き,縦 軸 に指導

計 画作成 に必要 な事項 を置 いた。

この表 の中で 中央 の部分の観点 は,個 別化 ・集団化のいず れに も関連す る もの と して考え,

それぞれの考え を破線で示 した。教材 ・教具 に関 しては,そ の性格上実線で分 けて考え た。

また,こ の表で示 した観点 は一単位時間の授業の中に全て網羅す るとい うことで はな く,授

業 の内容,学 級 や児童 ・生徒の状態な どの違 いによ り,取 捨選択 して い くもので ある。ただ

し,こ の個別化 ・集団化の観点 を教師が授業計画す るに当た っての チ ェックリス トとと して

機能 させて い くことによ り,集 団の中でよ り一層個 に応 じた授業が展開で きる もの と考え る。

また,こ の よ うに して創 り上 げた授業を この表の観 点で評価す るこ とで,さ らに望 ま しい

授業へ と発展 させ られ る もの と考えた。
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表1学 習活動 の個別化 ・集団化か らみた指導計画 の観 点

A個 別 化 B(共 通) C集 団 化(C>

ア

=

○授業 で生か され る個 々の興味 ・、閑 ○ これ までの児童 ・生徒の変容が ◎全体での指示がどの程度理解でき∫
実 態 把 握 心が押 さえ られ ているか。' 押 さえ られているか。 るがQ

◎集鰯参加がどφ程度できるか
1

イ

目 標 設 定 ○授業で達成可能 な目標が設定 されて いるか。

ウ ○集団 の中での個別指導の時の全児童 ・生徒への配慮がされているか。

○集団の活動 と個の活動のつなが りがは っきりしているか。

学 習 の 流 れ ○見通 しが もちやす くな ってい るか。

○掘童 ・生縫の実態に悠 じて …Q/の大 きさに変化を付けているか。

○集団 と繹別の活動のバ ランスが取れてい るか。

工 ○教室の広 さ,雰 囲気は適切か。

学 習 環 境 ○教室の レイア ウ トが児童 ・生徒に とって活動 しやすい ものとなって いるか。

○教m位 擢.動 きが配慮 されて いるか。

オ 0 ○見通 しが もて るものか。 ○ 共通の興味 ・関心へと発 展 してい

○興味 ・関心があ るか。 く もの か。

教 ○実態 に合 った ものが用 意 されてい Oど の児童 ・生徒 に とって も郎象的

るか 。 な ものか。

材 ○集中 してで きる ものかウ ○ 共通 の昌的意識が もてるか。

学 ○で きるだ け一人ででき る内容 の も ○ 身近な ものか。
o の か 。 ○活動 意欲が もてる ものか。

○達成感が十分に味わえるものとな ○協力 してかかわれ る ものか。

教 って いる か 。 ○みんなが認 識できる ものか。

習 ○侮業量に過不足はないか。

具 ○大 きさ,重 さ,操 作性 が適 してい

1 るか 。

1 ○必要 な補助具が用意 されてい るか。

活 ≡

0 ○一人一人に合わせた言葉かけを し ○ その場 の児童 ・生徒の状況に応 ○ 全鉢を見渡 しているか。

て い るか 。 じた教 材の活用や準備がで きて ○集団を意識てきるように活動を健

教 ・・励 ま して い るか 。 い る か 。 しているか。

動 ・褒 め て い るか , ○ 自分 の活動 を振 り返 らせ る場を ○集中してから活動の指示を与えて
師 ・タイ ミン グは 良 い か 。 設けているか。 い る か。

・量 は適切か。 ○ 児童 ・生徒 に見通 しを もたせて

の ・口調,言 葉の長 さは適切か。 い る か。

の ○個別 の課題 をきちん ととらえてい

支 るか 。

[ ○児童 ・生徒の主体的な動 きを引 き

援 出 してい るか。

支 ○気持 ちの通 じ合 う接 し方がで きて

い るか 。

O OT-1の 指 示が 分か るよ うに, OT-1とT-2の 意思の疎通 が ○全捧の動きが中断しないようにT
え T T-2が フ ォ 曽一 して い るか 。 卿 られ ているか。 ・Tが 機能 して いるか。

● OT-2はT-1と 同時に個別指導 ○ 授 業 の流 れ,ね らい,個 々 の ね ○児童 ・生徒を集団の動湊に向かわ
T に 入 って い るか 。 らいが検討 されて いるか。 せ る よ う にT-2は フ ォロ ー して

在 ○ その 日の児童 ・生徒の実態,員 い る か。

〔 り
体的支援の方法が硅認されてい ○ 児童 ・生鍵 と一緒 に活動 してい る

方
1

るか 。 か。

カ ○ 力が十分 出せたか。 ○ 露己評価で きたか。 ○集団が意識で きたか。
○ 百標が達成 できたか。 ○次の課題につなが るか。 (協力 し合え たか)

評 懸 ○意欲的 莚取 り組 めたか。 ○意欲が もてたか。 ○成果が認め含え たか。

○成就感が あるか。 〈侮者を評衝できたか)
○共感で きたか4
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IV指 導事 例1生 活単元学習(小 学校精神薄弱学級)

1指 導事 例 と して取 り上 げた理 由

一人一 人が力 を出 して主体的 に学習活動をするためには
,児 童の興味 ・関心 に基づ いた指

導内容を設定す ることは欠かす ことがで きない。 また,本 分科会で の研究 を深めてい く中で,

児童の肯定的な理解 を基本 に実態把握 し,個 別 に 目標を設定す ること,個 に即 して教材を工

夫 し,教 師の支援 や評価 の在 り方 などについて も見直 しす ることが必要 とな った。

そ こで,通 常は 日常生活 の指導 と して行われ ることが多 く,毎 日の繰 り返 しの中で一人一

人の児童の課題やね らいが達成 されやす いと考 え られ る朝の会を取 り上 げた。 しか し,と も

す ると,時 間や ノルマを こなす ことに力が注 がれ,教 師主導型の展 開にな りが ちで,個 々の

児童が十 分活動す る場面が少 ない実態 もあ る。 朝の会 を生活単元学 習 として とらえ ることに

よ り,児 童の課題 に合 った学習活動の計画の仕方,教 師の支援の在 り方 を検討で きるので,

本事例を取 り上げ ることに した。

(1)単 元名 「あ さのかい」

(2)単 元設定の理由

児童の毎 日の学校生 活は,登 校 した時か ら始 まる。本学級で は母親が送 り迎 えを して いる

児童が半分 いる現状 があ るので,家 と学校の区切 りを付ける ことが大切であ る。 そ こで 「あ

さのか い」 をす ることで,学 校 に登校 した という気持 ちの区切 りを付 け,学 習の始 ま りを意

識 して もらいたいとい う願いによ り,こ の単元を設定 した。更 に,能 力の高い児童 には,一

日の学校生活の見通 しを もち,自 ら行動が とれ るようにな って欲 しいことや,学 級 の一人一

人が係を分担 し活動 しなが ら自分 も学級の一員 と自覚 し,責 任感やみんなで協力 し合 うこと

を学んで欲 しいと も考え設定 した。

(3)児 童の様子

4月 は新学期の始ま りであ るとともに新年度の始 まりで もある。何か ら何 まで新 しくな っ

ている。 しか し,児 童は 自分が進級 した ことをす ぐ意識 で きず,生 活の リズムがっかみに く

い状況 に置 かれ ることにな る。 しか し,毎 日の指導の積み重 ねで,本 学級の多 くの児童は,

積極 的に生活 を しようと し,自 分のすべ きことが少 しずつ分 か り始 めて いる。

児 童 児 童 の 実 態

A1年

(女)

周りの様子をよく見たり,教 師の話をよ く聞いて行動する。積極的で何でもやりたが

るが,し ば しば頑固になる。 しか し,理 屈が分かれば率直になる。

B4年

(男)

話すことはできないが指示は大体理解 して行動できる。人懐 っこい。欠席の児童の分

の活動 もや りたがる。

C4年

(男)

話すことはできず,見 ていないと走 り回ることが多い。教師の指示があり,教 師も常

に一緒だと仕事ができる。

D5年

(男)

右半身が不 自由だ ったり目が見 えに くか った りす るが,や る気は とて もあ る。一 日の

予定を大体っかんで いる。

E5年

(男)

話す ことはで きないが,掃 除係 の仕事 は得意 である。入級当初 よ り,パ ニ ックを起 こ

す回数 が少 な くなった。

F6年

(女)

しっか り して お り,学 級の リーダー的存在である。仕事 は確実 に行 う。なん とか文字

の形が書 けるよ うになった。
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〈4}単 元の 目標

ア 学校生活の一 日の始 ま りと して区切 りを付け る。

イ ー 日の予定 や学習 内容 などをっかむ。

ウ 係活動 を責任 もって行 う。

(5)指 導計画(188時 間扱 い)

年間を通 じて行 う。 ただ し,係 活動 については児童 の能力や達成度 によ って学期 ごとに活

動 内容の程度が難 しくな った り,活 動の 中味が変わ った りす る。

(6)本 時の目標

児 童 目 標1鱒 の 手 立 て

A1年

(女)

「朝の歌」を 口ず さみなが ら,歌 の振

り付 けを模倣す る。男女 の区別をつけ

る。机の雑 巾が けをす る。今 日の天気

を正 しく言 う。なぞ り書 きをす る。

,正 し くいす に座 る よ う にす る。 雑 巾

の絞 り方 や拭 き方 を 押 さえ る。頑 固

に な らず,最 後 まで 係 活 動 を す る よ

うに,励 ます 。

4年

(男)

曲に合わせて振 り付 けを模倣をす る。

男女,先 生の 区別を言 う。金魚の餌を

や り,日 あ くりカレンダーをあ くる。

天気の絵を指 さす。

天 気を区別で きるように,絵 を与 え

る。

シールを正 しい位 置に貼れ るよ うに

声 をかけ る。

C4年

(男)

曲 に合 わ せ て 振 り付 け を 模 倣 す る。 ゴ

ミ捨て をす る。 いす に座 る。 シール 貼

りを す る。

曲 に合 わ せ て 体 を 動 か した り挙手 が

1で きるよ うにす るなど,授 業 に参 加

してい ることを意識 させ る。

D5年

(男)

曲 に合 わ せ て 振 り付 け を模 倣 す る。 男

女,先 生 の数 を数 え る。 マ ッチ ング し

な が ら黒板 に掲 示 す る。 月 日,曜 日,

日直,今 日の 予 定 を 言 う。

右半身が不 自由な分や,目 が見え に

くか った りす る分 は補助す る。で き

るところは 自分です るよ うに促す。

E5年

(男)

曲 に合わせて振 りをす る。靴箱の雑巾

がけをす る。

笑顔で授業 に参加で きるよ うに声を

かけ る。

F6年

(女)

6ま での数の暗 算が で きる。漢字で名

【前を書 く。献立を写 す。

一 人 で も きちん と役割 を は たせ る よ

う に見 守 る。1

〈7)本 時の展 開 く後ペ ー ジ参照)

(8)評 価

ア 歌の振 り付を模倣で きたか。

イ 係活動を確実かっ意欲的 にで きたか。

ウ みんなで頑張 ろ うとい う雰囲気がで きたか。

(9)学 習活動の個別 化 ・集 団化の観点 と本時の指導案 との関連

ア 実態把握 について

教師 自身が児童一人一人を肯定的に理解 し,児 童が何 に興味 ・関心を もつのか・ どの程

度,集 団参 加で きるか などに留意 しなが ら実態を把握 した。
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イ 個 々の 目標設定について

まず,児 童の興味 ・関心や現在 もって いる力を考慮 しなが ら学習 内容 を設定 した。主体

的に学習 に取 り組め るように,一 っ一っの学習活動 ごとに個 々の 目標(過 不足な く達成可

能 な もの)を 細か く設けた。

ウ 授業の流れ について

一 つ一 つの学習活動 ごとに,次 に 自分が何 をす るかを,教 具を提 示す る ことによ って明

確に したので,児 童 は見通 しを もつ ことがで きた。限 られた時間の中で一人一人が係活動

を きちん と終 える ことは,集 団を機能 させ ることにつ なが り,集 団で係 活動 の確認 を行 う

ことは,個 別の活動 を集団が認め ることにな る。 このよ うに,個 別 と集団の関連 を図 った。

工 学習環 境にっいて

黒板の使い方 や教材 の貼 る位置が,児 童 に見えやす く工夫 されて いるかを検討 した。児

童の活動を しやす くす るために,教 師の立っ位置や動 きについて も,そ の課題 に応 じて様

々に,工 夫す る必要があ ると確認 された。

オ 学習活動の支え

① 教材 ・教具

個 々の児童 にお いて も,学 級全体 と して も興味 ・関心の もて る教材 開発が必要で ある。

児童 に目的意識を もたせ必要 に応 じて個別 に教具や補助具を準備 した り,適 切 な作業量

を設定 した りす るなど,達 成感が味わえ るよ うな工夫 を行 った。

② 教 師の支援

学 習活 動の個別化 ・集団化を図 るため には,常 に全体 を把握 しっっ,一 人一人 の動 き

を的確につかみ対応す る ことが必要てあ る。教 師はその場の児童の状況に応 じた言葉 か

けや主体的な動 きを引き出す支援 に努めた。また,日 常 的に児童一人一人 と気持 ちが通

じあ う接 し方を心が ける ことも大切であ る。

③T・Tの 在 り方

T・Tの 在 り方 と しては,い くつ かの方法があ るが,例 え ば,メ イ ンTと サ ブTの 役

割分担を した場合 は,メ イ ンTと サブTは 常 に意思の疎通 を図 り,子 供一人一人 につい

て具体的 な支援の在 り方を共通理解 す ることが重要 とな る。メイ ンTの 指示が分か るよ

うにサブTは フ ォローす るな ど学 習活動の個別化 ・集団化 にはT・Tが うま く機能す る

ことが必要 である。

力 評価について

児童 自身が どれだけ目標が達成で きたのかを自分で分か るように工夫する とともに,協

力 し合えたか どうかを集団 に問 いかけ成果を互 い確 かめ合わせた。
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⑦ 本時の展開

学習内容

を

よ

さ

。

歌

は

い

る

の

お

あ

す

朝

い

の

を

①

歌

う

つ

学 習 活 動
ー

E

τ 一一}「-
F

教 師 の 活 動 ・ 支 援

C E B A D

拍手やポーズをする。 お辞儀や拍 口ずさみな

手,ポ ーズ が ら,振 り

をとる。 を模倣する

拍手する。

指導上の留意点

歌いながら

娠 りを模倣

する。

②出席を と

る。

手を上げる。手を挙げずに声をだす。 手を挙げずに 「はい」 という。

起立の号令i#H直 が

行う。

振 りを示範す る。

言葉の出ない児童は

体を動かすようにす

}
友連 の 話を 静 か に聞 く。 男 女,先 生の 区Rolが つ くo:男 女,先 生,

分か る。

T・Tの 動 き 教材 ・教具

・T韮 は前 に出 て示 範 す, 「朝 の 会J

【 のテープる。

lT2はB君T3はC,

E君 と一緒に曲に合わ

せて体を動かす。

　1
ごみ す てを

1す る。i

⑤今日の学1

野 定を賜

i

一 窒一 一ヨ7

1鵬 野 「欝警

全員の数が.

触れなが ら男女,先

生の数を数える。

婁羊。。.!

諏 で・児童酬

女 と呼ば れ た ら …T2,

むるす唱

}

、靴 籍 の雑 巾'金 魚 に鋳 を .机 の 雑rhが 、月 臼,mi給 食 の献 立 層

が けをす る。、や る。 け をす る。 天 気,日 直 て を写 して

カ レン ダー:学 習 予定 を 書 く。

made.一 °

H.ale.蒜 藁 、鰍 学i全 員がそろうまで読

あさってを る弓

ず らして表

示する。

出欠表を使って確認

す る。 ・

1

陣 く終わ。た児童は.係 醐 備 助する。

1終 わった ら係の表媚 分の欄に シールを貼る

}

曾含購 友達の話獅 こ麗く蕩 暴鍵 警 似器,野購
い う。};す 。 囁;

i・;

友達 の 譜 を静 か に閤 く。:今 日の 学 習:友 達 の護 を

く。1予 定 を言 う。 静か に聞 く。1

⑥給食の献

立を聞 く。

⑦日課帳を

書 く。

鉛筆を待つ。

友達の話 を静かに聞 く。

点線のなぞ 「小さなまる;点 練のなぞ

り讐きをす`を 癬 く。 り書きをす

るaる 。

シー ルを 結 る。

鉛筆を持 ッ

て書 く。

…警する。級瞬の承や

〔テープが勘 るまでりを す る。

レ・轍 を終・・せ
終 了 シー トに シール

を 貼 るよ うにす る。

!TIは 晒Dさ ん 司

i
さんに問いかける。

T3はi尼 童が男

ζ弩讐 しやす噛
ケ

防 レンダー

の ボー ド

マ ッチ ング

TΣ はAさ ん,T2は …馬の マ クネ

・ くん,・ ・はC君 の1.卜 ・一 ト

日薩 馳鐘からないときには ・

教師が示 し,真 似を

するようにする。

分からないときには

教科名の頭文字の ヒ

ン トを与える。

間違えずに1読 めない漢字は教師i

献立をいう司が撚 る・i

i
友達どうし教え合う/

螺 の表
き

陛 色
、r四 季 」の

1・ 一プ

i終 了 シー ト

「I

FF

Aの 天気

の絵

1

。。。名。1終わ。た入。、。∴ 、。D郡 、は。謄 ル
と住駈 を 癬!イ ルに と じ決 ま った さん とB君,T3はC、 シール

・.瞬 所….・ とE君 …,・ ・

天気,ハ ンカチ,ち り紙などの持ち物

が 分か リ シー1Lを 匙 る。

決められた色で色を塗る。

1

昨 日の こ と

を書 く。
…

二寸__
選葉のでない児童は指で数を示す。

O
るすに・つよノ

＼書
ト

⑧終わ りのあい

さつをする。

「これで1時 懸 毘を終わります。3と あいさつする
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2指 導事例 養護学校高等部作業学習 陶芸班

本校で は,集 団の 中で働 くことを とお して,働 くための基本的な力や態度 を育て ると共 に,

生産や販売 に関す る活動を とお して,働 くことの厳 しさや喜びを学 ぶ ことを作業学習のね ら

い と して いる。 これ は,本 分科会の研究経過で挙 げ られて きた 「た くま しく生 きる力」 「自

立 に向けて必要 な力 」を どう育ててい くか とい う観点,ま た授業の中で学習 の個別化 ・集団

化を考 えて い く上で適切 な事例であ ると考え,取 り上 げることに した。

(i)題 材名r植 木鉢作 り』

(2)題 材設定の理 由

陶芸班で は,植 木鉢を主力製品 と して製作 して いる。植木鉢 は,製 作 して い く工程が分業

しやす く,生 徒の課題 に応 じた工程が準備 しやす い特色があ り,仕 上 げを丁寧 に じっくりと

取 り組 ませ るこ とがで きる。 また,製 品 と して商品価値の高い ものが製作 しやす い。植木鉢

は販路が確立 してお り,し か も校内では畑班で朝顔等の鉢植えに使用 するなど,自 分た ちの

作 った製品が身近 なところで使われてい るため,生 徒の意欲を引 き出 しやす い。 この ような

理由か らr植 木鉢作 り』 とい う題材を設定 した。

(3)指 導 目標

ア 立 ち作業 を とお して,働 くたあに必要な体力を育てる。

イ 手 ・指 の機能 を高 め,目 と手の協応動作を向上 させ る。

ウ 反復活動 によ り持続力 ・集 中力を養 う。

工 生産活動 ・販売活動を通 して,社 会の仕組 を学ぶ。

(4>指 導の経過

陶芸班で は,年 間を通 じて粘土を使用 した植木鉢作 りと,ガ ラスを材料 としたペーパ ーウ

ェイ ト作 りを行 ってい る。植木鉢 の製 作は,1学 期の 当初か ら行 ってお り,9月 は,運 動会

のための特別時間割 とな っていたため,本 時は2学 期の2回 目の授業 となる。

⑤ 本 時のね らい

ア 分担 した仕事を正確 にす る。

イ 返事や報告 をきちん とす る。

ウ 学習発表会の販売 に向 けて,陶 芸班のみんなで頑張 ろ うとい う意欲を もっ。

(6)植 木鉢 の作業工程 につ いて

陶芸班 の製品で ある植木鉢を以下の6つ の工程 に分 けて組み立ててい る。

(粘 土練 り班)粘 土のかた まりを細か くち ぎって土練機の 中に入れ る。

セ ンサ ー(補 助具)が 鳴 った ら,土 練機か ら出て きた粘土を針 金で切 り取 り,

↓ 取 り出 し班へ もって行 き,手 渡 しなが ら報告す る。

(取 り出 し班)粘 土練 り班か ら送 られて きた粘土のか たま りを,細 か くちぎって トレーに乗せ

↓

(計 量 班)

↓

(だ ん ご班)

↓

計 量 班 に送 る。

取 り出 し班 か ら送 られ た粘 土 を100グ ラ ムに計 量 す る。10(20)個 で き

た ら報告 し,だ ん ご班 に送 る。

計 量班 か ら送 られ て き た粘 土 を 両 手 で しわ の な い きれ い なだ ん ご に仕 上 げ る。

10(20)個 で きた ら報 告 し,だ ん ご班 に送 る。
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(ひ も班)

(仕 上げ班)

だん ご班 か ら送 られて きただん ごを,規 旛 にあ った長 さや太 さのひ もにす る。

5(10)本 で きた ら報告 し,仕 上げ班に送 る。

ひ も班か ら送 られて きたひ もを石膏型の中で組み上 げ,植 木鉢 に仕上 げる。

底作 り→側面作 り→押 しつけ→ 内壁整形→縁整形→完 成

1鉢 で きた ら報告 す る。

(7>本 時の展開(後 頁参照)

(8)生 徒の実態 と本時の 目標(植 木鉢の各工 程か ら1名 の生徒を選んだ)

生徒 作 業 の 様序 体 時の工劃 本 時 の 目 標

A

1年

(女 子)

手先が糊 で細か酢 業で も持続 しz

行 うことがで きる。遅い ところがあ る;

が仕事が丁寧で確実であ る。あい さっ,

返事,報 告の声が小 さいときがあ る。

1

仕 上 げ 班

1
峯

i

・あ い さっ ,返 事,報 告

を 大 きな 声 で す る。
蚤

・良 い製 品(植 木 鉢)を

多 く作 る。

B

2年

(女 子)

好 きな仕事な ら集中力を持続 させ るこ

とがで きる。気持 ちが不安定な ところ

が あるが,指 示理解が高 い。細か い仕

事よ り大 きな動作の仕事が好 きで ある。

計 量 班

・計 量 ミスを しな い よ う

仕 事 をす る。

・い っ で も返 事 や 報 告 が

きちん とで きる。

C

3年

(男 子)

粘土 を練 る仕事が大好 きで,夢 中 にな

って行 っている。指 先の力,腕 力が強

く重い物 で も持 つ ことがで きる。手順

とちが った機械操作 を行 うことが あ る。

粘土練り班

・セ ンサ ーが 鳴 っ た ら粘

土 を切 る。

・土 練 機 の正 しい使 い方

を す る。

t9)本 時の評価

ア 自分の仕事 を正確に行 えたか。

イ 返事や報告が きちん とで きたか。

ウ みん なで頑張ろ うという雰囲気を もてたか。

qo)座 席表(作 業配置図)黒 板

O(c)tMT)

[]◎ ・ ・ ◎ ・
土練機

0

0

取

出

し

班

(B)(T2)

○ ◎

計量班

だんご班

0

0

0

ひ

も

班

仕

上

げ

班

OO OO(A)

0 ガ ラス加工

0 0

◎ 教員

○ 生徒

Ql)学 習活動の個別化 ・集団化の観点 と本授業案 との関係

ア 実態把握 にっ いて

本分科会の研究経過の中で,生 徒の様子 を肯定 的に とらえることの重要性 が論 議 され,
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本指導 案で取 り上 げた3名 にっ いて も,生 徒の興 味 ・関心 を大切 に しなが ら,今 で きるこ

とや もう少 しでで きそ うな ことを,教 師が正確 にとらえるよ うに心がけた。

イ 個 々の 目標設定 について

スモールステ ップで課題が達成で きるように具体的な目標 を設定す るように配慮 し,生

徒がよ り意欲 的に学習 で きるよ うに した。

ウ 授業 の流れについて

植木鉢 作 りを題材 に した作業学習で は,導 入の部分は集 団で あるが,い ったん作業が始

ま ると分業によ る流 れ作業 となるため,個 別の学習形態を とることになる。 自分の分担 し

た工程 が,次 の工程 に とって大切で あることをで きるだけ理解 させ るために,自 分の分担

した工 程でで きた物 を次 の工程へ運ぶ仕事を取 り入れた。 また,自 分の仕事の量(成 果)

が分か るよ うな教材(シ ールを使 った出来高表)な どを用 意 し,ま とあの時 にそれを見せ

なが ら感想や反省 を発表す る と,各 工程の仕事の全体化 が図 られて くると考え,ま とあの

学 習には特 に時間をかけるよ うに した。

工 学習環 境について

工程 がスムーズに流 れ るよ うに机の配置を工夫す るとともに,生 徒同士が机を はさんで

向かい合 うよ うに して,お 互 いの仕事ぶ りが 自然な形で意識で きるよ うに した。 また,教

室中央にあ る黒板 をどの位置 か らで も見え るように し,本 日の作業 内容,目 標,工 程の分

担な どすべてが一 目で確認で きるよ うに配慮 した。

オ 学 習活動の支えについて

① 教 材 ・教具

例えば生徒Cは,粘 土 を練 る仕事が好 きで,夢 中 にな って仕事 を行 って いるが,ね りあ

が って出て くる粘土 が長 くな って も気付か ない ことが多 い。そ こで粘土が50セ ンチ 出た

ところで 自動的にチ ャイムのなるセ ンサーを補助具 と して製作 し取 り付 け,粘 土の長 さに

気付かせ るように した。 また土練機 に手が巻 き込 まれないよ うな補助具 も用意 した。 この

ような補助具の用意 は,ほ んの一例で はあるが教師の支援 の一つで ある。

② 教師の支援

生徒の実態把握や本時の個人 目標 な どを教師が理解 してい るのはい うまで もないが,さ

らに刻 々と変わ る生 徒の授業中の様子(体 調,集 中力,持 続力,疲 れ等)を きちん と把握

した上で,そ の場 に合 った対応が 必要で ある。指導案上にそれ らすべて を記入す るの は難

しいが,い かな る場面で もよ り良 い支援がで きるよ うに準備 してお くことが重要であ る。

③T・Tの 在 り方

全体で指導 してい るときは,サ ブTは 生徒が集 中で きるよ うに補助す る必要があ る。分

業で作業を行 ってい るときは,学 習活動が個別化 してい るので,そ の工程が周 りの工程 と

連動 して いることを理解 させ るよ うなはた らきか けが大変 重要 である。 その ため には,生

徒の実態把握や個 々の 目標は もとよ り授業全体 にわた る教 師間の共通理解が必要であ る。

力 評価 につ いて

本時の評価で は,自 分の仕事 に集中 して良 い製品をた くさん作 る とい う観点を取 り上げ

たが,さ らに,み んなで協力 して頑張 ろ うという雰囲気が もてたか ど うか とい う点 も評価
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(7)本 時 の 展 開

教 師 の 活 動 ・ 支 援

指導内容 学 習 活 動 一Il
8指導上 の留意点 メインTの 動きT・Tの 動攣 材報

あいさつ 希望者か ら1名 選び,号 令をかけあい さつを 1か 月ぶ りの作 業の授 業 リーダーの教師やあい さつす る
言黒 板

す る。 なので自分 のや っていた 生徒 に徒に注 目で きるよ うにす

仕事を再確 認できるよ う る。(T全 員) ネ ー ムプ レ

呼名 今 日の作業内容 ・担当す る工程を確認す る。 に指導す る。 一 ト

本時の作

業内容 ・

工程分担

1

自分た ちのAの 努力 目標を考え,み んなで1全 員で 目標を言 。た後,

確認す る。 …さらに個別に質問を して

生徒とい・し・に声を出して副 工程表
認 する。(T全 員)'

の説明
ξ職 す る

.(A,B)

本時 の目 翼体的な植木鉢の鋤 を・1
標 冒標にす ることによ って

全体で頑張 ろうとす る意

1欲を高め,雰 囲気鰹 り
!

i老rる ような謝 をす

1

;
A

5

B{c 〔

作業準備 いすを教 室の外 に出 し杭 を配

作業準備を始 めることで

仕事が始 まることを意識 森 会禦 奮蒙艦 響 ll(桔 土 練 り

作業開始
蟹 し道 異 ・材料 を準備 するQ

土練機 にセ ン

できるようにす る。

ルールに従 って粘土をち 妻墨築 をはず、ない。,に岬
道員 ・材料を サ ー とカバ ー1ぎ る よ う に し,危 険 な こ 5～6分 ごとに声かけをす る。 ・セ ンサ ー 巻

もれな く用意 をつけてスイ とを しないように安全管 …(T3) き込 み防止

す る。 ッチ を 入 れ る。 理に注意する。(c[ カ バ ー(補

ひ も班 か ら送

られて きたひ

もを石膏型の

100グ ラム の

粘土 を 計量 し,

10個 で きた ら

報 告 し,次 の

セ ンサーが な

った ら粘 土を

切 り,次 の斑

・ 助 具)

計 量 を 正 確 にす る こ とが;誤 りが な い か チ ェ ッ ク し,正 確1

講 讐 鍮 塞1に 計量できてい畷 める・ 鵬 購
中成型す る。 工程に送 る。 に 運 ぶ 。 ようにする.(B惣

凝 嘩 編 羅i

おぼん

({f上 げ

魔 こ注意できるように 魅 ん、、た製晶。な。ている
班)

植木鉢石膏
,

十分にカを入れてめん棒
'か 確 認 す る

。(M) 型 柄 こて
で壁面を叩いているが, 弓 手回 し

佳上げは丁寧か,穴 の位 ろ くろ 粘

置は適当か等の声かけを 、土 板 水

しなが ら確認で きるよ う めん棒

にす る。(A)

作業終了 報告を大 きな声で しっか

片付け 自分の使 った道 具を溺 定の位 置に もど し,鴻

掃分担 の仕事 をする。

りさせ る。(A.B.C)

自分 の 分 担 に責 任 を もた 舗 磐磐蟹 と一緒に螂 奪
せ る。(A,B,C) 1ほ う き ・モ ッ 洗い場 机ふき係

プ係 洗い場に運ば 机 の上の細 か ・物 を寄せ て掃 くようにさ …

闘

ほ うきで掃い

てか らモ ップ

れた汚 れ物 を

洗 う。

い粘土 を集 め,

雑巾で拭 く。 鍮 鵬 菟、落、て。1一緒に洗し'鵬7る ・
を か け る。 るか確認 させ る。(B) 拭 きかたの見本をみせて,ま ね

拭 き残 しが な いか ・一緒 に がで きるよ うにする。(T3)

み る。(C)

作業日誌 作業 日誌に反省や感想を記入
し,授 業の担 当の教員に持 っ

日誌を教師の
ところへ持 っ

奪

誓謙 蕪 亀、や儲 購 欝 誓岬 に本
.

作業日誌
筆記用具

て い く。 て い き,一 緒 すいよ うに,興 体的 な声
に確認 しなが かけを多 くする。(C) 発表 して いる生徒や先生を注 目 本 日製作 し

反憲 ・感 ら記入す る。 で き る よ う にす る。 た製品
想発表 今 日の 自分の仕事を振 り返 り, 各工程の仕事を全体化 し,,

今後の予
反省や感想を発表す る。
教師(M)の 語 を聞 く。

先生 と一緒に

発表す る。 齢 辮 譲 。U
定 を褒め,次 回への意欲に

,

つ な げ る。

残業確認 希望者 か ら1名 選 び,号 令 を 担当生徒の良か った点を
あい さつ か け,あ い さ つを す る。 みんな に知 らせ る。

次薗以降への見通 しが も

1て るよ うに す る・ 、i
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の 観 点 と して考 え た。 これが 分 業 で 進 め る作 業学 習 にお いて,集 団 の 中で 個 と集 団 とが か

か わ る大 切 な 点 だ と考 え る。

Vま とめ と今 後 の課 題

1ま とめ

(1>私 た ち は,児 童 ・生 徒 を 見 る と き,ど う して も,で きな い こ とを,で き るよ うに しよ う と

す る ため,で きな い こ とに 目が い きが ちで あ る。 しか し,ま ず,児 童 ・生 徒 の で き る こ とを

見 取 り,「 ～ を す るの が好 きJ「 ～ がで き る 」 とい うよ うに実 態 把 握 を し,興 味 ・関心 ・意

欲 を大 切 にす る こ とを まず 共 通理 解 した。

(2)各 校 の 授 業 を 見 学 し,具 体 的 な 児童 ・生 徒 の イ メー ジを もち なが ら,一 人 一 人 の 力 を 引 き

出 す に は どの よ う に授 業 を 工 夫 して い った らよ いか 話 し合 った。 本 分 科 会 の メ ンバ ー は,同

じ障害 種 別 に所 属 して い た た め,児 童 ・生 徒 の見 方 も具 体 的 で,同 じよ うな観 点 で 話 し合 う

こ とが で きた。 実 際 の 授 業 の ビデオ を 視聴 しなが ら,KJ法 によ り分 析 し,授 業 の 構 造 化 を

行 った のが,r授 業 の 構 造 図 』で あ る。 一 っ 一 っ の項 目 に あ る こ とが すべ て 配 慮 され た と き

「一 人 一 人 が力 を 出 した学 習 活 動 」 にな る と考 え た。

さ らに,学 習 活動 を 「集 団 か ら個 へ 」 「個 か ら集 団 へ 」 「両 方 に か か わ る こ と」 とい う観

点 で 整 理 し,『 学 習活 動 の集 団化 ・個 別 化 か らみ た指 導計 画 作 成 の 観 点 』 の 表 を 作成 した。

(3)2っ の 表 を基 に,指 導 案 を 作成 したが,観 点 項 目を 全 て指 導 案 に書 き込 む こ とは難 しく,

本 時 の 流 れ の な か に,「T・Tの 動 き」 「教 材 ・教 具 」 の欄 を設 け る な ど,学 習 活 動 で は,

集 団 の 中で 「個 」 の活 動 が浮 か び 上が る よ うに,書 き方 を工 夫 した。 指 導 案 を 作 成 す る際,

学 習 内容,児 童 ・生 徒 の学 年 や 人数,教 員 の 人 数 等 が 異 な るた め,観 点 項 目の ど こ にポ イ ン

トを 置 くの か,ま た,授 業 の な か で不 足 して い る部 分 は どん な こ とか等 につ いて,今 後,表

と照 ら し合 わ せ る こ とが で き る と考 え られ る。

(4)授 業 の 流 れ の 中 で,児 童 ・生 徒 が も う少 し頑 張 れ ば で き るよ うな こ とを個 人 目標 と し,本

人 が,興 味 ・関 心 を も って,自 分 か らで きる よ うに な る たあ に,教 材 ・教 具 を 工 夫 し,ど の

よ うに学 習活 動 を作 り,ど の よ う に教 師 が 手助 け をす るの か とい うよ うに,「 教 師 の 支 援 」

の ポ イ ン トが,明 確 に な って き た。 また,一 つ 一 つ の議 論 は,研 究 の 方 向 を決 め るの に 役

立 った ば か りで な く,実 際の 授 業 に生 か せ る研 究 に な った と考 え て い る。

2今 後 の 課 題

(1)r学 習 活 動 の個 別化 ・集 団化 か らみ た指 導 計 画 作 成 の観 点 』 の表 は,一 っ の授 業 か ら一 般

化 した もの で あ る。 「実態 把 握 」 「目標 設 定 」 「学 習環 境 」 「学 習 活 動 の 支 え(教 材 ・教 具,

教 師 の 支 援,T・Tの 在 り方)」 「評 価 」の 他 に も配 慮 す べ き点 が あ る と予 想 され る。 ま た,

それ ぞ れ の 観 点 にっ い て もま だ 十 分網 羅 され て い る と はい え な い ので,今 後 さ らに検 討 して

いか な けれ ば な らな い と考 え る。

(2)「 教 師 の 支 援 」 を 大 き くと らえ る と,前 述 した観 点 に基 づ い た指 導 のす べ て に な る。 しか

し,さ らに具 体 的 に 「教 師 の 支 援 」 を と らえ る に は,言 葉 か け や接 し方 等,そ れ ぞ れ の 項 目

に対 し詳 細 な検 討 が 必 要 で あ り,多 様 な事 例 研 究 を とお して,深 め る必 要が あ る。

(3)私 た ち は,一 単 位 時 間 にお け る 「一 人一 人 が力 を 出 して 学 習 す るた め の授 業 の 工 夫 」を 考

えて きたが,単 元 を 計 画 す る際 の 工 夫 の仕 方 も検 討 す る必 要 が あ る。
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児童 ・生徒 の実態 に応 じた,

意思の伝達能力を高める指導の工夫

1主 題設定の理由

本分科会 は,小 学校の精神薄弱学級,ろ う学校,肢 体不 自由養護学校,精 神薄弱養護 学校

の10名 の教師 により構成 されてい る。各研究員の学校 に在籍す る児童 ・生徒の障害の重度

・重複化,多 様化の状況 は恒常化 してお り,養 護 ・訓練 の指導計画,指 導内容等の これまで

以上の工夫 と充実が課題であ る。

そ こで各研究員の事例 を もとに,養 護 ・訓練指導上 の課題,指 導の工夫 にっ いて協議 した。

各事例 を分析,考 察す るなかで,す べての事例 に共通の課題 として上 げ られ たのが,意 思の

伝達 に関す る ことで あった。例えば,運 動 ・動作を主な養護 ・訓練の課題 と して上げた事例

で も,児 童 の様子 を改 めて分析す ると,運 動 ・動作面での問題 の背景 に意思の伝達が大 き く

かかわ って い ることが分か った。.

このよ うに,意 思 の伝達能力 を高 める ことが,各 事例の養護 ・訓練 の指導 に共通す る もの

であ り,本 分科会 では,研 究 の中心 を意思の伝達 と した。

II研 究 の方 法 と経過

5月 ～6月

各研究員が事例を報告す るとともに,研 究 テーマにっいての意見交換を行 った。

7月 ～8月

研究主題を意思の伝達 と した。

基礎研究 … 学習指導要領 を もとに,本 分科会 としての養護 ・訓 練の構造 を検討 。

整理 した。意思の伝達 に関 す る指導法 にっ いて,文 献研究を行 った。

9月 ～10月

事例研究 … 代表的な事例を取 り上げ,実 態把握,課 題の設定,指 導計画,教 材

・教具 など養護 ・訓練 の指導 の工夫 にっ いて検討 した。 これ に基づ

いて,3事 例の研究授 業を行 った。'

11月 ～2月

研究授業の結果を整理 し,報 告書の内容の検討及び修正 をす るなかで,意 思の伝達

能力を高 ある指導の工夫 にっ いて,共 通す ることを整理 した。併せて,研 究会の発表

準備を行 った。

皿1研 究 の内容

1養 護 ・訓練 の中心 と して の意思の伝達

研究の主題の項で述べ たよ うに,本 分科会で は養護 ・訓練 の中心 を意思の伝達 と考え る。

それ は,以 下 のよ うな協議 に基づ いてい る。

各研 究員が養 護 ・訓練 に関す る児 童 ・生徒 の実態把 握を す る過 程で,共 通の課題 と して

浮 かび上が って きたのが,意 思の伝達 にかかわ る部分であ った。 「身体の健康 」に大 きな課
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題 がある と思われ る児童 ・生徒の場合,健 康

を維持 ・増進す るため には,他 者の援助 の下

で その課題 は達成で きる。 しか し,そ のため

には,自 分 と他者 とのかかわ り,す なわち受

容 一 伝達 といった意思の伝達が整 って いる

ことが重要であ る。 「運動 ・動作」の面で課

題が ある児童 ・生徒の場合 も,日 常生活 に必

要 な基本動作 は,自 らの意欲 と他者 の援助 に

よ って習得,改 善で きるものであ る。 まず,

他者 との関係が よ りよい状 態であ ることが基

礎 となる。同様 に,「 環境 の認知 」に課題が

ある と思われ る児童 ・生徒 も,自 分 の周 囲の

人 や物の受容や,伝 え る手 だてや伝 えよ うと

す る意欲が大切であ ることが分か った。 この

よ うに,あ らゆる課題の中心 に,

図1養 護 ・訓練の構造

意思の伝達が あるとい うことが明 らかにな った。意思の伝

達 の能力が高め られ るな ら,心 理的適応 の面 で も障害を克服す る意欲 も向上す るであ ろう し,

よ りよい対人関係が形成で きると考え られ る。 また,周 りの環境 に対 す る心理 的適応が改善

され ることで,感 覚諸器官を使 って環境 にはた らきか けるといった環境 の認知の面の発達 も

促 され る ことになる。 さ らに,様 々な概 念の形成へ と発展 してい くもの と考え られ る。

すなわち,意 思の伝達能力が高め られ ることによ り,心 理的 に適応 す る力,環 境を認知す

る力 も高ま って くる。 また,意 思の伝達能 力は運動 ・動作の能力をよ りよい状態で発達 させ

ることにっなが る。 そ して,運 動 ・動作 の能力の 向上 は,身 体 の健康によ って支え られてい

る。 このよ うに,養 護 ・訓練の5っ の柱 は,相 互 にかかわ りあいなが ら,児 童 ・生徒の心身

の発達 の基盤 を培 って い くものであ る。 これを示 したのが,図1で あ る。

2意 思 の伝達 を高 めるため に大切な こと

教 師は児童 ・生徒一人一人 に願いを込 あて指導 して いるが,そ の共通 する こと として以下

の ことが上 げ られ る。

児童 ・生 徒 に は現 在,将 来 にわ た って,生 きて いて 楽 しい,幸 せ だ とい う気 持 ちを も

ち,社 会 の 中で よ り多 くの 人 とか か わ って生 きて 欲 しい。

社会 で生活す るたあに必要 な力の基礎 とな るの は一つ には意思 の伝達能力が あ り,児 童 ・

生 徒の力 を高 める ことは,養 護 ・訓練 の 目標 である。 しか し,意 思の伝達の実際の指導では,

児童 ・生徒がか かわ り合 って伝達 ・応 答で きる場面が限 られがちであ り,日 常の生活の中で

伝達 ・応答の場面が広が りに くいとい う課題が ある。 この課題 の改善 を図 るために,ま ず教

師 との人 間関係 を大切 に した意思の伝達 の指導が必要であ る。

そ こで,意 思の伝達の指導を充実 させ るためには,次 の3点 を押 さえることが大切であ る

と考 え る。
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・自主 的な態度を身 に付 けること。

・人 と楽 しくかかわ る こと。

・経験 や生活の幅 を広 げる こと。

3指 導 の改善 を図 るために大切 な こと

(1)個 に応 じた指導 の構造 化

養護 ・訓練 の指導 は,児 童 ・生 徒一人一人の課題を明確に し,そ れ に応 じた指導をす る。

そのたあ には,次 のよ うな流 れで個別指導計画 を作成 し,指 導を進 める ことが望 ま しい。

塵 ヨ… … 定一 導仮一 囲 ⇒匡回
(2)実 態把握

児童 ・生徒の障害の状況 と生育歴,そ して養護 ・訓練の5つ の柱 と18の 内容 に基づ いて

実態把握を行 う。

児童 ・生徒の実態把握 は,各 学校で工夫 されてい るが,各 研究員の事例で も,い くつか把

握すべ き内容が不足 して いることが あ った。 このために,養 護 ・訓練の指導のための実態把

握 として,5っ の柱 と18の 内容を踏 まえ ることが必要だ と考 えたか らで ある。

(3)個 に応 じた課題 の設定

児童 ・生徒の実態 を正確 に把握す る ことによ り,養 護 ・訓練 の課題 を明 らか にす る。特 に

人 とのかかわ りの中で,自 分 の気持 ちを伝え た り,相 手の気持 ちを受 け とめた りす る力を身

に付け させ るために,意 思の伝達能 力を高 める ことにかかわ る課題 を中心 に,児 童 ・生徒の

実態や発 達段階 に応 じて検討 し,課 題 を設定す る。

(4)指 導仮説の設定

(3)で設定 した課題の根拠 とな る実 態に対 して,そ の問題の背景を明 らかにす る。 その上で

対象児童 ・生徒の意思の伝達に関す る指導仮説 を,指 導の内容 と方法 について養護 ・訓練の

時間の指導 と してだけで な く,他 の具体的場 面へ の広が りを も見据 えなが ら検討 する。

(5)題 材 と題材設定の理由

指導仮説 に基づ いて,題 材を設定す る。

◎児童 ・生徒の興味 ・関心が高 いと考え られ る内容

◎感動,喜 び,楽 しみが味わえ る内容

◎主体的 に意思 を伝達 しよ うとい う欲求や意欲を育て ることがで きると思われ る内容

以上の3点 は,ど の指導で も重要 なこ とであ る。意思の伝達 の指導で は,児 童 ・生徒が進

んで題材 にはた らきか け られ るよ うにす る こと,教 師 と気持 ちの共有がで きるようにす るこ

と,教 師や周 りの児童 ・生徒 に伝え たい とい う気持 ちを もたせ るよ う工夫す ることが重要で

あ る。 そのたあに,こ の3点 を踏 まえ た題材 を設定す ることが望 ま しい。

(6)指 導 の形態

養護 ・訓練 は,「 時 間の指導 」 と,他 の領域 ・教科の中で養護 ・訓練 に 「関す る指導jと

で指導 され てい る。意思 の伝達 の指導 は,学 校教育全体で行 われる ものであ るが,児 童 ・生
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徒の課題 によ っては,養 護 ・訓練の 時間,関 す る時間の双方又 はどち らかの指導 の形 態が可

能であ る。 どの形態で指導す るか は児童 ・生徒の課題 に応 じて設定す る。

(7)教 材 ・教具の工夫

児童 ・生 徒が興味 ・関心 を もち,主 体的に表現 しよ うと動機付け られ るよ うな教材 ・教具

を工夫す ること。伝達手段 は,児 童 ・生徒の障害の状況や発達の状 態に合わせて選択 す る。

⑧ 教 師の指導 ・支援の工夫

児童 ・生徒が,安 心感 を もって活動で き,人 とかかわ る喜 びや,伝 え合 う喜 びを共 感 しあ

うよ うな指導 や支援の仕方を工夫 した。

(9)評 価

児童 ・生徒 の観察を通 して,意 思を的確に伝達で きて いたと思われ る場 面を記録 して お く

ことによ り,新 しい課題が発見 され る。授業 の様子 を,ビ デオや写真によ って記録 し分析す

ることによ って,教 師の指導の仕方 とそれに対 する児童 ・生徒の反応 の仕方 の両面が評価で

きる。

また同 時に,(2)か ら〔8)に添 って指導の手立 てを評価す る。

IV指 導事例

1事 例1進 行性の障害のあ る児童 に友達 や教 師 とのや り取 りを促す指 導

(1)児 童の実態

児 童 年齢11歳(精 神薄弱養護学校 小学部6年)男 子

障 害 精神発達遅滞 疾病 ム コ多糖症

生育歴 病 気 は進 行 性 の もの で あ る。 歩 き始 め は1歳6か 月 ごろ。

● 二 語 文 は3歳 ごろ 出 て い た。

教育歴 小学校3年1学 期まで,精 神 薄弱学級 に在籍。

身体の 睡眠の リズムは安 定 してい る。 出され た食事 は好 き嫌いな く食 べる。

健康 排せっの 自立は確立 していない。

心理的 安定 した気持 ちでい られ る ことが多 いが,で きないい ら立 ちか ら声を発す ること

適応 があ る。集 中で きる限 られ た条件で相手 と目を合わせ ることがで きる。

慣れない場所,状 況 や雰 囲気 に対 し不安を示す。

環境の 興 味ある物(食 べ物 に結 びっ くもの,絵 本)を 探 す ことが ある。

認知 指 先で物 をっかむ ことがで きる。簡単なペ グさ しができる。

足元 の段差 を意識 して歩 くことがで きる。

運 動 ・ 自立歩行がで きる。階段昇降 も自力 でで きる。関節 の可動範囲が狭 い。
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筋 力 が 弱 く,ど こに で も もた れ掛 か る こ とが 多 い。

意思 の 名 前 を 呼 び 教 師 が 手 を 差 し出 す と,手 を握 ろ うと す る。

伝 達 「ち ょうだ い」 と教 師 が 手 を 差 し出 す と,も って い る もの を 渡 して くれ る。

嬉 しい と き に は表情 が 和 む 。 嫌 な と きは,手 を払 い の け た り 「い や 」 「い た い 」

等 の 言 葉 が で る と きが あ る。

(2}指 導仮説

興味 ・関心の ある もの,楽 しい活動 など快の状態を中心に活動で きる場面を多 く作 り出す

ことによ り,感 情や表情が豊か になる。 それが,も う一度や りたい見たい とい う意思表示の

行動 にっ なが り,友 達 や教師 との や り取 りへ と発展す るであろ う。

(3)指 導 の工夫

指導仮説 に基づ いて,本 事例で は指導場面,題 材並 びに教材 ・教具の工夫 を行 う。

本事 例で は,養 護 ・訓練 での課題 と指導 を考 え るとき,進 行性の障害の ある児童 にとって

何が大 切な ことかを話 し合 った。 身体機能の現状維持 を図 るための運動 ・動作の指導 は大切

な ことで あ り,こ れ は継続す る必要があ る。 しか し,本 児に とって もっとも大切 な ことは何

であ るか改 めて考えた とき,友 達や教師 とのかかわ りや,自 ら活動す ることを楽 しい と感 じ

る ことで あろ うと共通理解 した。す なわ ち,本 児が 「生 きていてよか ったJと 思え るよ うに

生 きて ほ しい とい うことが教師の願 いで あ り,そ の ため には どのよ うに指 導 した らよいか に

ついて,研 究 員間で協議 した。 まず,本 児の実態を話 し合 う過程で,ど んな ことに興味 ・関

心 を示す のかを探 り,そ れ を大事 に しなが ら次の点 を踏 まえた教材を考え ることに した。

・興味 ・関心を大切 に し,そ れを引 き出 しなが ら快 の表情が 出るようにす る。

・自発的な行動を しよ うとす る心 の動 きを受 け とある。

・児童の反応を確かめなが ら,感 情 を共有で きた ときの喜 び方,褒 め方 を工夫す る。

・スキ ンシ ップを大切 に し,心 を開 くよ うにす る。

・場 面や状況,児 童の様子な どか ら心の動 きを受 け とめ,言 葉か けを多 くし,声 や表情,動

作な どに意味付けを し,自 信を もたせ る。

・写真や絵 などの視覚教材を伝達の補助手段 と して使え るよ うに入れて い く。

(4}課 題設定

進行性の病気の ため,能 力全般 にわ たって退行が見 られる。 日常 生活 においては,運 動 ・

動作 にかかわ る問題が大 きいため常 に介助が必要であ る。 感情 や意思 の表出は多少 あ り,人

とのかかわ りを求 めること もある。1年 ほどス トレッチ体操 や身体を動かす ことを重点 に し

た指導 を行 った。 その結果,大 きな関節,特 に腰を動かす ことが以前よ りも柔軟 にな った。

そ こで2学 期 は運動 ・動作の維持の たあの ス トレッチ体操 は課 題 と して継続 しなが も,心 理

面,認 知面,特 に人 との かか わ りを課題 として指導す ることと した。

(5}研 究授業

ア 教科 ・領域 「日常生活 の指導 」

毎朝 登校時か ら約1単 位 時間の指導 であ り,そ の 中に約20分 ほど,朝 の会を設定 して
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いる。

イ 題 材 「朝の活動」

ウ 題材設定の理 由

人 とのや り取 りは,広 く社会の中で育 まれ発揮 され ることが望 ま しい。 しか し,人 との

や り取 りが十分 にで きない本児 にとって,ま ず教師 とのかかわ りか ら始 めることが大切で

あ り,ま た,毎 日継続 した指導が必要で ある と考えた。

朝の活動 は児童の健康観察 は もちろん の こと,あ い さつ,着 替え,排 せっ,体 操等の内

容 を毎 日繰 り返 し行 ってい る。本学級 は児童1名 の学級であ り,1対1で 朝の活動 を行 っ

て い る。 この毎 日の繰 り返 しと1対1の 状況で,人 とのや り取 りを促す指導が丁寧 に行え

る と考 えた。

エ ね らい

・教 師の動 きや題材を よ く見て,笑 顔 や言葉 で表現す る。

・題材 に対 して,自 分か らや りたいと行動で表す。

オ 内 容 登校 ・荷物整理 ・着替え ・ス トレッチ運動 ・朝の会

力 学 習内容,教 材 ・教具の工夫

本児はパ ン,お 菓子 などの食べ物 に興味 ・関心が高 く,食 器,調 理器具 にも興味を もっ

てい る。 これ らの物 には,自 分 か ら手を 出す ことが多 く,よ く見 るため,教 材や学習内容

と して導入で きる。

そ こで,朝 の会で これ らの物 を使 って,給 食調べ とい う学 習内容 を設定 した。給食調べ

は,メ ニ ューや食品の名称の理 解を図る ことで はな く,本 児 と教師 がや り取 りす る題材 と

して取 り上げた。具体的には,本 児の関心 を引 くであろ う鍋(実 物)の 中に,給 食の食品

の模型や写真をいれてお き,教 師 とともに蓋 を開 ける,パ ンを見つけて喜ぶ,一 緒 に食品

の模型や写真を黒板 に貼 るとい った一連の行動を とお して,や り取 りを楽 しむ。

キ 展 開 朝の会

学習内容 児 童 の 活 動 教師の支援 ・留意事項

・あ い さ つ ・朝 の あ い さつ を す る
。 ・教師 と目を合わ させてか ら言葉か

け をす る。

・名前を呼ばれ た ら,返 事 や握手 ・声 が 出な い場 合 は,握 手 を も とめ

をす る。 る。 ハ ンカチ を 使 って 「い な い い

な い ば 一jを した り,児 童 の体 を

くす ぐった り して,笑 顔 や 行動 が

出 やす くす る。

・名 前 カ ー ドを 黒 板 に貼 る。 ・うま く枠内 に貼れない場合 は何 回

か や り直 しを させ る。

・今 日の 予定 ・今 日の 学 習 活 動 内 容 を 聞 く。 ・教 師 に注 目 させ て か ら話 しか け る。

・学 習 カ ー ドを 黒 板 に貼 る。
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・給 食調 べ

・身体活動

・鍋 を も って 登場 す る教 師 に注 目

す る。

・鍋 の 蓋 を開 け る。

・パ ン,牛 乳,サ ラ ダの写 真 を黒

板 に 貼 る。

・音 楽 に 合 わ せ て リボ ン体 操 をす

る教 師 の動 きを 見 て楽 しむ。

・鍋の中 に何が入 って いるか関心を

向 け,蓋 を とって見 ることを促す。

そのたあに,鍋 の中には児童の好

きなパ ンの実物大の模型を入れて

お く。

・表情が よければ見 る活動を続け,

手 を出 した らリボ ンを渡す。

ク 評価

・(児 童の様子)教 師の動 きや,題 材 をよ く見て,笑 顔や言葉がでて いたか。題材 に対

して,自 分か らや りたい と行動で表せたか。

・(学 習内容等)本 児の興味 ・関心 のある もの,楽 しい活動,快 の状態を 中心 に活動で

きる場面を多 くす るため に,指 導計画,題 材 の工夫 などが どの ように実施 され たか。

⑥ 結果の考察 と今後の課題

本児の興味 ・関心を もとに,表 情や行動で教師 とのや り取 りによ り,ど う楽 しめて いるか

を指導の重点 に置 き事例研究を行 った。

児童の反応 として,表 情が柔 らか い,教 師を よ く見ていた,給 食調べ を中心 によ く手がで

て いた。ハ ンカチを使 っての ヂいないいないば一」でハ ンカチを取 ろ うとした り,鍋 の蓋 を

開 ける場面で は中をのぞ いた り,パ ンに手を伸ば した り しなが ら,や り取 りがで きて いた。

リボ ンを使 っての遊戯で は嬉 しそ うな表情 と,リ ボ ンを取 りに動 き出そ うとす る場面 があ っ

た。

一方,教 師 の言葉 のかけ方,特 に褒 ある言葉か けにおいて課題があ る。着替えの場面 では

ただや らされ ている とい う印象が あ り,も っと感情を込め,例 えば母 親が子供に接す るよ う

な言葉 かけ等の工夫が必要 である。教師が差 し出 した リボンを児童が もった とき,渡 して し

ま うのではな く一緒 にその リボ ンの端 を もって踊 って いれば,も っとや り取 りが深 ま ったで

あろ う等の反省が 出された。

このよ うに,指 導 仮説 に基づ いて工夫 した ことにっ いては,概 ね達成で きた と言え るが,

教 師の支援 について,幾 つかの改善点 が指摘 され た。

進 行性 の疾病 があ る場 合で も,本 児の もてる力を発揮 させ,高 める指導の可能性 は十分に

あ ることが この研究を とお して分か った。今後 は さらに本児の興味 ・関心 を探 り,そ れ に基

づいた指導の工夫の中で,人 とのや り取 りを促 し,学 校生活や社会生活で本児が人 とかかわ

る力を広 くもて るように支援す ることが,課 題 であ る。
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2事 例2コ ミュニケー シ ョン手段 を工夫 して意思の伝達能力 を高め る指導

(1)対 象生徒の実態(中 学 部1年 入学 時)

身体の

健康

年齢14歳(ろ う学校

障 害 聴覚障害

3年 生 の2学 期 まで,通 常の小学校 に在籍 して いたが,そ の間,言 語指導 は受 け

ていない。3年 生の3学 期か ら,ろ う学校の小学部 に在籍 した。

生活 の リズムや生活習慣 にっいては年齢相応 に発達 している。

心理 的 いろいろなこ とに興味 ・関心を示す。

適応 積極 的に人 とのかかわ りを求あよ うとす る。人の話を聞いた り,指 示に従 った り

して行動す る習慣や態度があま り身 に付 いて いない。

環 境 の サ イ コロを 使 った 遊 び で は,自 分 で ル ール を 作 って楽 しむ こ と もで き る。

認 知 物 の 機 能,属 性,形,色,数 量,空 間,時 間 等 の概 念 把 握 はで き る。

平 均 聴 力 レベ ル は,右88.7dB左83.7dBで,保 有 聴 力 はあ る。 しか し,

理 解 で き る言 葉 が乏 しい た あ,あ ま り活 用 され て い な い。

運動 ・

動作

意思の

伝達

音 との協応 を必要 とす る面を除 いて は,

2～3音 節 の ごく簡単 な名詞をた まに発声 しなが ら使 う程度であ るが,伝 え る

意欲は旺盛で,自 分の言 いたいこと,聞 きたい ことは,身 振 りを した り絵 を描 い

た り,言 語以外 のあ らゆる方法を使 って伝えよ うとす る。 しか し,一 方 的な表 出

が多 く,お 互 いの気持 ちを分か り合 って楽 しむまで には至 っていない。

小学部 での指導 によ り,一 音であればかな りきれ いに発音で きるが,単 語 にな

るとなかなかスムーズに言えない。 日常生活で は,あ る程 度覚えた言葉で もほと

ん ど音 を意識 して発声 しないで,「 あ一あ一」 「い一」な どと言いなが ら身振 り

で済 まそ うとす ることが多か った。

本生徒 は,言 葉で表現 したい とい う意欲 はあ る。 しか し,言 葉の指導を受 ける

ことに積極的で はな く,日 常生活 の中です ぐに使 って喜 びを味わ うことがで きな

い もどか しさを感 じていたよ うで ある。
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(2)課 題

よ り多 くの言葉を理解 し,適 切 に使え るようにす ることで,日 常生活の 中で言葉を使 う喜

びを知 る。 中学部入学の 頃よ り,言 葉の理解 も進み,い ろいろ使 いたい とい う意欲 も高 まっ

て い る。 中学部2年 の現在で は,「 もし」 「ど うして」 「だか ら」などの論理的思考 に関す

る言葉 を理解 し,使 え るよ うになる ことが課題であ る。

(3)指 導仮説

コ ミュニケー シ ョン手段 を工 夫 し,会 話 の楽 しさを実感 させなが ら日常生活 の中で言葉 を

使 わせて い くことが,本 生徒 に とって必要で ある。その ため,音 韻 や意味を捉え る際の精神

的負担 を軽減 す るために,指 文字 や手話 も加え る。

(4}指 導 の工 夫

指導仮説 に基 づいて,本 生徒 の生活年齢,興 味 ・関心を考慮 した題材を設定 し,言 葉で の

や り取 りを工夫 す る。

㈲ 授業実践

ア 教科 ・領域r理 科 」

毎週2回 の理科の指導 の中で,養 護 ・訓練 に関す る指導を行 う。

イ 題材 「見えない もの(気 体)を 調 べ る」

ウ 題材設定の理 由

教師 とや り取 りを しなが ら言葉の理解 ・定着を図 るが,そ の ための話題の設定 に当た っ

て以下の ことを考慮 した。本生徒 は,中 学部でかな りの語 いを身 に付 けて きてい る。 また,

中学生 になるまで いろいろな経験があ る。興味 ・関心 は豊 かで思考力 もか な りあ る。

理解力 は言語で の表現力 に比べて相 当高 いと思われ る。 さらに,申 学生で ある こと等 を総

合 的に考 えて適切 な話題を設定す る必要が ある。そ こで,本 生徒 が興味 ・関心を示す理科

の授業 で,実 験 や体験 を主 とする上記の題材 を設定 した。

工 本時のね らい

・これまでの学習 で理解 した ことを もとに,気 体を予想 し,実 験 し,確 かめ ることがで きる。

(理 科)

・教 師 とのや り取 りを楽 しみ,意 思を伝達 する意欲を高め る。(養 護 ・訓練)

・ 「も し」 「どう して」 「だか ら」などの論理的思考 に関す る言葉の理解を深 め,必 要に応

じて使え るよ うにす る。(養 護 ・訓練)

オ 学習内容の選択及 び,教 師の支援の工夫

本生徒は理科 の学 習に意欲 的であ り,積 極 的に発言す る様子が見 られ る。気体 に関す る

学 習で は,自 分 で予想 し,実 験 し,確 かめ る ことを進 め る。 こ こで は教師 の支援 と して

rも しjrど う して」 「だか ら」 という言葉を適切 に使用で きる機会を設定 し,生 徒の様

子を見なが らこれ らの言葉を引 き出す工 夫を した。

力 教材 ・器具

科学実験器具(ビ ーカー,試 験管,水 槽,実 験用気体),文 字 カー ド

キ 展 開 一対一の個別指導
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教師が言 った ことを,音 節数 に気 を付 けな

が ら視覚だけで捉え る練習 をす る。

これ まで 実 験 して きた こ とに基 づ いて 教 師

とや り取 りす る。 そ の 中 で,特 に 「方 法 」

「～ にな る」 「も し」 とい う言 葉 に注 目す

る。

例,「 も し火 が 消 え た ら … 」

新 たな実験 に対 して予想 し,そ の結果が予

想 に反す ることに意外な気持 ちを もっ。 そ

の気持 ちを教師 とや り取 りす る中で,「 お

か しい」 「ど うして」 「だか ら」な どの言

葉 に注 目す る。

教 師の支援 ・留意事項

保有聴力 の活用 に意欲 を もたせ る。

言語力 や気持 ちにぴ った りあ った言葉を使 っ

て,短 い文でま とめる。例えば,「 火が明 る

く輝いてよ く燃 えるよ うになる」 という表現

を 「火が大 き くな る」 と,短 く簡単 に して,

指導語の 「～にな る」 とい う言葉を意識で き

るようにす る。

教師が言 った ことを復唱 させ た り板書 した言

葉を音読 させた り して,言 葉 に注 目させ る。

定着 させたい言葉について は,音 韻 を しっか

り意識 させ発音 もさせ る。

発音の誘導 には必要 に応 じて指文字や手話 も

使 う。

思考の展開 ・意思疎通 が円滑 に図れ るよ うに,

場合 によ って は,音 韻に こだわ らず手話 や身

振 りでや り取 りす る。

ク 評価

・ 「もし」 「ど うして」 「だか ら」 とい う言葉が適切 に使用で きたか。また,そ れがで きた

ときに,教 師が どの よ うに支援 したか。

・言葉 の理解 ・定着を図 る上で,指 文字 や手話 の有効性 はどうあ ったか。

(5)結 果 の考察 と今後の課題

授業 の中の本生徒 は,楽 しそ うに学習 していた。 「これ,な に」 「どう して 」 「も しか し

て」な どの言葉 を適切 に使 ってお り,自 分か ら教師 に話 しか けていた。 この ことか ら,生 徒

が高い関心 を示す教科の指導を通 して,意 思の伝達能力 を高 める指導を行 うと有 効である こ

とが分か った。

この生徒 は,小 学3年 生の3学 期か らろ う学校 で教育 を受 けて きたが,そ れまでの生育歴

やいろいろな状況 か ら音声言語の習得が不十分な状態で 中学部 に入 って きた。 しか し,小 学

部 の段階で人 と進んでかかわ ろ うとす る気持 ちは十分育 て られてお り,言 語の発達の基礎 は

作 られていた。 この生徒 の場合,保 有す る聴力をあま り活用せず,発 音 は一音一音でで きて

も言葉 と して使え ない とい う状況か ら,こ の生徒に合 った コ ミュニ ケーシ ョンの手段を身に

付け ることが必要 と判断 し,口 話だ けでな く指文字 や手話 を取 り入れ指導 して きた。その結

果,言 語 も友達 や教師 とのや り取 りの手段 と して確実 に高ま って きて いる。

この生徒 の養護 ・訓練 にお いて次の点を大切に した指導 を工夫す ることが課題 であ る。 ま

た,一 人一人 の生徒の養護 ・訓練の全体計画 に基づ き,時 間の指導を 中心 と して,各 教科 に
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おけ る関す る指導 の関連 を図 ることを再認識 した。

① 口話 だけでな くその生徒 にあ った伝達手段 を補助手段 として使用す ること。

②生徒 をめ ぐるコ ミュニケー シ ョンの場 を整えてや る こと。

③生徒 に安心 感を もたせ ること。

④生徒に満足感を もたせ ること。

⑤生徒に成功感を もたせ ること。

3事 例3物 を媒介 と した活動 を工夫 し,友 達 や教師 とのや り取 りを促 す指導

(1)対 象生徒の実態

年齢14歳(肢 体不 自由養護学校 中学部2年)女 子

障害名 脳性 まひ(痙 直型)精 神発達遅滞,て ん かん

発達検査の結果(遠 城寺式発達検査)平 成7年5月 検査

運動0=7～0:8社 会性0:9～1言 語0:7～0:

生育歴 就学前,療 育 セ ンターへ母子通園。

教 育歴 小学部1年 よ り肢体不 自由養護学校 に在籍。

身体 の 睡眠,排 せっ な どの基本的 な生活の リズムが整 ってい る。

健康 手 足を屈 曲する傾 向が あ り,ま た感覚(痛 覚,温 覚等)の 鈍 さが み られ る。

心理的 親 しい(親 ・友人 ・先生 ・友人の親)を 見分 け,声 を 出 して呼びかけ る。

適応 初めての場所 や大勢の人の集 まるところでは緊張 し,い っ もの動 きが出せな くな

る。

環境の

認知

突然の大 きな音,放 送音や拍手の音にび っくりす る。

人の動 きに注 目で きるが,人 の多い ところでは逆 にその動 きに気を と られす ぎて

しま う。

もった物 を容器 に入れ るとき,最 後 まで手元を見て いない ことがあ る。

運動 ・ ひと りで座位 はとれ るが,前 かがみ,左 に傾 く傾向が あ る。

動作 膝 ばい移動,膝 立 ち歩 きがで き,目 的があれば5～6m移 動で きる。

手指機能 は2cm角 のサイ コロがっか める(右 利 き)指 先を使 って物をっ まむ こ

とは不十分で ある。

意思の 名 前を呼ばれ る と手 を伸 ば し,握 手を求 める。

伝達 好 きな遊 び(絵 本 ・ボール等)を 見せ られ,誘 われ ると近づ く。

わざ と物 を落 として喜 び,何 度 も同 じことを繰 り返す。
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(2)課 題

・自分か ら意思を伝達 しよ うとする行動 を増やす
。

・ 「自分 一物 一他人」 とい う関係付 けを通 して
,コ ミュニケー ションの基礎の確立 を図 る。

(3)指 導仮説

生徒の表 出行動を教師が積極 的に引 き出 し,意 味付 け して返 してい くことで意欲が高 あ ら

れ 自分か らの意思の伝達行動が増 えて い く。 また,遊 びや課題 を工夫 した場面 を設定 し,物

を介 して人 とのや り取 りを積 み重 ねる ことで 「自分 一物 一他人 」という関係付 けが 図 られ る。

(4)学 習内容 と教師の支援の工夫

本生徒 は,表 情や発声,手 や体 の動 きを使 って意思を伝 えよ うとす る。生徒の伝 えよ うと

す る気持 ちを くみ取 り,教 師が応答 して い くことで コ ミュニケー ションす る喜びが 生まれ,

伝え たいとい う意欲が高め られる。 その ことか ら自発的な意思 の伝達行動を引 き出 していけ

る と考え る。

また,新 たな意思の伝達行動 として,手 で物を指 し示 した り,相 手 に提示す るなど社会 的

に有効な方法へ移行 してい く必要 がある。 その ため には 「人 一他人 」 「自分 一物 」 とい う二

者関係だ けで な く物や 自分の行為 を媒介 として他人 にはた らきかけ,要 求 した り共 感を求 め

た りす るよ うな 「自分 一物 一他人」 とい う関係付 けが必要 とな って くる。遊びや活 動を工夫

す る ことで,よ り分か りやすい場 面で関係付 けを促す ことがで きると考え る。

なお,本 生徒が課題 に集中す る時間の短 いことを考え,多 くの教材を準備 し,興 味 ・関心

に応 じて1教 材数回の学習を行 うよ うに した。

⑤ 授業実践

ア 教科 ・領域 「養護 ・訓練 」

毎週3回,1回 に約30分 の指導 をす る。

イ 題材

「手を使 ってかかわろ う,楽 しもう」

ウ 題材設定の理 由

本生徒 に とって,手 は人や物 とかかわ り意思を伝達 す るたあの有効 な手段 である。 しか

し,か かわ り方が画一的で物 を落 と して喜ぶ というパ ター ンが主であ った。そ こで相手 を

意識 しなが ら,手 を使 って物 を 「受 け取 る」 「入れ る」 「渡す 」 といった活動を させなが

ら,見 通 しがっ きやす く達成 感のあ る活動を設定 した。 これ らは単 なる物のや り取 りでは

な く,教 師の意図(や って ほ しい こと)を 分か りやす く伝え,そ れを生徒が理解 して 自分

の意思(や りたい)を 表現 す る,そ して生徒の意思表出を教 師が意味付 け(や ろ うね)し

て返 してい く,と い う人 とのや り取 りを大切 に した活動 であ る。

工 本 時のね らい

・ 「や りたい」 「欲 しい」 とい う意思表示を 引き出す
。

・教師 の身振 り,言 葉かけによ り 「取 るJ「 入れ る」 「渡すJ等 の指示を理 解 させ る。

・見通 しの もて る活動を させ,成 功 したことを意識付 けて 自発的な動 きへ とっなげ る。

オ 展 開 一対一 の個別指導 車 いすでの座位 車 いす用 カ ッ トテーブル使用
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1
学習内容 生 徒 の 活 動 教師の支援 ・留意事項

・あ い さ っ ・名前 を呼ばれ た ら教師 と握手 す る。 ・初 めは言葉か けのみ。生徒が

手を 出 して きた ら握手 す る。

・ぬ い ぐるみ の ・rこ の 指 と まれ 」 を す る。 ・言葉かけを しなが ら動作を用

か くれん ぼ いて始 まりの合図を伝え る。

・ぬ い ぐるみ にか け られ た 布 を と る。 ・生徒の視線を確認 しなが らぬ

い ぐるみを動かす。

・出て きた ぬ い ぐるみ と握 手 す る。 ・布 を取 った と き,で きた こ と

を褒 め,握 手 を す る。

・鈴 や さ い ころ ・教師か らさい ころを受け取 ってか ご ・物 を見せて手 を出 して くるの

をか ごに入 れ の 中 に入 れ る。 を待 つ 。

る ・時 々,か ごの 位 置 を変 え て 注

意の持続 を促 す。

・ く る く る ・くる くる チ ャイ ム に玉 を 入 れ る。 ・顔 をそむ けて しま う時 は見本

チ ャイ ム を見せて注 目させ る。

・教 師 の 手 の..隠 され た 玉 を 探 す。 ・目の前 で 玉 を握 って 隠 し,ど

こに あ るか を 当 て させ る。

・太鼓 を 叩 く ・ば ち を も って 太 鼓 を叩 く。 ・ 「音 の マ ー チ 」 を歌 い なが ら

叩 い て み せ る。

・太鼓 や腕 の位 置を調整 して叩

き

.鳥 の玩具L鳥 の玩 具の紐 を引いて動かす.

きや す くす る 。

・鳴 きま ね を して ,紐 を 引 く と

鳥が動 くとい う結 び付 きを強

調 す る。

・ペ グ抜 き ・ペ グを抜 い て教 師 に渡 す 。 ・握 り方 が不十分な ときは指 の

位置を調 整 してや る。

● トンネ ル 遊 び

mン ネ ル(筒 〉 を の ぞ い た り・ 教 師の 声 を 聞 い た りす る
。

・ トンネ ル に 興 味 を もっ よ うに

はた らきか け る。

・言葉かけを して予測 を もたせ

1る ・・ トンネ ル か ら出 て くる玩 具 を見 て ,い う ま く入 れ られ な い と きは 一

自分で も入れよ うとす る。 緒 にもって玩具を入れ,玩 具

が行 った りきた りす る面白 さ

に気付かせ る。

・ペ ー プ サ ー ト ・ペ ー プ サ ー トを 見 る
。

・繰 り返 しで活動の見通 しを も

rコ 刀 ンlitン 」 た せ る。
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・ペ ー プ サ ー トを もって 動 か す。 ・手 を 伸 ば して きた ら タイ ミン

グ よ く手 渡 す。

・絵 本 ・ 「だれ か し ら」の 絵 本 を 見 る。 ・1ペ ー ジご とに 間 を お き,次

絵 本 の ペ ー ジを め くる。 ペ ー ジへ の 関 心 を もたせ る。

・ 「歌 が み え る きこえ るよ 」 を見 る。 ・絵 の 変 わ って い く様 子 を テ ン

ポ良 く見 せ る。

・あ い さ っ ・教 師 と握 手 をす る
。

・言 葉 か け ,身 振 りで 終 了 の合

図 をす る。

全体を通 しての留 意点

・言葉かけや身振 りによ り生徒 の 「や りたい」 とい う自発性 を促 し,動 き出すのを待 つ。

・各学習項 目の長さや回数及 び配列 は生徒の様子を見 なが ら調整す る
。

・教材を提示す る場所 は基本的 には正面だが意図的に変 え る。

力 評価

・教師の はた らきかけに応 じて 「や りたい」 とい う意思 を手 や発声 によって示す ことがで

きる。

・指示を理解 し,活 動す ることがで きる。

・で きた ことを喜び,教 師にかかわ りを求め ることがで きる。

⑥ 結果の考察 と今後の課題

物をや り取 りす る具体的な場 面を設定 した ことで,教 師か ら生徒 に指示す るときに言葉 に

身振 りを伴 い,生 徒 に分か りやすい形で伝え ることがで きた。 それ によ り本生徒は,教 師が

何 を伝え よ うと して いるのかを しっか り聞 く態度を身に付 けた。例えば,握 った ものをす ぐ

に投 げる ことが多か った本生徒 が,教 師が差 し出 したバチを もって,太 鼓を叩 くな ど,指 示

を理解 し,行 動 に移せ ることが増 えた。

さ らに,や り取 りの中で教師が生徒の表情や行動を受 け止 あ,意 味付 け して対応 してい く

ことで互 いに伝え合お うとす る関係がで きた。 この関係 は これまで に培われた信頼関係 や安

心感が基盤 とな ってで きた ものであ り,さ らにこれか らや り取 りして い く上での新たな基盤

とな った。

また,活 動 として達成感のあ るものを用 いた ことで次への意欲 を引き出す ことがで きた。

学 習を積 み重ね る うちに活動の見通 しが もて るよ うにな り,学 習 に対す る期待感 も生まれて

きた。 この ことは授業以外の場面において も変化を もた ら し,友 達 との係活動(出 席 カー ド

入れ)を 積極的 に行 うことな どの行動 に発展 して いる。 「で きた」 ことを確かめ合 うことは,

活 動その ものの成功だ けでな く,コ ミュニケー ションが成立 した ことを認め合 う意味を もつ

もので もある。 そのや り取 りの繰 り返 しの なかで,本 生徒は学習活動 と コ ミュニ ケーシ ョン

す ることの両方への関心を高あてい った と考え る。

この事例 を通 して,次 の ように養護 ・訓練の指導で大切な ことが分か った。

・分か りやすい状況の 中で意思を伝え合 うこと
。

・生徒 の行動 を意味付 け して フィー ドバ ックす ること
。
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・見 通 しの もて る活 動 を積 み 重 ね る こ と。

・生 徒 が 興 味 を 示 す 教 材 を 用 い る こ と。

・生 徒 に安 心 感 を もたせ る こと。

・生 徒 に成 功 感 を もたせ る こと。

IVま とめ と今後 の課題

1ま とめ

本分科会 では,養 護 ・訓練の指導 に共通す るもの と して意思 の伝達能力を高め るために,

事例研 究を通 して指導 の工夫 を図 った。 まず,児 童 ・生徒の実態把握を養護 ・訓練の5っ の

柱18の 内容 に添 って行 うこと,個 に応 じた課題 と指導仮説 を設定 した。 そこで,児 童 ・生

徒の興 味 ・関心が高い と考 え られ る内容,感 動体験や,喜 び,楽 しみが味わえ る内容,主 体

的に意 思を伝達 しよ うとい う要求 や意欲 を育て ることがで きると思われ る内容を踏 まえ た題

材を設定 し,指 導 した。

養護 ・訓練 の指導 は個 々の障害 や発達の実態 に合わせて行 うべ きもので あ り一人一人 につ

いて個別 に課題 を検討 し,指 導計 画を立 てる ことが大切であ る。また,養 護 ・訓練の指導 を

す る上で,意 思の伝 達は どの児童 ・生徒 に とって も共通の課題である。 そ して,指 導 を進 め

て い く上で児童 ・生 徒の実態 に合 わせて,教 師が共通 に大切 にすべ き点 は以 下のよ うな こと

が考え られ る。

・児 童 ・生 徒 の 自発 的 な 行 動 を 引 き 出す た め の教 師 のか か わ り方 の 工夫 。

・人 とか か わ る喜 び ,伝 え 合 う喜 び を もて るよ うにす る教 師 の か か わ り方 の工 夫 。

・児童 ・生 徒 に合 った伝 達 手 段(表 情 ,音 声,身 振 り,音 声 言 語,手 話,指 文字,絵,写

真,文 字 な ど)の 選 択 。

・幅 広 い適 切 な コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの 場(時 間 の指 導 ,関 す る指 導,家 庭 や 地域 で の指 導

な ど)の 設 定 。

身 に付 けた力 を,人 との関係の広が りとその中で使 って い くことがで きる意思の伝達 の力

に して い くことが大切で ある。

3つ の事例研究 を通 して,養 護 ・訓練の指導で大切 な次の ことを確かめ ることがで きた。

)

)

)

1

0乙

3

)

)

4

民
」

養護 ・訓練 の5っ の柱 か らよ り客観的な実態把握。

実態把握 を もとに児童 ・生徒一人一人の調和的発達 の基盤 を培 う適切な課題の設定。

課題 を達成す るための指導仮説(こ ういう理 由か らこうい う指導をすれば こうな るだ

ろ う)の 設定。

指導 内容 において題材 の適切 な選択 と配慮すべ きことの明確化。

課題が達成 され るよ うに指導で きて いるか どうかの評価。

2今 後 の課題

養護 ・訓練 の指導 について,同 じ障害種別の教師同士で,同 じ学校の教師同士で,ま た は

担任のみ で児童 ・生徒の課題 や指導方法 につ いて考え,実 践 していることが多 い。 この課題
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を解決す るために,本 分科会 では,障 害種別の異な った学校の教師が,一 人の児童 ・生徒に

ついて課題や指導内容,留 意点 などを検討 した。 この ことにより,養 護 ・訓練 につ いてよ り

多面的 に考え ることがで き,指 導 を工夫す る一助 とな った。

児童 ・生徒の心身の調和 的発達の基盤を培 うには,一 人一人の課題 を見極 め適切 に指導計

画 を設定 して実施す ることが必要で ある。児童 ・生徒 は,生 育歴 や障害 の状態,環 境,発 達

段階 などが異な り,一 人一人 の養護 ・訓練の課題 を もって いる。それ らに適切 に対応 し,教

育ニ ーズに応え るには,学 校 として従来以上の多様 な指導が必要であ る。

その たあ,次 の諸点を充実 させ ることが必要である。

・時 間の指導 と関す る指導 の関連 を明確 に しなが ら進 あること
。

・養護 ・訓練の重要性 を共通理解 し
,そ れぞれの学校,学 級 に応 じた工夫 をす ること。

・指導者間の連 携を深 め ること
。

・家庭及 びその他の関係諸機 関,地 域社会 と連携 する こと。

この たあには,児 童 ・生徒一人一人の養護 ・訓練 を中心 とした個別指導計画 を作成 し,実

施す ることであ り,今 後の課題で ある。

さ らにまた,障 害種別 を越 えた学校間が連携 して,お 互 いの養護 ・訓練の 内容の理解を深

め,指 導力の向上を図 ることも課題であ る。
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